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　　速はや川かわ爽そう二じ







　テストはいつでも満点、成績表はいつでも完かん璧ぺき。

　中学校では、生徒会長とテニス部の部長を兼けん任にんし、全国大会で優勝した経験だってある。

　道を行けば男も女も振ふり返り、ラヴレターが山ほど届く。

　だから僕は、笑いかけるだけで、どんな人だって言うことを聞いてくれると思ってた。

　この世には、怖こわいものなど何もないのだと思っていたんだ。

　……なのに。

「私に反はん抗こうするということは……」

　見つめてくる漆しつ黒こくの瞳ひとみが、今はすごく怖い。

「……あの秘密を、お兄さんに話されてもいいんだね？」

「……あ……っ」

　僕の頭に、あの夜のことが思い浮うかぶ。

　あんなことさえしなければこの男にこんなふうに脅おどされることはなかった。

　だけど、ああしなければ陽よう汰たと二人、生きていけないと思った。

　だから自分の選せん択たくを後こう悔かいはしていない。

　……だけど。

「……兄さんには、絶対に言わないで」

「君のような子に、そんな弱点があるとはね」

　男は楽しそうに笑って、僕の方にその手を差し伸のべる。

「おいで」

　差し出された手は、いかにも金持ちらしくよく手入れされた爪つめと、陽ひに灼やけた滑なめらかな皮ひ膚ふと、男らしい長い指を持ち……とても美しい。だけど、その手がどんなにイケナイコトをするかを知ってしまった僕は、見とれる余よ裕ゆうなんかない。

　……嫌いやだ、と拒きよ絶ぜつできればどんなにいいだろう？

　……でも。




　　　　＊




　僕の名前は速はや川かわ爽そう二じ。

　全国でも有数の名門、私立清せい祥しよう学がく園えん高校に合格が決まったばかりの十六歳。

　高校ではトップの成績で通し、そのままトップの成績で卒業するつもりだった。トップの成績で付属大学である清祥大学の医学部に入学し、日本でも屈くつ指しの一流病院である清祥大学付属病院の医者になり、お金を稼かせぎまくる予定だったんだ。

　そのためには、どんなことにもつまずいてはいけなかった。

　僕の経歴は、いつでも完璧でなくてはいけなかったんだ。

　僕が、そんなにまでして自分の肩かた書がきに完璧を求めていたのには、理由がある。

　実は、ある人のため。

　それは……。

　玄げん関かんのドアを、ガチャガチャと音を立てて誰だれかが外から鍵かぎを開ける音がする。

　バタン！　とドアが勢いよく開いて、元気な声が響ひびく。

「ただいま、爽二！　お腹なか空すいただろ？」

「……お兄ちゃん」

　僕の心臓が、トクンと一つ甘くときめく。

「お帰りなさい」

　言うと、彼はその美しい顔に、煌きらめくような笑えみを浮かべる。

　このガランとしてしまった家を、そして僕の人生を、フワリと照らす太陽のような存在。

　彼は、速川陽汰。

　近くにある公立の高校に通う十七歳。

　そして、血の繫つながった、僕の実の兄だ。

　陽に灼けた、滑らかな頰ほお。

　スッと通った鼻筋。

　少年っぽい凜り々りしい眉まゆ。

　長い睫まつ毛げの下の、キラキラとやんちゃに煌めく黒い瞳。

　そして真っ白な歯を覗のぞかせる、キスをしたくなるような唇くちびる。

　いかにもスポーツが得意そうにきっちりと引き締しまった身体からだに、黒の学ランがとても似合っている。

　不良っぽさを気取って、前を開はだけた上着、ボタンを二つも外したカッターシャツ。

　滑らかな肌はだと形のいい鎖さ骨こつが覗いたところは、男っぽいというよりは……なんだか妙みように色っぽいんだけどね。

　彼は部屋を横切って、真まっ直すぐに僕のところに歩み寄ってくる。

「ただいま、爽二！」

　言って、僕の頭をキュッと胸に抱だき込む。

「遅おそくなってごめんな！　おまえは昔から寂さびしがりやなのにな！」

　学ラン越ごしに押しつけられる、まだ少年っぽさを残して引き締まった身体。

　彼の首筋からは、いつも、清潔な、レモンに似た香かおりがする。

　その香りを嗅かぐと、僕はいつでも、甘くて切ない、言いようのない衝しよう動どうを感じるんだ。

「……お兄ちゃん」

　僕は、彼の腰こしに腕うでを回し、カッターシャツに包まれたその首筋に唇を押しつける。

「……大好きだよ」

　……ああ、こんなカッターシャツ、はぎ取りたい。

　……そして、裸はだかの彼にキスしたいんだ。

「なんだよ、爽二！」

　陽汰は、しょうがないな、というような声で言い、僕の髪かみの毛をクシャクシャとかき回す。

「おまえって、いくつになっても甘ったれなんだから！」

　その口調に含ふくまれるちょっと照れたような響きが……なんだかとても罪な感じ。

　よしよし、というように僕の背中をぽんぽんと叩たたいて、

「すぐにご飯を作ってやる！　おまえが好きなカレーにするからな！」

　その言葉に、僕は胸がキュッと痛むのを感じる。

　……ああ、陽汰が大好きだ……。

　僕はなんだかすごく切なくなりながら思う。

　……陽汰を守るためなら、僕はどんなことでもできるよ……。




　　　　＊




　とても愛していた、そして僕らをとても愛してくれていた両親が、急な事故でなくなったのは、僕の高校の合格が決まった、たった五日後だった。

　父親が経営していたワインショップは改装を終えたばかりで、父にはその借金があった。

　僕らはそれを返すためにワインショップと、長年暮らした家を売らなければならなかった。

　それでもまだ借金は残り、二人で暮らしていくためのお金にすら困ることになった。

　……陽汰は僕が守らなくちゃいけない。

　……お金も、なんとかしなきゃいけない。

　学校帰り、公園のベンチに座り込んだ僕は、アルバイト情報誌をめくりながら思う。

　だけど、めくっても、めくっても、どの仕事も、年ねん齢れい制限があるものばかり。

　……十六歳の僕に、まともな働き口があるわけがないか。

　……だけど、なんとかしてお金を儲もうけないと……！

　思った時、街灯の明かりを誰かの影かげが遮さえぎった。

　ムカつきながら目を上げると、そこに立っていたのはサラリーマンっぽい、スーツを着た、冴さえない感じのオジサン。

「ねえ、君」

　僕を真っ直ぐに見下ろしている彼の顔には、全然見覚えがない。

　無視して立ち去ろうとした僕の腕を、オヤジがいきなり摑つかんだ。

「一人？　オジサンといいことしない？　お金が儲かるよ」

　……お金が儲かる……？

　アルバイトのことで頭がいっぱいになっていた僕は、思わず、

「いいことってなんですか？　いくらくらい儲かるんですか？」

「話が早くていいねえ。オジサンが全部教えてあげるから、月々十万でどう？」

「月々十万？　十万円で、何をするんですか？」

　いまいち解わからずに聞いてみると、オヤジは僕に顔を近づけて、小声になる。

「援えん助じよ交際かな？　はっきり言えば……一いつ緒しよに食事したり、オジサンとセックスしたり？」

　……援助交際？　セックス……？

「月々十万でですか？　セックスって……僕が抱かれるってことですか？」

「そうそう。けっこういい稼ぎだろ？　たまにはお小こ遣づかいもあげるから……」

「……ふざけるな！」

　僕はオヤジの言葉を遮って、鞄かばんとアルバイト情報誌を持って立ち上がる。

　僕が好きなのは陽汰だけで。

　しかも、いつかは逞たくましい男に育って陽汰を優やさしくリードするんだっていうのが僕の夢で。

　……なのに、なんで見知らぬオヤジと、しかも抱かれる側にならなきゃならないんだよ？

「ナメるのもいい加減にしろ！　そんなことできるわけないだろ？」

　下から睨にらみ上げてやると、オヤジは驚おどろいたように息をのむ。

「いったいどうしたの？　さっきまであんなに可愛かわいかったのに……」

　オヤジは言って、馴なれ馴れしく僕の肩かたに手をかける。

　そのいやらしい手つきだけで、吐はき気がしてくる。

「汚きたない手で、僕に触さわるな！」

　僕は叫さけんでその手をビシリと叩いてやる。

「このスケベオヤジ！　二度と声をかけるな！」

　思い切りドスを利きかせた声で叫んで、僕は踵きびすを返す。

　……まったく！　……図ずう々ずうしいにもほどがあるぞ！

　僕はムカつきながら大おお股またで公園から出る。

　……この僕を、月々十万円で愛人にしようなんて！

　……まったく、信じられない！

　思いながら道路に出て、地下鉄の駅に向かおうとして……。

「……あれ……？」

　暮れかけた飲屋街。そぞろ歩く人たち。よくある新宿の光景だけど……なんだか様子が変。

「……なんだろう……あっ！」

　僕はあることに気がついて声を上げる。

　なんだか変だと思ったら、道行く人たちの中に、女性が一人もいないんだ。

　カップルらしき手を繫いだ人たちはたくさんいるのに……。

　……ってことは……？

　僕は思わず、そばにあった電柱の住所表示を見上げてしまう。

　……新宿二丁目か……！

　優等生の僕だって知っている。ここは、ゲイの人たちが集まるので有名な場所だ。

　学校のある渋しぶ谷やから、家のある池いけ袋ぶくろに帰ろうとして……だけど陽汰の顔を見るのがなんだかつらくて、乗のり換かえ駅の新宿で、思わず改札を出た。

　アルバイト情報誌を売っていそうな本屋を探して歩き、喫きつ茶さ店になんか入るお金はないからそれを座って読める公園を探し……いつのまにか、こんなところまで来ていたんだ。

「……さっきのオヤジ、ゲイだったのか……」

　僕はなんだか妙みように納なつ得とくできたような気分でうなずく。

　道を歩いていて男から声をかけられることはよくあるけど、知り合いじゃないと確かく認にんしたらいつだって話を聞かずに立ち去っていた。

　みんなお茶をしようだの食事をしようだの言ってきてたけど、見知らぬ男と食事をする趣しゆ味みなんかないし、どうせ何かのキャッチセールスとかだろうって思ってた。

　……あれってもしかして、こういう類たぐいの男からの、ナンパ……？

「……だから男の僕に、援助交際なんてことを言ったのか……」

　何の気なしに呟つぶやいて、それからハッとする。

「……援助交際……？」

　援助交際なら、年齢制限がない。

　なんなら、偽ぎ名めいで通してもいいだろう。

　あんなしょぼそうなオヤジが月々十万って言ったくらいだから、援助交際の相場はきっともっと上だ。

　お金持ちの男だったら、きっと、もっとたくさんのお金をくれるに違ちがいない。

　見知らぬ男とのセックス、しかも、される役に回るのはめちゃくちゃ屈くつ辱じよく的だ。

　だけどお金さえあれば天てん涯がい孤こ独どくになってしまった陽汰と僕はなんとか暮らしていける。

　……援助交際……。

　僕は悲痛な気持ちで思う。

　……もしかして、援助交際するしかないかもしれない……。

「ねえ、ねえ。君ぃ、一人？」

　後ろから声をかけられて、僕はハッと我に返る。

　……もしかしたら、ゲイの男がナンパしてきたのかもしれない。

　……それなら、せいぜい愛あい想そうをよくして……。

　僕はにっこりと笑えみを浮うかべながら振ふり向く。

「はい、一人ですけど？」

　後ろに立っていた男は、どっかの中小企き業ぎようの社長、って感じの脂あぶらぎったオヤジだった。

　彼は、驚いたように目を丸くして僕を見つめ、それからその頰ほおを真っ赤に染める。

「うわぁ、君、可愛いねえ」

　どちらかといえば女顔の僕は、そういうことを言われるのは珍めずらしくなかった。

　陽汰を守れるような逞しい男を目指している僕はそう言われるといつも心の中ですごくムカついてたんだけど……いつも笑って受け流してきた。

　だって、いちいち怒おこっても仕方がないし、褒ほめられることで実害はなかったし。

　……だけど。

「一人なら、オジサンとお茶をしに行かないかな？」

　オヤジは言って、僕の腕うでに馴れ馴れしく手をかける。

　その手の感かん触しよくに嫌けん悪おを感じるけど……僕はなんとか耐たえようとする。

　……なんたって、僕は援助交際の相手を見つけようとしてるんだ。

　……いくら脂ぎったオヤジだって、カモには違いがないし……。

「お、お茶に行くだけですか？　その後は？」

　平然と言おうとしたけど、声が思わずかすれてしまう。

「いやあ、最近の子は積極的だなあ、参ったねぇ」

　オヤジはなんだかめちゃくちゃ嬉うれしそうに言って、僕に顔を寄せる。

「君がその気なら、すぐにでもホテルに行く？」

　汗あせを浮かせたオヤジの顔が、今にもキスでもしそうなほど、近くにある。

　……うっ……。

　彼の息がはあはあと荒あらいのに気づいて、胃の辺りに吐き気が湧わき上がる。

　……こいつ、男の僕に、発情してる……？

「オジサンが、すごくエッチなことを教えてあげてもいいんだよ？」

　すでに飲んでるらしい酒さけ臭くさい息と、いやらしい口調に……僕の中の何かが切れた。

「おまえなんかと、エッチなことなんかできるかぁっ！」

　近くにあった顔を手のひらで思いっきり押しのけ、僕はそのまま道を走り出す。

　……信じられない……！

　そのまま訳も解らずにめちゃくちゃに走り、何ブロックか行った場所でやっと立ち止まる。

　電柱の陰かげに隠かくれて道を覗のぞくけど、オヤジが追いかけてくる様子はない。

　オヤジの顔に触った手のひらに、ヌルッとした脂の感触が残ってるのに気づいて、吐き気がする。

　……援えん助じよ交際しなきゃいけないのに、触られただけで嫌悪が湧き上がる。

　……顔を近づけられただけで、吐きそうになった。

　ポケットから出したハンカチで手のひらを思いっきりこすりながら、涙なみだが出そうになる。

　……こんな情けないことじゃ、陽汰を守るなんて無理じゃないか！

　陽汰のことを思うと、ズキリと心が痛む。

　見かけは明るくてすごくしっかりした男の子に見える陽汰は、でも本当はすごく繊せん細さいで、しかも本当に無防備だ。

　借金を抱かかえる僕らが、学校に行きながら生活するためには、本当にたくさんのお金が必要になる。

　しかも、僕の入学が決まったのは、入学金と授業料が超ちよう高額なことで知られる、あの私立清祥学園。

　陽汰は、爽二をあの学校に行かせるんだって言いながら親しん戚せきに借金を申し込んで回ってるけど……はっきり言って、親戚からそんなに高額のお金を借りるのは無理だと思う。

　僕はもう高校に行くのはあきらめてる。だけど陽汰にはなんとか高校を卒業させてあげたい。そしてなんとか二人だけで生きていきたい。

　陽汰の今年の授業料と、もうすぐ引っ越こす予定の安アパートの家賃と、ギリギリの生活費で……少なくともすぐに百万円は必要だ。

　しかも陽汰の授業料、三十万円の振り込みは、来月の頭のはず。あと二週間しかない。

　……あと二週間で三十万円……。

　……そして、全部で百万円……。

　僕はハンカチを握にぎりしめて、絶望のため息をつく。

　……どうやって百万円も稼かせげばいいのか、想像もつかない……。

　ほんの一カ月前まで、僕は自分の明るい未来を信じて疑わなかった。

　名門私立高校に合格したんだから、このまま大学に行って、医者になって稼いで陽汰に見直してもらって……なんてのんきに思ってた。

　……まさか、生きていくことすら難しくなるなんて……。

　ふと、父さんや母さんが健在だったら、って思いそうになって、僕は慌あわててかぶりを振る。

　……それを考えちゃいけない。

　……考えたら泣いてしまう。

　あまりのショックで泣くどころじゃなかったってこともあるけど、僕はあの事故の後、一度も泣いていない。

　陽汰はずっとずっと我が慢まんして、でも僕の胸の中で一度だけ泣いた。

　だけど、僕は一度も泣かなかった。

　……もしも泣いてしまったら、もう二度と自分の足で立ち上がれない気がして。

　……そして、陽汰を守っていくことができなくなる気がして。

　僕はハンカチを畳たたみ直して、ポケットに入れる。

　……僕は泣かない。

　……どんなことをしてでも、陽汰を守る。

　……そのためにお金が必要なら、どんなことでもお金を稼いでみせる。

　さっきのオヤジたちのいやらしい声を思い出すだけでまた吐はき気がする。

　男とはもちろん、女の子とちゃんとつきあったことすらない。

　漠ばく然ぜんと、陽汰にたくさんキスしたい、ベッドでリードしてみたい、って思いはあるけれど、経験どころかセックスに関する具体的な知識すらない。

　……なのに、いきなり見知らぬ男に抱だかれる……？

　思っただけで、背筋にゾクリと怯おびえが走る。

「……男に抱かれるのが我慢できないんじゃない。あいつらが好みじゃなかっただけだ」

　僕は覚かく悟ごを決めるために呟つぶやく。

「……それなら、抱かれても我慢できる程度の男を探せばいいんだ」

　そして、隠れていた電柱の陰から、道に踏ふみ出す。

「……エッチなことくらい、なんてことはない。その分うんとふっかけて、百万円くらいふんだくってやる」

　……そうだ、陽汰のためならなんだってできるんだ。

「……抱かれても我慢できる程度の……」

　僕は呟きながら飲屋街に踏み込み、歩きながらふと目を上げて……その場に硬こう直ちよくする。

　道の両りよう端はしに立っている男たちの視線が、さりげなく僕に集中している。

　見回すと、いやらしそうなオヤジだけじゃなくて、若そうな男も、けっこう見み栄ばえのいい紳しん士しだっている。

　だけど、彼らの視線は一様に僕の身体からだを舐なめるように見ていて……背中に悪お寒かんが走る。

　……どうしよう……？

　……抱かれてもいいなんて、とても思えない……。

　思った僕の目に、道の向こう側から歩いてくる男の姿がふと映った。

「……あ……」

　僕の心臓が、なぜかドクンと高鳴った。

　いかにも高級そうな黒のコート。趣しゆ味みのいいネクタイと、仕立てのいいダークスーツ。

　いかにも鍛きたえていそうな厚い胸と、逞たくましい肩かた。

　長いストロークを刻む、うっとりするような長い脚あし。

　腰こしの位置が驚おどろくほど高い、モデル並みのスタイルをしている。

　艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみ。

　高貴な感じの高い鼻び梁りよう。

　凜り々りしい眉まゆの下の、奥おく二ぶた重えの目。

　少し薄うす目めの、少し冷たそうな唇くちびる。

　彫ちよう刻こくのように整った顔をした、見とれるような美び貌ぼうの男だった。

　彼は街灯の下でふと立ち止まり、内ポケットに手を入れる。

　そこから高そうな銀のシガレットケースを出し、タバコを一本取り出す。

　タバコをくわえてシガレットケースを内ポケットに戻もどし、その代わりに銀色のジッポーのライターを出して、慣れた仕草でタバコに火をつける。

　伏ふせられた長い睫まつ毛げが、一いつ瞬しゆん、ライターの火でオレンジ色に染まる。

　優ゆう雅がに動く彼の手を見て、僕の心臓がズキリと甘く痛んだ。

　繊細な長い指。男っぽく骨張った甲こうの感じ。

　彼の手は……見とれるほど美しかった。

　そしてタバコをくわえた彼の唇は……なんだか不思議なほどセクシーに見えたんだ。　>>>♥

　……抱かれてもいい……。

　僕は、呆ぼう然ぜんと彼に見とれながら思う。

　……彼になら、抱かれてもいい……。

　僕の足が、勝手にスタートを切る。

「すみません！」

　僕は男に駆かけ寄り、顔を上げた彼に、考える余よ裕ゆうがないまま言ってしまう。

「あなたになら、抱かれてもいいです！」

　彼の目が、驚いたように見開かれる。

「あの、僕と、援えん助じよ交際してくれませんか？」

　僕を見つめたその瞳ひとみは、とても深い漆黒をしていて、まるで美しい黒い宝石みたいだった。

　……ああ、お願いだから、断らないで……！

　……もしもあなたに断られたら、僕は……！

　僕は切望しながら、彼を見つめた。

　考えてみれば、あの時、僕は彼がゲイかどうかも確かめなかった。

　そしてあの瞬間から……僕の運命は変わってしまったんだ。







　　花はな房ぶさ敬けい吾ご







「すみません！」

　いきなり聞こえた澄すんだ声に、私は思わず動きを止める。

　目を上げると、駆け寄ってくるのは一人の少年だった。

　すらりとした身体に、紺こん色いろのピーコート。

　襟えり元もとから覗のぞく、上着とネクタイ、そしてスラックス。

　コートの下に着ているのは、どこかの学校の制服だろう。

　ビスクドールのように滑なめらかな白い肌はだ。

　揺ゆれている艶のある髪は、薄うすい茶色。

　長い長い睫毛の下のくっきりとした二重の目。

　見上げてくる瞳は、グリーンがかったようなうす茶色。

　ほっそりとした鼻梁と小さな小鼻。

　そして、天使のそれのように無む垢くに見えるけれど、どこか不思議な色気を宿した唇。

　私に向かって必死の形相で走ってくるのは……どこか欧おう米べいの血が混ざっているのかと思うような、目立つ容姿の、美少年だった。

　私は彼に目を奪うばわれ、そのまま動くことを忘れた。

　私が動けなくなったのは、ただ彼の美しさに見とれたからだけではなかった。

　見上げてきた彼の瞳の中には、そのどこか儚はかなげな美しい容姿に反して……恐おそろしいほどの強い光が宿っていたのだ。

　……なんて子だ……。

　その光は、何かに戦いを挑いどんでいる凜々しい男のそれで……私はその光に思わず見とれる。

　……いったい、何者なんだろう……？

　彼の美しい唇が動いて、澄んだ声を漏もらす。

「あなたになら、抱かれてもいいです！」

　その美しい声と、言われた言葉のギャップに、私は一瞬呆然とする。

　黙だまって見下ろす私を、彼は必死の形相で見上げてきた。

「あの、僕と、援助交際してくれませんか？」

　彼の目の中にある、悲しげな、しかし恐ろしいほど美しい光に、私は見とれた。

　私の心に、ズキリと甘い痛みが走った。

　思えば、あの瞬間から……私の運命は変わってしまったんだ。
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　私の名前は花はな房ぶさ敬けい吾ご。二十九歳。

　私立清祥学園高校という学校の教頭をしている、まがりなりにも教育者だ。

　……その私が……。

　私は、テーブルの向こう側に座った少年を見ながら思う。

　……どうして、あんなことを頼たのんできた少年と、こんなところにいるのだろう……？

　杉すぎ並なみにある清祥学園から、台場にある私の家に帰る途と中ちゆう。どうしても注文しておかなくてはいけない本があることを思い出して、紀伊きの國くに屋に寄るために新宿で高速を下りた。

　週末のせいかどこも駐ちゆう車しや場が満車で……新宿御ぎよ苑えんの近くの小さなパーキングにやっと車を置くことができた。

　紀伊國屋で本を注文して車に戻る途中……タバコを吸おうと立ち止まった時、いきなり彼に声をかけられた。

　思わず周りを見回すと、そこはゲイが集まるので有名な、新宿の二丁目界かい隈わいだった。

　声をかけてきた美少年がそんな場所で目立たないわけがなく……狼おおかみのように目を光らせた男たちが、彼の一挙一動を目で追っていた。

　彼の申し出を受ける気はなかったが……あの場に置いていくのはあまりにも彼に危険すぎる気がして、思わず彼を連れてタクシーに乗り、ここまで来てしまった。

　ここは、西新宿にある高級ホテル。最上階にあるレストラン。

　天てん井じようまで切られた窓からは、新宿の夜景が一望にできる。

　テーブルの上に燃えるロマンティックな蠟ろう燭そくの明かり、周りにはデートを楽しむ大人たち。

　学校の制服を着たまま、どこか怯おびえたように頰ほおをこわばらせ、メニューを見つめたまま硬こう直ちよくしている彼は……はっきり言って場ば違ちがいだった。

　親子にしては歳としが近すぎ、顔が似ていないせいで兄弟にも見えない。

　ロマンティックな光の中で向かい合った私たちは……まるで援助交際をしているゲイのカップルのように見えるかもしれない。

　……援助交際、か……。

　私は彼が申し出てきた言葉を思い出して、内心ため息をつく。

　……教育者である私が、未成年の彼と、そんなことができるわけがない。

　私の心が、なぜかズキリと痛む。

　その不思議な心の痛みは彼を見た瞬間から私を苦しめていて……しかし私はその心の痛みの意味がずっと理解できないでいる。

　……どちらにしろ……。

　私は自分の行動を納なつ得とくさせるために思う。

　……思おもい詰つめた彼から話を聞くのは、教育者として間違ってはいないはずだ。

　……まずは彼の緊きん張ちようを解ほぐさなくては。

「何か事情がありそうだが……」

　私の言葉に、彼はギクリと肩かたを震ふるわせる。

「……まずは食事にしようか。私が選んでも構わない？」

　言うと、彼は少しホッとした顔になる。

「はい。好き嫌きらいは、ありませんから」

　私はウエイターに合図を送り、近づいてきた彼に、彼も食べられそうな無難なメニューを選んで頼んでやる。

　彼は注文をする私を見つめていたが、それが終わると少しだけホッとしたようにメニューを閉じる。

「よかった。イタリア語、まだよく勉強していないので」

　彼の言葉に、私はやっと気づく。

　自分はイタリア語ができるせいであまり意識をしていなかったのだが、本格的イタリアンを誇ほこるこの店のメニューは、イタリア語だけで気取って書かれていて、日本語が書かれていない。

　……彼はきっと、メニューの意味が解わからずに困っていたんだ。

　私は、メニューを広げたまま硬直していた彼を思い出す。

　……なのに、困っていると言い出せなかったのか……。

　私の心が、また痛む。

　……ああ、彼を見ていると、どうしてこんなに胸が痛むんだろう？

　彼は少しだけリラックスした様子で、食前酒の代わりに置かれていた、葡萄ぶどうジュースが入ったクリスタルのグラスに手を伸のばす。

「早くワインが飲めるようになれたらいいのに」

　小さく呟つぶやいて、大人がするように、脚あしの下の方を上品に持つ。

　テーブルクロスの上でグラスを傾かたむけて色を見てから、反時計回りにそっと回す。

　……え？

　彼はグラスを上げ、葡萄ジュースを一口そっと口に含ふくんでから、ゆっくりと飲み下す。

「ジュースだ。いい葡萄だけど」

　そのやり方が、まるでワインのテイスティングをし慣れた大人のそれのように見えて……私は少し驚おどろく。

　……いったい彼は何者なんだ……？

　彼はこういう場所にはあまり慣れていないようだったが、癖くせになっているようなそのテイスティングの真似まねは、すぐ身近にワインをよく知る大人がいたことを示していた。

　……もしかして……。

　私の心が、またズキリと痛む。

　……援えん助じよ交際をするのは初めてではない……？

　……前の恋こい人びとが、ワイン通の男だった……？

　心の奥に、何か暗い炎ほのおが燃え上がるような気がした。

　その不思議な炎は私の心を内側から焼き、激しく痛ませる。

　……私はただ、教育者として、この少年が道を踏ふみ外さないように説得しようとしているだけだ。

　……なのに……。

　私は、葡萄ジュースをゆっくりと味わっている彼を見つめながら思う。

　……この気持ちは、まるで彼の前の恋人に対する嫉しつ妬とじゃないか……。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるんだろう？

　何を話していいのか解らないでいる間に、頼んでいたメニューが運ばれてくる。

　フルーツトマトとスウィートバジル、モッツァレラの盛られたカプレーゼサラダ。

　バラ色の生ハムと綺き麗れいなグリーンの春の豆類をホワイトソースであえたパスタ。

　ハーブをたっぷりと使った、香かおりのいい鯛たいのグリル。

　春の野菜をたっぷりと添そえた、牛ヒレ肉の赤ワインソース。

　彼は背をきちんと伸ばし、置いてあったナプキンをきちんと二つに折って膝ひざに載のせた。

　そして美しい指でナイフとフォークを正しく操あやつって、とても上品に食事をした。

　……きちんと教育された育ちのいい子か、もしくは大人と食事をすることに慣れている環境にある子だろう。こんな子が、どうして……。

「……あの」

　デザートのパンナコッタの最後の一口を食べ終わり、ナプキンで品よく口元を押さえてから、彼はやっと目を上げて言う。

「……食事をしている時に黙だまって見つめるの、やめてもらえませんか？」

　彼の瞳ひとみが、怒おこっていることを示して、キラリと獰どう猛もうに煌きらめく。

　だが、その視線は微かすかに怯えたように揺ゆれていて……彼が今の状じよう況きように少なからず緊張し、それを表さないように強がっていることを示している。

　そのギャップが……妙みように可愛かわいらしい。

　私はもう我が慢まんできず、思わず小さく吹ふき出してしまう。彼の頰が、怒いかりに染まる。

「なんで笑うんですかっ？　僕が場違いだからってバカにしてますかっ？」

　彼は怒ったように声を荒あらげ、それから辺りのテーブルの視線に気づいたように口を閉じる。

「黙っている時の君は妙に可愛い、そう思って見ていた。怒ったらさらに可愛かったのでつい笑った。バカにしたわけではないよ」

　言うと、彼の顔がますます赤くなる。

「可愛いなんて言わないでください。子供じゃないんだから」

「もう大人だというのか？　それなら誘ゆう惑わくした相手の私に少しは媚こびでも売ったらどうだ？」

　私がわざと言ってやると、彼の美しい眉まゆがきりりとつり上がる。

「別に、あなたじゃなくたってよかったんです。見た目が好みだったから声をかけただけ」

「もしも私が援助交際を断ったら、どうするつもりだ？」

　彼はハッとしたように私を見つめる。少しの間黙って私を見つめ、それからかすれた声で、

「こ……断りたければ断ってくれていいです。そうしたら次の男を探す。それだけですから」

　怒った顔、憎にくらしい言葉。しかし彼の声の奥には……悲痛な響ひびきがあった。

　……そんなに悲しげな声をしているくせに……。

　……どうしてそんなに強がるようなことばかり言うんだ……？

　私の心が、またズキズキと疼うずく。

　……教育者の私が、未成年である彼と、援助交際などできるわけがない。

　……だが……彼を、ほかの男になど渡わたしたくない。

　頭では解っている。しかし心が不思議なほどにざわめいている。

　……ああ、私は、彼を、どうしたいというんだろう？

「それは……私でなく、相手がほかの男とでも、最後までできるということ？」

　私が言うと、彼は何かを考えるようにその秀しゆう麗れいな眉をきつく寄せる。

「見た目が好みだっただけって言ったでしょう？　別にあなたに一ひと目め惚ぼれしたわけじゃない。思い上がった言い方はやめてください」

　彼はその不思議なうす茶色の瞳で、私を真まっ直すぐに見つめる。

「断りたいのなら、今、断ってください。そうしたらすぐに席を立って二丁目に戻もどり、次の男を探します。僕にはお金が必要なんだ」

　言い捨てられた言葉が、私の理性をジワジワと浸しん食しよくしていく。

　……彼は、恋人が途と切ぎれるたびに、私にしたように、男に声をかけるのだろうか？

　……そして、その男に、ワインのテイスティングや、カトラリーの使い方や、そしてベッドでのマナーを教わるのだろうか？

　思っただけで、私の心の中に、嫉妬に似た激しい炎が燃え上がる。

「それほど自信があるのだから、ベッドの上での君はきっととても素す晴ばらしいんだろう。……部屋を取る。君の覚かく悟ごを見せてもらおうか」

　思わず口走ってしまい、それから自分で驚いてしまう。

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開き、それから怒りに瞳を煌めかせながらうなずく。

「解りました。どうぞ存分に。ただし、ただではありませんよ」

　……ああ……私は彼にいったい何をしてしまうんだろう……？







　　速川爽二







　君の覚悟を見せてもらおうか、そう言って彼はレストランからしばらく姿を消し……帰ってきた時には、ホテルのルームキーを手に持っていた。

　彼はルームキーをテーブルクロスの上に置き、僕をじっくりと見み据すえた。

「これが最後のチャンスだ。逃にげたければ逃げてもいいんだよ」

　彼の言葉に、僕の心臓がトクンと跳はね上がった。

「私と二人きりになる勇気はある？」

　……二人きりのホテルの部屋で、彼はいったい、僕に何をするつもりなんだろう？

　こんなに逞たくましい彼に、力でかなうわけがない。二人きりになるってことは、いきなり押おし倒たおされる覚悟もできてるってことで。

　……すごく怖こわい。……でも。

　もし、その時の彼が少しでもいやらしい目をしていたら……僕は席を蹴けって立ち上がり、逃げ出してしまったかもしれない。

　だけど、彼の漆しつ黒こくの瞳の中には、性欲なんかとはかけ離はなれた……何か不思議なほどに切なげな光が宿っていて。

　僕は状況も忘れて彼の瞳に見とれ……そして思わずうなずいてしまった。

「……あなたとなら、二人きりになってもかまわない」

　自分の唇くちびるから漏もれた言葉に自分で驚おどろいてしまう。

　なんとか取り繕つくろおうとしたけど、彼はその隙すきを与あたえず……まるで僕をさらうようにしてレストランを出て……そのままホテルルームに来てしまったんだ。
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　……綺麗な部屋……。

　リビングに足を踏み入れたとたん、僕は呆あつ気けにとられて立ちすくむ。

　僕が泊とまったことのあるホテルといえば、中学校の修学旅行で行った京都の学生用ホテル。そして両親や陽汰と温泉に行った時に泊まった、リーズナブルな観光ホテルだけ。

　……大人が泊まるホテルって……こんなにすごいんだ……。

　いきなりベッドがあることを覚悟していたけど、ここはどうやらスウィートと呼ばれる部屋みたいで、入ったところにあるのはパーティーが開けそうに広いリビングだった。

　大きなソファセットと、お洒落しやれなローテーブル。大人っぽいモノトーンに統一された室内を、薄うす暗ぐらい間接照明だけが照らし出している。

　彼が先にリビングに入り、そして窓を覆おおっているブラインドを上げる。

「……うわ、すごい……」

　僕は思わず声を上げ、窓に駆かけ寄ってしまう。

「……レストランからも夜景は見えたけど……こっちの方向だとさらに綺き麗れいだ……」

　壁かべ一面を切って作られた巨きよ大だいな窓からは……一面に東京の夜景が見み渡わたせた。

　キラキラと夜よ露つゆみたいに煌めく光、赤い航空灯をゆっくりと点てん滅めつさせる西新宿のビル群。　>>>♥

「……すごい……あっちは渋谷？　その向こうは……」

「あの暗いところが代々木公園。向こうに小さく見えるのが東京タワー。ビルの間に微かに見えているのがレインボーブリッジだよ」

　窓の向こうを指さしながら、呆ぼう然ぜんと夜景に見とれている僕に説明をしてくれる。

「ここからの夜景は気に入った？」

　彼の言葉に、僕は我を忘れてうなずいてしまう。

「それならよかった」

　言った彼の声が不思議と優やさしく聞こえて、僕は思わず振ふり返る。

　頭上には美しい夜空、部屋を照らすレモン色の満月。

　僕に横顔を見せているのは……本当に見とれるような美び貌ぼうの男。

　冷静な表情しか見せてくれなかった彼が、今だけはなんだか優しい顔に見える。

　……恋こいをしたカップルって、こんなロマンティックなところで愛を語り合うんだ……。

　……きっと、ますます想おもいが盛り上がって、きっとその後……。

　僕は思いかけ、それからふいに胸が締しめ付けられるのを感じる。

　……だけど、僕は違ちがう……。

　……そうだ、ロマンティックな雰ふん囲い気きに飲まれてる場合じゃない！

「夜景より、お金の話をしませんか？　僕は、援えん助じよ交際の交こう渉しようをしに来たんですけど」

　僕の言葉に、彼はハッとしたように振り返る。

　それからその顔に、ゆっくりと苦い笑えみを浮うかべる。

「解わかった。お金の話をしよう。……今日はちょうど持ち合わせがある」

　彼は内ポケットに手を入れ、その中から上等そうな革かわの財さい布ふを出す。

「とりあえず、このくらいでは？」

　そして、そこから無造作に一束の札を取り出して、ソファの前のローテーブルの上に置く。

　それは全部新品のお札で、銀行のマークの入った紙の帯で巻かれたまま。

　……ということは……？

「……百万円……？」

　言った声が思わずかすれてしまう。

　……だって、このお金があったら、陽汰と二人、一年間暮らしていける。

「足りない？」

　平然と言われた言葉に、僕は思わずかぶりを振ってしまう。

「……いえ……ええと……」

　こんな新札の束、見たことがないから、どうしても偽にせ物ものにしか見えない。

「……確かめても？」

　言うと、彼は無表情なまま、どうぞ自由に、という仕草をし、ソファに座る。

　僕は彼の向かい側に座り、手の震ふるえに気づかれないように用心しながら、札束を手に取る。

　そのずしっとした重さとお札独特のインクの香かおりは……どう見ても本物。

　指で弾はじいてみると、内側の札にも全部ちゃんと印刷がしてある。

　……ということは、これは本物の一万円札の束で、本当に百万円……。

　僕は手の中の札束を見つめて、少し呆然とする。

　僕と陽汰は、学費はもちろんのこと、悪くしたら次の日の食費にすら困る状態。

　だけど世の中には、こんな大金を財布に入れて持ち歩き、そして名前も素す性じようも知らないガキの前にポンと放ほうり出せるお金持ちもいる。

　……なんだか……。

　僕は札束から目を上げて、向かい側に座っている男を見る。

　彼のその見とれるようなハンサムな顔には、いかにも余よ裕ゆうのある大人の、品のいい無表情だけが浮かんでいる。

　……なんだか、この男が憎にくらしくなってきた……。

　理り不ふ尽じんだと解ってはいるけれど、心の中に湧わき上がる不思議な感情が抑おさえられない。

　……なんなんだろう、この気持ち？

　表面は人当たりよく、でも心の中ではいつでも冷れい徹てつに計算してる、それが僕だったはず。

　……なのに……？

　彼の漆黒の瞳ひとみが、僕の反応を計るように真まっ直すぐに見つめている。

　胸がなぜかズキリと痛んだ。

　僕はなぜか動どう揺ようしてしまいながら、彼から視線をそらす。

　……この男の前にいるとなんだか変になる……。

　僕は札束をローテーブルに戻もどす。

「……本物みたいです。確かく認にんしました」

「その金額で満足？」

　その言葉の意味が解らずに、僕は一いつ瞬しゆん呆然とする。

「……え？」

「援助交際がしたいんだろう？　支し払はらい額がくをきちんと決めないと契けい約やくが結べない」

「……あ……」

　彼の落ち着いた美声で言われた、援助交際、という単語が、なぜか心にズキリとしみる。

　……そうだ、僕は男と、援助交際の契約を結ぼうとしていたんじゃないか。

　……いくら見とれるようなハンサムだからって、ぼーっとしてどうするんだよ！

　僕は動揺をごまかそうとして咳せき払ばらいをする。

「これだけあれば……」

　兄と二人で一年は暮らせます、と言いそうになって、僕は言葉を切る。

　なぜか、この男には本当の事情を絶対に知られたくない、と思ってしまったんだ。

　本当のことを話したら、簡単にお金を寄き附ふしてくれそうな雰囲気が、この男にはあった。

　そして簡単に、優しい同情の言葉をかけてくれそうな。

　この男に優しい言葉なんかかけられたら、どこかがダメになってしまいそうな気がした。

　……それに、同情されるなんてまっぴらなんだ。

　僕は目を上げて、男の漆しつ黒こくの瞳を真っ直ぐに見返した。

　……僕のことを、なんて憎たらしい、そしてなんていやらしいお子様なんだって思ってくれたらいい。

　……そして、なんの愛情も持たずに抱だいて、お金だけをくれたらいいんだ。

　僕の心が、なぜかズキズキと痛んだ。

　……なんで心が痛くなるんだろう？

　……それが援助交際ってシステムじゃないか。

　……そして今の僕には、そうやってお金を稼かせぐしか陽汰と生きていく手段を思いつかない。

　僕は彼を睨にらみ付け、わざと高こう慢まんそうに顎あごを上げてみせる。

「……これだけあれば、欲しい服の……まあ、二、三着は買えるかな？」

　僕はソファの背もたれに背中を預けるようにして、わざと派は手でな仕草で脚を組む。

「……あと、友達と遊んだりする時の足しにもなりますし」

　ネクタイをゆるめ、カッターシャツのボタンをゆっくり二つ外してみせる。

　眉まゆを上げる彼に、婉えん然ぜんと、に見えるような笑みを作ってみせる。

「あなたは？　僕とのエッチに、この金額は払いすぎだと思います？」

　そんなことはない、という言葉を期待して言ったのに、彼はなぜか口元に笑みを浮かべる。

「さあ。試ためしてみないとなんとも言えない」

　……なんだよ、それ？

　思った時、彼がいきなりソファから立ち上がった。

　……え……？

　事態が理解できずに呆然とする間に、彼がローテーブルを回り込んで歩いてくる。

「試すって、いったい……あっ！」

　肩かたを摑つかまれ、いきなりソファの背に強く押しつけられて、僕は思わず声を上げる。

「な、何するんだよっ？」

　彼の大きな両手は、座ったままの僕の両肩をしっかりと押さえ込んでいる。

「試すと言っただろう？　セックスの相あい性しようが悪かったら、愛人にしても金の無む駄だだ」

　覚かく悟ごは決めたとはいえ、その直接的な言葉は、僕をとても動揺させる。

　すらりとして都会的に見えるくせに、彼の力は圧あつ倒とう的だった。

　両肩を押さえ込まれただけでもう身動き一つできないことに気づいて、血の気が引く。

「……試すって……あの……」

「君も、金のためとはいえ身体からだの相性の悪い相手にしょっちゅう抱かれたくはないだろう？」

　彼は、僕を真っ直ぐに見下ろしながら言う。

　……しょっちゅう……抱かれる……？

　……この男に……？

　頭の中を、この男に抱きしめられている自分の映像がよぎる。

　彼の上品な唇くちびるが、首筋にキスをする。

　彼の美しい指が、僕の服をはぎ取る。

　それから……？

　彼の顔が、ゆっくりと近づいてくる。

「私とのセックスが気に入らなかったら、断ってくれていい。気の乗らない相手を抱くのは私も気が進まない。……まずはキスから試そうか」

「……キス……？」

　心臓が、なぜかトクンと一つ高鳴る。

「キスくらい、したことがあるだろう？」

「そ、それはもちろん……」

　僕は言いながら思い出す。

　僕のファーストキスは、幼よう稚ち園の頃ころ。相手はもちろん陽汰だ。

『お兄ちゃんが大好き。大きくなったらお兄ちゃんと結けつ婚こんする』と囁ささやいて、僕は陽汰に心を込こめてキスをした。

　陽汰はきょとんとしてから急に笑い出して、『兄弟だから結婚はできないんだ。だからキスは大きくなって好きな人ができるまでとっておくんだよ』って諭さとして、それ以来二度とキスをさせてくれない。

　だから僕にとって、キスって呼べるものはあの一回きりで。

　……だけどそんなことを言ったらナメられるに決まってる！

「……キスくらい、数え切れないほどしたことがあります。決まってるでしょう？」

「それなら試しにさせてもらっても、大したことではないね？」

「……え？」

「何を焦あせった顔をしている？　本当はキスが怖こわい？」

　彼の美声に滲にじむ、からかうような響ひびきが、僕の神経を逆さか撫なでする。

　……ああ、この男といると、どうしてこんなにムカつくんだろう？

　……この男は、どうして僕の思い通りになってくれないんだろう？

　僕は、すぐ至近距きよ離りにある彼の顔をキッと睨み上げる。

「怖いわけないでしょう」

「なるほど」

　彼は言って、その唇の端はしに可笑おかしそうな笑えみを浮うかべる。

「それなら……」

　言って、そのまま身を屈かがめて一気に顔を近づけてくる。

「……ちょっ、待っ……んんっ！」

　怖さのあまり目を閉じてしまった僕の唇が、あたたかなものに包まれた。

「……んん……っ！」

　包み込むように僕の唇を奪うばったのは……彼の唇。

　……ああ……彼に、キスされた……！

　さっきまで見ていた、彼の男っぽい唇の形が、ふと脳のう裏りをよぎる。

　皮肉な笑みを浮かべる以外は、彼の唇はどこか冷れい淡たんそうに引き締しめられている。

　……なのに、キスをする時はこんなに……。

　身体に、何か甘い電流が走った。

「……ん……っ」

　身体がヒクリと震ふるえてしまう。

　彼がふいにキスをやめ、クチュ、と音を立てて唇がゆっくりと離はなれた。

「……あぁ……」

　解放された唇から、勝手にため息が漏もれてしまう。

　……ああ、どうしよう？　あんな軽いキスだったのに、もう身体に力が入らない……。

「キスの相性は悪くないようだ」

　彼の声に、僕は驚おどろいて目を開ける。

「君も、気持ちがよさそうじゃないか」

「なっ！」

　彼の唇にからかうような笑みが浮かんでいるのを見て、僕の頭に血が上る。

「相性がいいと確かく認にんしたのなら、もういいだろう？　もう……」

　立ち上がった僕の腕うでを、彼の手がしっかりと摑まえた。

「逃にげる気か？」

「この手を離せ。僕はまだあんたの愛人じゃない。ただで何度もお試しされるのはお断りだ」

　睨にらみ上げると、彼は唇に浮かべた笑みを深くして、僕の腕をやっと離す。

「解わかった。ここから好きなだけ数えてくれ。今夜試させてもらう、キスの値段だ」

　彼は身を屈めてローテーブルから札束を取り、無造作に封ふうを切って僕に差し出す。

　僕は手の震えに気づかれないようにそれを受け取り、一番上の一枚を取る。

　取った一万円を制服の胸ポケットに突つっこみ、残りをローテーブルの上に戻もどして、立ったままで真まっ直すぐ彼を見つめる。

「一万円いただきました。……したきゃどうぞ？　だけどキス以上のことは別料金ですよ」

　彼の手が、僕の顎あごを少し乱暴に摑まえる。

「本当に生意気な子だ。そうやって憎にくらしいことばかり言うと、私がまだ隠かくしている本ほん性しようが現れてしまうかもしれないよ？」

　見下ろしてくる彼の黒い瞳ひとみの中に、ふいに獰どう猛もうな炎ほのおのようなものが燃え上がった。

　それを見た僕の背中に、不思議な震えが走った。

　……怖い。

　僕はふいにそう思った。

　……紳しん士し的で美しい容姿に騙だまされて、僕は、とんでもない男を誘さそってしまったんじゃ……？

　僕は震えたのを気づかれないように、わざと蓮はすっ葉ぱに笑ってみせる。

「本性？　どうせきっと大したことな……」

　彼は僕の言葉を遮さえぎるようにしてまた顔を近づけ、容よう赦しやなく二度目のキスを奪う。

「……んっ、んん……っ」

　二度目のキスは、さっきよりもさらに獰猛で、さらに熱かった。

　唇をたっぷりと味わい、それから柔やわらかな舌で唇のラインを辿たどる。　>>>♥

「……ん、んん……」

　身体の奥が、ズキリと甘く痛んだ。

　体温が、ジワリと上がった気がした。

　……ああ、何、これ……？

　陽汰とキスをした時も、こんな気持ちになったりはしなかった。

　……こんな男とのキスで、どうして……？

　呆ぼう然ぜんとしている間に、彼の舌が歯列の隙すき間まから侵しん入にゆうしてくる。

「……んう……？」

　……うわ、なんてことを……！

「……んんーっ！」

　キスには、舌を入れるような種類のものだってあるっていう知識はあった。

　だけど、自分がそれをされてしまったことが、僕は不思議なほどショックだった。

　思わず逃げようとする僕の身体からだを、彼の腕がしっかりと捕つかまえた。

「……んんっ！」

　彼の舌はそのまま容赦なく僕の口こう腔こうを侵おかしてくる。

「……んんっ……んう……っ！」

　僕の舌を彼の舌が追い、追いつめ、すくい上げる。

「……んうう……っ！」

　あたたかな濡ぬれた舌が絡からみ合うのは、不思議なほど淫みだらな感覚で……。

「……くふ……ん……」

　僕の身体から、ふいに力が抜ぬけてしまう。

「……んん……あぁ……」

　僕の頭がのけぞり、チュ、という音を立てて二人の唇くちびるが離れる。

　力が抜けた僕の身体が、くにゃりと倒たおれ込みそうになる。

　彼の逞たくましい腕が、僕の身体をしっかりと抱だき留める。

　片手が腰こしに回り、もう片方の手が僕の後頭部を支える。

「……え……？」

　思わず目を開けてしまうと、彼が不思議なほど真面まじ目めな顔で僕を見つめていた。

　彼の漆しつ黒こくの瞳の中にあるのは、獲え物ものを足の下に押さえ込んだ肉食獣じゆうのような獰猛な光。

　だけど彼の顔には、どこかが痛むような、切なげで苦い、男っぽい表情が浮かんでいた。

　僕の心に、ズキリと甘い電流が走った。

　だって、そんな顔をした彼は……なんだかめちゃくちゃにセクシーで。

「……あ……」

　唇から漏れてしまったのは、不思議なほど甘いため息。

　またバカにされる、と思わず身をすくませる僕に、彼は黙だまったままで顔を近づけてくる。

　押し返そうとして彼の胸に両手を突くけど、どうしても押し返すことができない。

　……ああ……どうして……？

　それどころか、布越ごしに感じた逞しい筋肉の感かん触しよくに、ますますドキドキしてしまって……。

　……ああ、どうしてこんなふうになっちゃうんだろう……？

　思わず目を閉じてしまった僕の唇に、深く重なってくる彼の唇。

「……あ……んう……」

　力が抜けて開いたままになってしまった歯列の間から、彼の舌がすぐに入ってくる。

「……うう……や……う……」

　抵てい抗こうしなきゃ、と思うけど、全身から力が抜けてしまった僕は、もう逃げることもできずに彼の舌を受け入れるしかできない。　>>>♥

「……んん……んう……」

　さっきまでのはただの練習だ、とでも言うように、容赦なく絡んでくる濡れた舌。

　後頭部を押さえられて抵抗できない僕の唇に、何度も何度も角度を変えて重なってくる唇。

　静かな部屋の中に、クチュ、クチュン、という濡れた音が響ひびく。

　飲みきれなかった唾だ液えきが、僕の口の端はしから溢あふれ、ゆっくりと顎に伝う。

　……ああ、どうしよう……。

　いつだって高速で回転していた僕の脳が、なんだかこのままトロトロに蕩とろけてしまいそう。

　全身を、不思議な甘い電流がビリビリと痺しびれさせている。

　……悔くやしいけど……気持ちいい……。

　彼の胸に置いていた僕の手が、知らず知らずのうちに彼の上着の布地をキュッと摑つかんだ。

　……これが……オトナのキス……？

「……んっ……んんっ……」

　その電流は、キスを繰くり返されるにつれ強くなり、だんだん一つに結集して……。

「……ん……うぁ……っ！」

　腰の辺りに、ズキン、と強い電流が走り、僕は思わず身体を震ふるわせる。

　また座り込みそうになった身体を、逃にがさない、とでもいうように彼の手が抱き寄せる。

　……ダメだ、このままキスされてたら……！

「……んんっ……離せよー……っ！」

　僕は必死でかぶりを振ふって彼のキスから逃のがれ、彼の胸を両手で押しのける。

　そのままよろけてソファの上に座り込んでしまうけど、必死の強さで彼を睨み上げる。

「いい気になるな！　思い切り舌まで入れやがって！」

　彼は立ったままで僕を見下ろし、その唇の端に苦く笑しようを浮うかべる。

「舌を入れるキスは初めてだったのか？　そんなに動どう揺ようするなんて」

「ち、違ちがう！　ただ……」

「ただ？」

　彼のハンサムな顔に浮かんでいたのは、まるで駄だ々だをこねる子供を見るような、余よ裕ゆうの表情だった。

　……信じられない……！

　……この僕を、そんなにナメた目で見るなんて！

　湧わき上がった怒いかりが、逆に、僕に冷静さを取り戻もどさせてくれる。

　……子供だと思われて同情されるのだけは、我が慢まんできない！

「今までの男たちは、そんな品のないキスはしなかったんだ！」

　僕は手を上げて、さもキスが嫌いやだったかのように、手の甲こうで唇を拭ぬぐってみせる。

　僕の言葉と仕草に、彼は気を悪くしたように眉まゆを寄せる。

「君は、生意気なだけではなく、とても失礼な子だな」

「なんとでも言ってください」

　僕は言い、挑ちよう発はつ的な上うわ目め遣づかいで彼を見上げてみせる。

「それよりどうしますか？　この先は別料金ですけど」

「この先のお試ためしもあるわけか？　いったいいくらで試させてくれるんだ？」

　男の言葉に、身体がヒクリと震えてしまう。

　この先、という言葉に、僕の心の奥に、不思議な恐おそれがジワリと湧き上がる。

　男同士で、キスの先に何があるのか、まったくの未経験の僕には、想像もつかなかった。

　……だけど……。

　僕は、目の前に立った男を睨にらみ上げながら思う。

　……もう後戻りはできないんだ……。

「試したいと言い出したのはあなたですよ？」

　僕は手を伸のばしてローテーブルの上の札束から、お金を取ろうとして……ふと迷う。

　さっきは適当に一万円取ったけど……男同士のセックス一回の相場がいったいいくらなのか、全然想像もつかない。

　……一年間で百万円くれるんだよね……？

　……毎週末に一回ずつ、セックスの相手をすると考えると、年に約五十二回。

　……とすると、一回の値段は……？

「セックス一回、一万九千二百三十円。消費税が五パーセントで、四捨五入して、二万百九十二円。端は数すうはサービスとして……一回二万円もらいます」

　言ってお札の山の上から二枚の札を取ると、彼の眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「……セックスが、一回二万円？」

「……う……」

　……やばい、単純計算しちゃったけど、これじゃあ取り過ぎなのか？

　……そういえば、キスに一万円も取ったのは、法外だった？

　……それなら、あの時点で言ってくれれば……！

「そんな安い値段で……そんな綺き麗れいな身体からだを売るのか？」

　……しまった、安すぎたのか……！

「ほ、本当はもっと取るけど、お試し価格だから！　……っていうか、それなら一年で百万円じゃ足りなくないですか？　あ、セックスの回数は週に一度じゃなくてもっと少ないとか？」

　頭の中が数字でいっぱいになっていた僕は（理数系なんだ）、思わず言ってしまう。

「……一年？」

　彼は不ふ審しんそうな声で言って、さらに眉を寄せる。僕はハッとして、

「百万円の束に目が眩くらんで計算を忘れていたけれど、一年で百万円じゃ、一カ月に八万三千三百三十三円じゃないですか。公園でナンパしてきたしょぼいサラリーマンよりも安い。あなたって金持ちそうなくせにものすごくケチなんじゃないですか？」

「サラリーマン？」

「そうですよ。一カ月に十万円やるからって言われました。しょぼそうだったし、好みじゃなかったから、断ったけど……」

　彼が手を伸ばし、いきなり僕の顎あごを持ち上げて言葉を遮さえぎる。

「一カ月に十万で、援えん助じよ交際をしろと言われた？」

　僕がうなずくと、彼がまた眉を寄せる。

「もしも彼が好みだったら、私ではなく、彼についていったかもしれない？」

　僕は少し考え……よく解わからなかったから、とりあえずうなずいてみせる。

　彼はなんだかすごく苦い顔をして、深いため息をつく。

「……なんて危ない子なんだ……」

「危ない？　どういうことだよ？」

「私が渡わたそうとした百万円は、一カ月の値段だ。一カ月百万円、一年で千二百万円」

　……せん、にひゃく、まん……？

　両親が健在だった頃ころだって、ごく普ふ通つうの庶しよ民みんの暮らししかしていなかった。

　もちろん、そんな高額のお金、見たことも聞いたこともない。

「それでもまだ不足なら、もっと出してもいい。ただ……」

　彼は僕の顎を摑まえたまま、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで僕の目を真まっ直すぐに覗のぞき込んでくる。

「……私と契けい約やくを結んだら、ほかの男とつきあうことは一いつ切さい許さない」

　……そんなこと言われなくたって、もちろん男とつきあう気なんかない。

　……陽汰と生きていくために身体を売るだけで、男が好きなわけじゃないし。

「いいね？」

「……そ、それは……もちろんいいけど……」

「それから一つ、条件がある」

　彼がなんだか妙みように思い詰つめたような顔で言う。

　僕は、いったいどんな条件を付けられるんだろう、と少し怯おびえながら、

「なんですか？」

「たまに会って、恋こい人びとのようにデートをする。君の好きな物を買ってあげてもいいし、好きなところにエスコートもさせてもらう。しかし……セックスだけはなしだ」

「……え……っ？」

　僕は彼の言葉に愕がく然ぜんとする。

「……何、それ……？」

「私の勤め先は都内の高校。教育者なんだよ。未成年とそれ以上のつきあいはできない」

　……え……？

　僕の身体の熱が、スウッと引いていくのが解る。

　……それって……？

「何か深刻な事情があるのなら、お金は援助する。だが、セックスはなしだ」

「……な……っ」

　僕が出した声は、なぜかすごく動揺してかすれていた。

「……なんだよ、それ……？」

　僕の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「……代だい償しようを受け取らないのなら、それってただの施ほどこしじゃないか……」

　僕は思わずローテーブルの上の札束を摑つかむ。

「同情してるのかよ？　可哀かわい想そうだから、お金だけやろうって！」

　驚おどろいたように目を見開いた彼の顔に、僕は思いっきりその札束を投げつける。

「施しなんか受けられるか！　同情されるのなんかまっぴらなんだよ！」　>>>♥

　僕はポケットに入っていた一万円札を足あし下もとに投げ落とし、そのまま踵きびすを返す。

　部屋を出て、追ってくる彼の声を無視してエレベーターに飛び乗った。

　……ああ、泣いてしまいそうだ……。

　……どうして僕、こんなに悲しいんだろう……？




　　　　＊




　そして。

　家に帰った僕を、もう一つの出来事が待っていた。

「僕、あの学校に行くのはやめるって言ったでしょう、お兄ちゃん！」

　僕は陽汰に向かって叫さけんでいた。

　家に戻ると、いつも明るい陽汰がなんだかいつもと違ちがうどこか思い詰めたような様子で待っていた。

　問いただすと、彼は何かを考えているような口調で、実は、お金が何とかなりそうなんだ、と言ったんだ。

「家にお金がないのは僕にだって解る。僕も働くから……」

　言った僕の言葉を、陽汰はいつもの彼らしくないきっぱりとした口調で遮った。

「まだ十六歳のおまえに、大したお金が稼かせげるわけがない。それにね」

　陽汰は一つ呼吸をして、そしてなんだかわざとらしいほど晴れやかに笑う。

「特別な奨しよう学がく金をもらえることになったんだ。おまえはなんにも心配しなくていいんだよ」

　陽汰の言葉に、僕の胸の中にとても嫌いやな予感が走った。

　……まさか、陽汰は何かとてもいけないことに手を染めてしまったんじゃ……？

　自分が援助交際までしようとしていたことを思い出して、僕はますます不安になる。

　……無防備な陽汰が、変な男とかに騙だまされていたらどうしよう……？

「特別な奨学金って？　僕、あの学校を受験する時に父さんや母さんに負担かけないようにっていろいろ調べたけど……奨学金制度なんて、あの学校にはなかった」

　僕が言うと、陽汰は自信ありげに胸を反らして、

「そこが兄ちゃんの偉えらいところなんだ！　なんせ、学園長に直接かけあったんだから！」

「……学園長先生に？」

　僕は思わず眉まゆを寄せてしまう。

　清祥学園の学園長はまだ若いっていう噂うわさを聞いたけれど、入学パンフレットには先生方の顔写真はまだ載のっていなかった。

　だから入学が決まったとはいえ、僕は学園長をはじめとする教師陣じんの顔は誰だれも知らなくて。

　なのに、どうして陽汰が……？

「……どうしてお兄ちゃんが、あの学園の学園長先生と……？」

「覚えてるか？　よく店に来てた常連さんで、真しん堂どうさん。ほら、いつもスーツでモデルみたいなハンサムの……」

　……真堂さん……？

　僕は眉を寄せて考える。

　彼はたしかにモデルみたいな目立つ男で、知的なイメージのハンサムだった。

　陽汰がすごく懐なついていたみたいでちょっとむっとしてた相手だ。僕は塾じゆくが忙いそがしくてあまり邪じや魔まもできなかったから、あまり会ったことがないんだけど。

「……覚えてるけど……」

「あの人が、清祥学園の今の学園長だったんだよ」

　陽汰の言葉に、僕はとても驚いてしまう。

「真堂さんが？　本当に？」

「本当だよ。彼は父さんと母さんが亡なくなったことをとても残念がってくれて……そして、爽二のために特別奨学金を出してくれると約束してくれたんだ」

　……真堂さんが、あの学園の学園長……。

　僕は呆ぼう然ぜんとしながら思う。

　……学園長がかなりの権力を持ってる学校みたいだったし、彼が特別な奨学金を創設するのはきっと不可能ではないだろう。

　……だから、この話は絶対にないことではないかもしれない……。

　……だけど。

　僕は、心に何かがひっかかるのを感じていた。

　……どこかが不自然だ。

「あと。彼はオレの学校にも顔が利きくらしくて、オレの授業料もなんとかしてくれるって」

　彼の言葉に、僕は感じていた不安を一いつ瞬しゆん忘れてしまう。

　……陽汰が高校に行ける……？

「本当？　お兄ちゃんもこのまま高校に行くことができるの？」

「ああ。あとオレ、彼の家でアルバイトする。たまに彼の家に行くことになると思う」

　彼の言葉に、僕の心臓がまたトクンと不安に疼うずく。

　……学園長の家で、アルバイト……？

　……大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……？

「アルバイトって……？」

「庭の掃そう除じとか、料理とか、ワインセラーの整理とか。それで借金もゆっくり返していける」

「それって、僕たちにとっては夢のような、すごくいい話だと思う。だけどお兄ちゃん……」

　僕は陽汰の顔を真っ直ぐに見つめて問いただす。

「……僕に、何か隠かくしたりはしていない？」

「えっ？　なんで？」

「なんだかお兄ちゃん……変だよ」

「変じゃないよ」

　陽汰は笑いながら言って、僕の身体からだをキュッと引き寄せる。

「オレがおまえに隠しごとするわけないじゃん？　……ホッとしたんだ。おまえが清祥高校に行けるのもそうだけど……オレも学校やめなくてよくなったから」

「ああ……そうか。そうだよね」

　……たしかに、陽汰はとても学校が好きだったし。

　……それに、普ふ通つうなら、お金のために僕と同じように身体を売ることなんか考えないよね。

　僕はやっと納なつ得とくしてうなずき、陽汰の綺き麗れいな黒い瞳ひとみを見つめる。

「お兄ちゃん。いろいろ手を尽つくしてくれてありがとう」

「ばぁか」

　陽汰が、僕の額に、コツンと額を押しつけてくる。

「オレはおまえのお兄ちゃんだぞ。おまえをずっと守ってやるって心に決めてるんだからな」

　……ああ、陽汰……。

　僕の心が愛いとおしさにキュッと痛む。

　……僕が助けてあげなくちゃいけなかったのに。

「……お兄ちゃん……」

　僕の声が、今にも泣きそうに震ふるえてしまう。

「爽二。泣くのは清祥学園を無事に卒業できる時にしろ。まだ入学もしてないんだぞ？」

　陽汰の声に、僕はやっと明るい気持ちになり、小さく笑う。

「……うん……僕、がんばって勉強して、一番の成績で卒業するからね」

「よし、それでこそ爽二だ。おまえは速川家の希望の星なんだからな。……さてと」

　陽汰は散らかった室内を見回して、

「今夜の荷造りはこれくらいにして、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうか。今度引っ越こすアパートには、お風呂はない。銭湯通いになるからな」

「うん。……そういえば、お兄ちゃんと一緒にお風呂に入るのって久しぶりかもしれない」

「そう？　あと、オレのベッドで一緒に寝ねよう。引っ越したら布ふ団とんになるからね」

　にっこり笑った陽汰を見て、僕の胸が不思議な切なさに包まれる。

　陽汰の話を、僕は全部信じたわけじゃない。

　……入学したら、学園長の真堂という男がどんな人間か、見み極きわめなくちゃいけない。

　……そして怪あやしいと思ったら、すぐに援えん助じよを断らなくちゃいけない。

　……そのためには、いつでも援助を断れるように、僕がきちんとお金を貯ためなくちゃ。

　あの後、彼に会ったあの場所を避さけ、それ以外のいかがわしそうな道を何カ所も歩いた。数え切れないほどの男たちからナンパされたけど……ホテルに連れていってくれたあの男以外、抱だかれてもいいなんて思った男は一人もいなかったんだ。

　……でも、陽汰を守るためなら、僕、どんなことでもするからね。







　　花房敬吾







　主家である真堂家に仕えるのは、何百年も続いた私の一族の義務。

　花房家当主の長男である私が、真堂家の次期総そう帥すいの右みぎ腕うでを務めるのは絶対の使命だ。

　私が仕える次期総帥は、性格はともかく優ゆう秀しゆうな男で、彼のために働くことに不満はない。

　私には日本有数の名門である清祥学園高校の教頭の地位と、普通の暮らしでは考えられないような高額な給きゆう与よが与あたえられている。

　こんな私の人生に、不満などあるわけがなかった。

　近い将来、真堂家が薦すすめてくれるはずの女性とでも結けつ婚こんをし、そのままなんの疑問も抱いだかずに彼に仕え続けるはずだった。

　だが、私の人生は、名前も知らないあの少年と出会った瞬間に違ちがうものになってしまった。

　真堂家に仕えることだけを目標とする私にとって、恋れん愛あいは時間の無む駄だでしかなかった。言い寄ってくる女性は多く、つきあうこともあったが、執しゆう着ちやくを感じたことなど一度もなかった。ましてや男に欲望を感じるなど想像したことすらなかった。

　その私が……彼の、稚ち拙せつな誘ゆう惑わくに、なぜか目が眩くらむほどの欲望を感じてしまった。

　私は、男はこんなに怖こわいんだと諭さとすつもりで彼を抱きしめ、キスをしたはず。しかし本当は……そのまますべてを奪うばって、めちゃくちゃにしたかった。

　彼とのキスを思い出すだけで、今でもまだ甘い目め眩まいがする。

　胸に抱きしめた彼のしなやかな身体の感かん触しよく、美しい顔が怯おびえたようにゆがんだところを思い出すだけで……今でも激しい欲望に狂くるいそうになる。

　彼は身体を売ることに慣れているようなことを言ったが、その思い詰つめたような顔つきに、彼があのような行こう為いをするのが初めてではないかと私は思った。

　怯えた様子から思うと、身体を売るどころか性せい行こう為いの経験すらないかもしれない。

　……だとすると、そんな彼が、どうしてあんなことをしたのか？

　……とてもプライドの高そうだった彼が、あんなことをしなくてはならなかった事情とは？

　私に札束を投げつけた時の彼の顔を思い出すと、心が壊こわれそうに痛む。

　彼は、極限までうちひしがれたような目をしていた。

　……彼に、いったい何があったのか？

　私は思い、それから深いため息をつく。

　私はもちろん飛び出していった彼を追ったが、彼は閉まりかけていたエレベーターに飛び乗り、そのまま夜の街に消えた。

　あの後、私は一晩も欠かさず、あの場所に通っている。

　だが、彼を見かけることはなかった。

　……もう、彼と会うことは二度とできないのだろうか？

　そう思うだけで、冷れい徹てつだったはずの私の心は、今にも壊れそうに痛む。

　今日は、私が教頭として勤める清祥学園の入学式。

　壇だん上じようでは、私が仕えている真堂家の次期総帥、真堂秀ひで隆たかが、学園長として挨あい拶さつをしている。

　教員席の端はしに座った私は、いつもながらの退たい屈くつな式典を遠い世界のことのように感じている。

　生徒たちは優秀で、従順で、学園長だけでなく教頭である私のことも慕したってくれている。

　この学園での生活は、私にとっては悪くないものであったはずだ。

　……なのに。

　彼が去った瞬間から、この現実が、とても希き薄はくなものに感じられている。

　自分の生徒と同年代である彼に欲望を抱いたことは、重い罪悪感として、私の心の底にしっかりと沈しずんでいる。

　……だが、この気持ちはもうどうにもできない。

　私は自分の心の中を検証して、思う。

　……もう一度会うことができたら、もう二度と逃にがさない。

　……もう、おかしくなりそうなんだ……。

「……私からは以上です」

　学園長が言った挨拶の締しめの言葉に、私はやっと我に返る。

　進行役の務めを果たすため、椅い子すから立ち上がってマイクに向かう。

「次に、新入生代表からの挨拶にうつります」

　手元にあるメモを見て、代表に選ばれた新入生の名前を確かく認にんする。

「新入生代表、一年Ａ組、速川爽二くん」

「はい」

　涼すずしい声が、講堂に響ひびいた。

　……え……？

　私はマイクの前に立ったまま、耳を疑った。

　……彼のことで思い悩なやむあまり、私はついにおかしくなってしまったのだろうか？

　新入生の席から、一人のほっそりした生徒が立ち上がる。

　彼は優等生らしくきっちりと前を向いて歩き、教員席の前でお辞じ儀ぎをして顔を上げ……。

　彼の目が、私の顔に釘くぎ付づけになったのが解わかった。

　その瞬しゆん間かん、スローモーションのように時間の流れが変わった気がした。

　透すき通るような頰ほおを持つ、ビスクドールのように美しい顔。

　驚おどろきに見開かれているのは、グリーンがかったようなうす茶色の瞳ひとみ。

　そして私が一瞬も忘れられなくなった、あの柔やわらかな唇くちびる。

　唇が小さく動き、何かを呟つぶやこうとする。

　しかし彼はハッと我に返り、それから一瞬で式典にふさわしく完かん璧ぺきに表情を消してみせ、私の前を通り過ぎた。

　彼の髪かみがサラリと揺ゆれ、ふわ、とレモンに似た甘い香かおりが空気の中に残った。

　この香りも、私ははっきりと憶おぼえている。

　彼の唇を奪った時、私の鼻び孔こうをくすぐっていたのは、この甘い香りだった。

　彼は背筋を伸のばして壇上に上がり、椅子に座っている学園長を一瞬見み据すえる。

　それからきちんとお辞儀をして、マイクの前に立つ。

　しなやかな身体からだに、品のいいデザインのこの学園の制服がとてもよく似合っている。

　美しいだけではなく、彼は、ほかの人間を圧あつ倒とうするような煌きらめくオーラをまとっていた。

　生徒、保護者、そして教師たちの間にまで、ほお、といううっとりしたため息が漏もれた。

『次の男を探すだけです』という彼の言葉が脳のう裏りをよぎった。

　もしも私がまた逃がしてしまったら、彼はまた別の男を……？

　いかにも清せい廉れん潔けつ白ぱくな優等生という顔で挨拶をする彼を見ながら、私は覚かく悟ごを決める。

　……もうどうなってもいい。君をほかの男には渡わたさない。







　　速川爽二







　……あの時の、彼が……。

　僕は、驚くのを通り越こして、呆ぼう然ぜんとしてしまいながら思う。

　……こんなところにいるなんて……。

　入学式が終わり、新入生は新しい教室に案内された。

　ずっと来たかったこの学校、新しい教室、新しいクラスメイト。

　本当なら心が弾はずむ光景だろうけど、僕の心を占しめているのは、あの男のことばかり。

　挨拶のために壇上に上がった僕は、あの男のことを忘れようと、陽汰の姿だけを捜さがした。

　着慣れていない一いつ張ちよう羅らのスーツを着込んで保護者席にいた陽汰は、今時のがっしりした新入生たちよりもずっと初うい々ういしく見えて、一瞬見とれてしまうほどだった。

　陽汰は真しん摯しな視線で僕を真まっ直すぐに見つめ、その美しい目を潤うるませていた。

　彼のそんな顔を見て、僕はがんばって合格してよかった、と心から思った。

　……だけど……。

　僕の心の中を、ひんやりと冷たいものが走る。

　……もしもあの男が、僕が身体を売ろうとしていたことを誰だれかに漏らしたら？

　……せっかく陽汰が入れてくれたこの学園を、僕は簡単に退学になるかもしれない。

　彼の名前は、花房敬吾。この学園の……教頭だった。

　たとえ噂うわさを立てられなくても、教頭になら、僕を簡単に退学にする権利があるだろう。

　思い悩んでも仕方がないと思おうとしているのに、どうしても気になってしまう。

　……僕の人生は……あの男に握にぎられているんだ……。

「私が、この一年Ａ組の担任を務める、楡にれ崎ざき博ひろ正まさです」

　教きよう壇だんに立って低い声で言ったのは、三十歳くらいの教師だった。

「専門は数学、一年の学年主任も務めています」

　がっしりした筋肉質の身体、きっちりと整えた髪、仕立ての良さそうなスーツ。

　厳しい感じに引き締められた顔は、いかにも融ゆう通ずうが利きかなそうで、学年主任というのがうなずける。

「この学園では、『鬼おにの楡崎』と呼ばれています。風紀を乱す生徒には容よう赦しやしないので今から覚悟して欲しい」

　入学早々だというのに、笑みの一つも浮うかべずに言い放つ。

　……なるほど、さすが名門校だけあって一ひと筋すじ縄なわではいかなそう。

　……いとも簡単には騙だませなそうだ。

　僕は内心ため息をつく。

　……さっさと彼の信しん頼らいを得て、中学の時みたいに保健室でさぼれるようにならなくちゃ。

「最初のクラス委員には、速川爽二を推すい薦せんしたい。意義のある者は？」

　担任の声に、クラスのメンバーは、めっそうもない、という顔でかぶりを振ふっている。

「それなら速川、頼たのめるか？」

　厳しい顔のままで見下ろされて、僕はいかにも優等生という顔でにっこり笑ってみせる。

「はい。がんばります」

　僕の言葉に、クラスの中に盛大な拍はく手しゆが湧わき上がる。

　僕は振り向いて、拍手をしてくれているメンバーににっこりと微ほほ笑えんでみせる。

　男子校であるこの学校では、僕みたいな女顔の生徒は珍めずらしいみたいで……中学の時よりもさらに憧あこがれの視線が熱い。

　……少し緊きん張ちようしたけれど、高校生活もなんとかなりそうだな。

　……花房というあの男さえ、なんとかなれば。

　僕は、教員席から見返してきた彼のことを思い出して、落ち着かない気分になる。

　……思い悩んでも仕方がない。

　……だけど……どうしても彼のことばかりを考えてしまうんだ……。







　　花房敬吾







　入学式の式典はすべて終しゆう了りようし、新入生は、新しい教室に集まっているはずだ。

　私は、新しい制服を着て談だん笑しようする爽二を思い浮かべ、心が痛むのを感じる。

　この学園はとても入学金が高い。授業料もだ。

　強気の言葉に反して、彼はとてもお金に困っているように見えた。

　……彼は、本当はお金持ちの子息なのか？

　……では、どうしてあんなにお金に困っているように見えたのだろう？

　……いったい、彼にはどんな事情があるのだろうか？

　私は思いながら廊ろう下かを歩き、学園長室のドアをノックする。

「……どうぞ」

　中から聞こえた声を確認し、私はドアを開く。

「お呼びでしょうか、秀隆様」

　部屋の中にいた男は、真堂秀隆。二十九歳。

　モデル並みのスタイルを、いかにも高級そうなスーツに包んでいる。

　きっちりと整った顔に、銀ぎん縁ぶちの眼め鏡がね。

　いかにも理知的に見える、ハンサムな男だ。

「学園では、学園長と呼んでくれと言っただろう、敬吾？」

　彼の言葉に、私は皮肉な響ひびきを滲にじませた声で言ってやる。

「失礼いたしました、学園長。では私のことも教頭とお呼びください」

　彼は洒しや脱だつな仕草で肩かたをすくめて、

「ところで、おまえに言っておいた方がいいと思われることがある」

「なんでしょうか？」

「一年Ａ組に、速川爽二という生徒がいるはずだ」

　彼の言葉に、私の心臓が、ズキリと痛む。

　……爽二が、何かしたのか……？

　……まさか、彼が夜の街で男を誘さそっていたのが、知られている？

　私は思うが、無表情な顔を崩くずさないように気をつけながら、

「はい。入学試験でトップの成績を取った生徒ですね」

　いかにも興味のなさげな声で言ってやる。

「今日から三年間、私は、彼と、その兄の面めん倒どうを見ることになる」

　私は、学園長の口から出たその言葉に、とても驚おどろいてしまう。

　……どうして学園長が、爽二の……？

　……まさか、爽二は、学園長とどこかで知り合った……？

　……そして、新しい男として、学園長を選んだ……？

　私の心に、激しい感情が湧き上がる。

「面倒を見る？　と言いますと……？」

「二人が高校に通うための授業料と、速川爽二が卒業するまでの三年間の生活費を保障することを約束した。……速川爽二が不自由のない学生生活を送れるように、おまえも気をつけてやって欲しい」

　……彼の授業料を、学園長が……？

　……ということは、やはり……？

「一つお聞きしてもよろしいですか？」

　私は声が激情で震ふるえないように気をつけながら言う。

「説教なら聞かないが？」

「単純な質問です。……どうしてそのようなことを？」

「速川爽二の兄、速川陽汰と、契けい約やくを結んだ。両親を亡なくした二人の授業料と生活費を立て替かえてやる代わりに、兄の陽汰から代だい償しようを受け取る」

　……兄の、陽汰から……？

　学園長の口から出た言葉に、私は柄がらにもなく、座り込みそうなほどに安あん堵どしてしまう。

　……では、爽二は学園長の愛人になったわけではない……？

　……そして……？

「速川陽汰……ああ……」

　私は、その名前をやっと思い出し、それから眉まゆを顰ひそめる。

「もしかして、あなたが通い詰つめていたワインショップの、オーナーの息むす子こさんでは……？」

　半年ほど前にチラリと聞いただけだが、私は記き憶おく力がいい方なので忘れていない。

「それは……あなたが始めた新しい慈じ善ぜん事業ですか？　足長おじさんになりたい、とか？」

「違ちがう。言っただろう？　代償を受け取ると」

「代償？」

「兄の陽汰は、これから三年間、私の恋こい人びとになるという契約を結んだ。もちろん身体からだの関係も含ふくめて、だ」

　学園長の口から出た言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

「恋人？」

　爽二は私の恋人になろうとして私の拒きよ絶ぜつに遭あった。しかし兄の陽汰が同じことをして、あの兄弟は結果的に救われたのだ。

　……さすが兄弟と言おうか……。

　私は呆ぼう然ぜんとしたまま思う。

　……まさか、兄が自分がしようとしたのと同じことを実じつ践せんしてしまったとは……爽二は夢にも思わないだろう……。

「心配しなくていい。伯お父じと同じ轍てつは踏ふまない。……彼は他校の生徒だよ」

　私の沈ちん黙もくを、学園長の地位を心配したものだと誤解したのか、彼はしばらく前の事件について口にする。

　前の学園長、彼の伯父に当たる人は、同じ学園の生徒の母親と不ふ倫りん関係になり、学園を逐おわれた。

　この学園を運営する真堂一族は、スキャンダルを恐おそれるあまり、学園内の恋れん愛あいトラブルにはとても目を光らせている。

　……もしも、トップの成績で入学してきた新入生と、教頭である私が関係を持ったとしたら……一族の人間たちは私をこの学園から逐うだろう。

　……しかし……。

「それは結構です。……しかし一つ言わせていただければ、それは恋人契約ではなく、愛人契約というのでは？」

　私は、爽二に心を動かされてしまった自分への自じ戒かいとして、彼に言う。

「説教は聞かないと言ったはずだが？」

　私は、何か言ってやろうと眉を顰めるが、そのままため息にしてそれを吐はき出す。

「……お話はそれだけですか？」

「速川爽二くんは両親を亡くしている。保護者として陽汰をこの学園に呼ぶこともあると思うので……その時はよろしく頼たのむ」

　……両親を亡くしている……？

　……保護者が、兄の陽汰だけ……？

　そういえば、着き飾かざった大人たちが並ぶ保護者席に一人だけ高校生くらいの子が座っていた。

　とても美しい顔をしていて、生徒や保護者たちはことあるごとに彼を振ふり向いていた。

　顔は爽二とそっくりではなかったが……すらりとした体型と、凜りんとした涼すずやかな雰ふん囲い気き、そしてどこか悲痛に見えるほど真まっ直すぐな視線が、よく似ていた。

　……あれがきっと、爽二の兄の陽汰だ。

　私は確信し、そして爽二の行動がやっと理解できた気がした。

　爽二のために自分を犠ぎ牲せいにした陽汰と、爽二は、きっととても仲のよい兄弟なのだろう。

　爽二は、兄と一いつ緒しよに生きていくために、私に援えん助じよ交際などというものを持ち出したのだ。

　……それを私は……。

　私の脳のう裏りに、札束を投げつけてきた時の爽二の顔がよぎる。

　彼の、同情するな、と言った言葉が、今はとても理解できる。

　……彼は、自分の力であの美しい兄を守り、二人で生きていこうとしたんだ……。

　私は思い、それから兄の陽汰が目の前の学園長と契約を結んだことを思い出す。

　……陽汰を大切に扱あつかってやって欲しい。

「……生徒の教育に悪いので、校内では慎つつしんでいただけると助かりますが」

　言うと、学園長はむっとした顔をする。

「何を想像している？　顔に似合わず下品な男だ」

「その言葉、そのままそっくりあなたにお返しします」

　私は言って、爽二と話をしなければ、と思いながら踵きびすを返す。

「敬吾」

　後ろから呼ばれて、私ははそのままの位置で止まり、ゆっくりと振り向く。

「言っておくが、私は陽汰を……」

　彼は言いかけて……その先の言葉を、深いため息にして吐き出す。

「まあいい、行ってくれ。呼び止めてすまなかった」

　私は立ち止まったまま彼を見つめる。

　……陽汰を大切にするつもりだ、そう言いたかったのか？

　私は思い、つい微かすかに微ほほ笑えんでしまう。

「私もそのうちに彼と会うことになるのだと思いますが……彼を口説くのだけは勘かん弁べんしてあげますよ。あなたの中にまだ残っていた、わずかな純情に免めんじて」

　言って、そのまま踵を返す。

　まったく食えない男だ、という独り言を背中に聞いた気がして……また笑ってしまう。

　廊ろう下かを歩きながら、私は自分の気持ちを検証する。

　学園長が陽汰に援助をしたことで、爽二はもう交際相手を探さなくてもよくなった。

　しかし、陽汰が、弟である爽二に、自分が男に身体を差し出したことなど、告白しているとはとても思えない。

　……陽汰が、ただ店の常連でしかなかった学園長に援助を求めたということは……あの兄弟には援助してくれる親類などはいないのだろう。

　だから陽汰は、たぶん、特別な奨しよう学がく金が学園長から出たなどというようなことを言ってごまかしているに違いない。

　……そうしたら、爽二は……？

　この学園に奨学金制度がないことは、入学を希望した人間なら誰だれでも知っている。

　あれだけ賢かしこそうな爽二が、陽汰のその話を鵜う吞のみにするとは思えない。

　……爽二はきっと、援助交際の相手を探すことを、まだやめていない。

　……いざという時に二人が生きていけるだけのお金を、きっとまだ求めている。

　私は、そう確信する。

　……そして、もしも好みの男が現れたら、きっと……。

　私の心の中に、また暗い炎ほのおが燃え上がる。

　……ほかの男には、絶対に渡わたさない。

　……そのためなら、私は……。




　　　　＊




「こんにちは、教頭先生」

「こんにちは、教頭先生」

　廊下を歩く私に、生徒たちが次々に頭を下げる。

「こんにちは」

　生徒たちの礼れい儀ぎ正しい挨あい拶さつに、私はいかにもよい教育者の顔でにっこり笑ってみせる。

　そして彼らも、いかにもよい生徒の顔でにっこりと笑い返してくる。

　どこから見ても上品なお坊ぼつちゃんばかりが通うこの学校には、教師に反はん抗こうしようなどと思う子供っぽい生徒はほとんどいない。

　彼らはたいていが裕ゆう福ふくな家庭に育ち、厳しく教育され、大人の扱いに慣れている。

　出会いが出会いだったこともあるが……私と正面から戦おうとした爽二の強い視線は、私にはとても衝しよう撃げき的だった。

　心の奥底に無む理りやり押し込んである何かをすべて暴あばかれてしまいそうな、その視線。

　彼はその美しい容姿の奥に、何かの強い力を封ふうじ込めている。

　しかしその力は少しずつ漏もれ、空気をビリビリと震ふるわせ、煌きらめくオーラのように彼の周りを取り巻いている。

　私は、彼をそばに感じた時の、あの痺しびれるような感覚を思い出し……心を熱くする。

「見ろよっ……あの爽二くんが、渡り廊下を歩いてるぞっ……」

「……どこどこ……？」

　後ろから聞こえた生徒たちの囁ささやき。

　その中にあった爽二の名前に、私は少しギクリとする。

　思わず振り向くと、さっき私に上品に挨拶をした生徒たちが、まるで別人のような顔をして廊下の窓から外を覗のぞいているところだった。

「……う、わー、本当に綺き麗れい……っ」

「……見るだけでうっとりするよなぁ……っ」

　彼らの視線を追って窓の外を見ると……一階の渡り廊下を、たくさんの生徒に囲まれた爽二が歩いて来るところだった。

　彼のそばには新入生らしき生徒が何人かいたが……ほかの生徒は、二、三年生、しかもさまざまなクラブの部長クラスが多い。きっと、美しい爽二を自分の部に勧かん誘ゆうしようと、上級生たちが群がっているところなのだろう。

　爽二の色素の薄うすい髪かみに、陽光が煌めいている。

　小さな顔はとても美しく、ほっそりとした姿はいかにも優ゆう雅がだ。

　彼を取り囲む生徒たちは、まるで麗うるわしい王子様でも見るような憧あこがれの目で爽二を見つめ、彼になんとか自分の存在を認めてもらおうとするかのように、争って彼に話しかけている。

　爽二はその顔に美しい笑えみを浮うかべ、彼らの言葉ににこやかに対応している。

　……私と二人の時とは、まるで別人のような笑みじゃないか。

　私と二人だけの時の彼は、自じ嘲ちよう的な、そしてどこか自じ虐ぎやく的な笑みしか浮かべなかった。

　彼の唇くちびるはいかにも邪じや気きのない新入生という表情で笑ってはいた。

　……だが……彼の目は……。

　無邪気な私の生徒たちにはきっと解わからないだろうが……爽二の目は、まったく笑ってはいなかった。

　話しかけてくる生徒たちを観察し、相手の考えていることを考察し、そして自分の得になる人間なのかを冷れい徹てつに分ぶん析せきする。

　唇に麗しい笑みを浮かべた彼は……まるでロボットのように冷たい目をしていた。

　私は、胸がズキリと痛むのを感じる。

　……どうして、そんな目をしてしまうんだ？

　……どうして、ほかの生徒のように無邪気に笑えない？

　私がそう思った時、何かの気配を感じたかのように、ふいに爽二が顔を上げた。

　気配のもとを探すかのように視線をさまよわせ、見下ろしている私を見つける。

　グリーンを帯びたうす茶色の瞳ひとみに、ふいに動どう揺ようが走る。

　唇に張り付いていた笑みが消え、綺麗な眉まゆがキュッと寄せられる。

『何を見ているんだよ？』とでも言いたげなその顔からは、さっきまでの冷たい表情が消え、その代わりに純じゆん粋すいな怒いかりがあった。

　それは、私と二人きりの時にだけ見せる、彼の本当の顔。

　……その方がずっといい、爽二。

　私は彼を真っ直ぐに見つめながら思う。

　唇の端はしに笑みを浮かべてやると、爽二は動揺したように瞬まばたきを速くし、私から顔を背そむけるようにして目をそらす。

　近寄ってきた生徒たちが爽二に何かを話しかけ、彼はまた美しい仮面を被かぶり直してしまう。

　彼に話しかけたのは……三年生の桜さくら岡おか幸こう次じ。テニス部の部長だ。そして同じく二年生のテニス部マネージャー、村むら雨さめ誠まこと。

　熱心に爽二に話しかけているところを見ると、テニス部への勧誘に来たのだろう。

　唇に笑みを浮かべ、可愛かわいらしくうなずいている爽二は、いかにも純粋そうな何も知らない新入生に見えた。

　真堂の話から察すると、爽二は、とても慕したっている兄の陽汰の前でも優やさしくて純粋な弟を演じているらしい。

　……そうやっていつでも素す顔がおを隠かくしたままで、疲つかれないのか、爽二？

　私は踵きびすを返して教頭室に向かいながら、心の中で思う。

　……私に、君を、もっと楽にしてやることができればいいのに。

　……いまの君は……私には、とても痛々しく感じられるよ。







　　速川爽二







　ここはテニス部の部室。僕は入部届けを出しにきたところだ。

　ミーティングテーブルに並んだ部員たちが、立っている僕を興味津しん々しんの顔で見上げている。

　さすがとんでもないお坊ぼつちゃん校、テニス部は観客席付きの専用のコートを持っていた。

　コートの地下にはテニス部専用の部屋がいくつもあり、シャワールーム付きの選手控ひかえ室やトレーニングルームになっていた。

　これだけ優ゆう遇ぐうされるだけあって、この学校のテニス部の強さは半はん端ぱじゃない。

　中学校の頃ころから噂うわさで聞いていたけれど、屋や敷しきの裏庭には専用のテニスコートが、とか、夏は軽かる井い沢ざわの別べつ荘そうで毎日テニス三ざん昧まい……なんて感じの部員ばかりらしい。そこらの学校の生徒とはテニス歴の長さが違ちがうんだ。

　……このテニス部に入部して、将来は部長になり、インターハイで成績を残す。

　僕は入部届けに名前を書き込みながら思う。

　……そうすれば、将来のためにもきっと箔はくがつくはず。

　……それに。

　この学園の入学金を払はらい込みに来た時、陽汰が、テニスも続けられるね、と笑ってくれた。

　試合が決まったら、靴くつも新調しなくちゃね、とも言って。

　……陽汰のためにも、早く試合に出られるようにならなくちゃいけない。

　……こんな不純な動機で入部したことがバレたら怒おこられてしまいそうだけどね。

　テニス部の部室は、白を基調にした、大きなミーティングテーブルのある部屋だった。

　地下とはいえ、ちゃんと窓があり、窓の外にはライトコートと呼ばれるらしい坪つぼ庭にわがある。そこから光が射さし込んでいるので、すごく明るい。

　部室にいる部員たちは、揃そろって胸に『seisyo』の刺し繡しゆうの入った、真っ白なジャージを着て、持っているラケットもとても高そうな物ばかり。

　……いかにもお金持ち校のテニス部って感じだな。

「速川爽二くん。強い子はいつでも歓かん迎げいだよ。ようこそ」

　にこやかに言ったのは、保健の先生兼けんテニス部のコーチ、安あ住ずみ円まどか先生。

　綺麗な響ひびきの名前に合ったすごい美人。だけど性別は男性だ。

　黒いタートルネックのセーターに、ぴったりした黒のパンツ。

　ミーティングテーブルの端に格好いいお尻しりを載のせたところは……先生じゃなかったらユニセックスなイメージのグラビアモデル、って感じだろう。

　一つに縛しばって背中に垂らした艶つややかな黒くろ髪かみ。

　きりりと凜り々りしい眉と、長い睫まつ毛げの下の切れ長の目。

　どこかのお姫ひめ様みたいに、すっと通った鼻筋。

　そして紅を刷はいたような色っぽい唇。

　白衣を着て保健室にいる時には全校生徒の憧れの的らしいけど……実はテニス部の練習の時には鬼おにのように厳しいコーチになるらしい。あだ名は女王様なんだよ、とさっき二年生がこっそり教えてくれた。

「君のことは前から知ってた。有名だもんね」

　円先生は言って、女王様に早変わりするとは思えないような優しい顔で微ほほ笑えむ。

　全国大会の中学生の部で優勝した時、ほとんどのテニス雑誌に僕の名前と写真が載りまくってしまった。普ふ段だんなら中学生のためにそんな大きなスペースはとらないらしいんだけど……どうやら僕は話題性があると踏ふまれたらしい。学校や、果ては家にまで取材が押し寄せて本当に迷めい惑わくだったし、写真を撮とられるのは実はとても嫌きらいだ。あの時のことは思い出したくない。

　……まあ、陽汰と両親が喜んでくれたのだけが、救いだったけれど。

「僕がですか？　そんな、まさか」

　僕はわざと照れたように言ってやると、桜岡部長をはじめ、ほかの部員たちも、ほお、とうっとりしたようなため息をつく。

「こらこら、あんまり見とれない。不純同性交遊は禁止だよ？」

　円先生がラケットをもてあそびながら言うと、部員たちは怯おびえたように後ずさる。

　……やっぱり女王様なのかな？

「交遊はともかくとして……君が入学してきたら、絶対勧かん誘ゆうしなくちゃと思ってたんだ」

　にっこり笑って言ったのは、三年生で、部長の桜岡幸次さん。

　さすが名門清祥学園のテニス部部長って感じのカリスマ性のある人で、高校生とは思えないような身長と、モデルにしてもおかしくないようなハンサムな顔をしている。

「入学試験の日に、校内で君を見かけたんだよね」

　言ったのは、三年生で副部長の白しら井い義よし春はるさん。桜岡部長ほど目立つ美形ではないけど、がっしりした身体からだと人好きのする顔をした、頼たよりがいのありそうな人だ。

「桜岡のやつ、その時から大おお騒さわぎでさ。君が受かりますようにって神社に合格祈き願がんでもしに行きそうな勢いだったんだよ？　二年の時にはダブルス組んでたし、女によう房ぼう役の俺としては少々妬やけたけど……」

「おまえみたいなごついやつに妬かれる覚えはない！」

　桜岡部長が言い返すのに、部員たちが楽しそうに笑う。

　どうやらこの二人の言い合いは、恒こう例れいのものらしい。

　……打算だけで入部を希望したけど……。

　僕はちょっとほほえましい気分で思う。

　……けっこう、居い心ごこ地ちはよさそうかも？

　その時、部室のスピーカーから、ピンポンパンポーン、という呼び出し音が響いた。

『新入生の速川爽二くん、至急、教頭室へお願いいたします。繰くり返します……』

　……教頭室……あの男からの呼び出しだ……。

　放送された言葉に、僕は、来たか、と思う。

「爽二くん、呼び出しだ。入部手続きはこれで終しゆう了りようだから、もう行っていいよ」

　円先生が言って、僕のこわばった表情に気づいたのか、ふと笑う。

「そんなに怯えた顔をしなくても、この学園の教頭先生は優しい方だよ。きっとクラス委員会のことについてだ。Ａ組のクラス委員が学年の委員長になるきまりだから」

　この学園は一見のんきに見えるけれど、さりげなく成績順にクラス分けがされている。定期テストの成績によって、学期の変わり目にクラスの移動がある場合もある。

　だから上のクラスの生徒は成績が落ちないように努力し、下のクラスの生徒はなんとかして上のクラスに行こうとして必死で勉強するんだ。

　ようするに成績のいい生徒が集まっているＡ組で委員長を務める僕は、今のところは学年でトップ。だけど、そこから簡単に転落する場合もあるということだ。

　僕は、優等生にふさわしい笑えみを浮うかべてみせる。

「そうですか、教頭先生から呼び出しだなんて、少しびっくりしてしまいました。……それじゃ、お先に失礼します」

　僕は言って、いかにも新入生、という感じで丁てい寧ねいに頭を下げてみせる。

「がんばりますので、これから、よろしくお願いします」

　可愛かわいい、礼れい儀ぎ正しい、という声を背中に聞きながら、テニス部の部室を出る。

　……あの男……花房敬吾は、僕になんて言うだろう？

　いきなり、援えん助じよ交際をするような生徒はいらない、って僕を退学にするかもしれない。

　それとも、あのキスのことは口外しないでくれ、と懇こん願がんしてくるかもしれない。

　……どんなに見とれるようなハンサムでも、どんなに偉えらそうな男だったとしても、彼はただの大人。

　……そして、同情で僕にお金をくれようとした、偽ぎ善ぜん者だ。

　思ったら、心がなぜか強く痛んだ。

　……何を話されても、動どう揺ようするなよ、爽二。

　僕は自分に言い聞かせながら教頭室に向かい……。




　　　　＊




「……君を好きになった」

　いきなり言われた、あまりにも想像から外れた彼の言葉に、僕はただただ呆ぼう然ぜんとする。

「……だから君を抱だきたい」

「……あ……」

　その言葉が、不思議な毒薬のように僕の身体を痺しびれさせる。

　……なんで、こんなこと……？

　見つめてくる彼の瞳ひとみは、ずっと忘れられなかったそれと同じで……僕の心が激しく痛む。

　……彼は、僕をからかってるに違ちがいない……。

　……お金を投げつけたことを怒って、僕を動揺させて苛いじめようとしてるんだ。

　思ったら、急にスッと熱が引くようにして冷静さが戻もどってくる。

　僕は彼を見つめ、フッと鼻先で笑うことに成功する。

「好き？　ご冗じよう談だんでしょう？」

　言うと、彼は何も言わずに、真意を見み透すかすかのように真まっ直すぐに僕を見つめる。

　……そうだ、と、今すぐ言ってくれよ！

　僕の心の中に、何か不思議な感情が湧わき上がる。

　僕はなぜか祈いのるような気持ちで思ってしまう。

　……そうでなかったら、僕は……。

　思ってから、自分で自分に驚おどろいてしまう。

　……僕は？　僕はどうなるっていうんだろう……？

　彼は黙だまって僕を見つめていたけど、ふいに苦い顔で笑う。

「そうだ、と言って欲しいんだろう？」

「……え？」

　胸の中を見透かされたような言葉に、僕は一いつ瞬しゆん呆然とする。

「解わかった。……そうだよ。今のは本気じゃない」

　彼の言葉に僕はホッとすると同時に、不思議に苦い感情を味わう。

　……この苦い気分は、いったいなんだろう？

「それならよかった。子供扱あつかいでからかわれるのは不ふ愉ゆ快かいですから」

「君は大人で、大人として扱って欲しい、と？」

「当然です。だから子供に対するような優やさしい言葉で、僕の機き嫌げんをとらなくても結構です」

「それなら単刀直入に言おう。どうやら私も君のようなタイプが好みらしい。だから……」

　彼は言葉を切り、僕を真っ直ぐに見つめる。

「……抱きたい」

　……あ……。

　見つめながら言われて、僕の心臓がトクンと跳はね上がる。

　……その、さも僕に言っているような視線はやめろってば……！

　……彼は、自分の好みのタイプの話をしているんだから……！

「私は教育者で、自由に恋れん愛あいをすることはできない。……だから、君に相手を頼たのみたい」

「僕もこの学校の生徒なんですよ？　僕が誰だれかに口を滑すべらせたらどうしますか？　『教頭先生にエッチなことをされちゃったんだ』って」

　僕が言うと、彼は平然と肩かたをすくめる。

「君は口外しないよ。君には弱みがある」

「弱み？　この僕にですか？　そんなものあるわけが……」

「新宿二丁目の道ばたに立って、金をくれそうな男を物色していた。大好きな弟がそんな人間だと知ったら、お兄さんはどう思うだろう？　ショックだろうな」

　彼の言葉に、僕は思わず青ざめる。

「別に誰にでも声をかけていたわけじゃない！　たまたま通ったあなたが……」

「好みだったので、声をかけてしまった？」

　ある意味図星を指されてしまって、僕は次の言葉が言えなくなる。

「それではこうだ。新宿二丁目で好みの男に声をかけた。誘さそわれるままホテルに行き、百万円に目が眩くらんでそのままセックスをしそうになった」

「……あ……っ」

　……そんな……。

　僕の心に、彼の容よう赦しやない言葉が突つき刺ささる。

「こんな話をしたら、お兄さんは悲しむだろうな」

　彼はなんとなく楽しむような流し目で僕を見つめる。

「今日、保護者席に、若くてとても美しい青年がいた。凜り々りしさとやんちゃそうな雰ふん囲い気きが混在したところが、とても魅み力りよく的だった。……あれは君のお兄さんだね？」

「……陽汰に何か変なことをしたら、殺すぞ」

　僕が本気で睨にらみながら言うと、彼はそんなことはしない、というように両手を上げる。

「私の好みからは外れている。手は出さない。……まあ、学校に呼び出して君の素行について忠告くらいはするかもしれないが」

「え？」

「弟さんが、男性に金をもらい、一いつ緒しよにホテルに入ったのを見たという人間がいる、弟さんは援助交際をしているかもしれない、とね。……ショックだろうな」

「卑ひ怯きよう者！　陽汰にそんなことを言うのだけは許さない！」

　興奮したら弱みだと認めたことになる。だけど僕はもう我が慢まんできずに思わず叫さけんでしまう。

「それは私の気持ち一つだよ、速川爽二くん？」

「なんでもする！　だから……」

「それなら私の恋こい人びとになってもらおうか？　月に百万円。どうだ？」

　彼は立ち上がって、僕の腕うでを摑つかまえた。

「偽善はやめだ。君を抱く。それなら文句はないだろう？」

　真っ直ぐに見つめてきた彼の獰どう猛もうな瞳に、心がドクンと甘く疼うずいた。

「君を、誰にも渡わたさない。君を……私だけのものにするよ」

　彼の言葉に……なぜか、鼓こ動どうが速くなってしまうんだ。







　　花房敬吾







「偽ぎ善ぜんはやめだ。君を抱く。それなら文句はないだろう？」

　私は、爽二の顔を真っ直ぐに見つめながら言う。

「君を、誰にも渡さない。君を……私だけのものにするよ」

　爽二は少し怯おびえたような顔をして、私を見つめ返している。

　そんな顔をすると、彼は年相応に幼く見えて……私の良心がズキリと痛む。

　……もしも彼との関係が真堂家や花房家の人間たちに知られたら……私は今まで築いてきたものをすべて失うことになる。

　……そして、教育者としても失格だ。

　……だが。

　彼の、グリーンがかった不思議なうす茶色の瞳を見つめていると、何もかも取るに足らないことのような気がしてくる。

　目の前の彼を守るためなら、自分はどうなってもいい、と思ってしまう。

　……ああ、私は……。

　私は彼を見つめたままでしっかりと思い知る。

　……会ったばかりのこの少年を、いつのまにかこんなに好きになってしまった。

　……もう、後あと戻もどりはできないんだ。

「契けい約やくを交かわそう。……いい？」

　私の言葉に、彼は目を見開き……それから覚かく悟ごを決めたようにうなずく。

「解りました。でも書類として残したくはありません。陽汰に見られたら一巻の終わりですから。口頭での約束でも、きちんと守っていただけますか？」

「もちろんだ。……私は君に月々百万円ずつ渡す。君はその代わりに、私の従順な恋人として私が望むことをすべて叶かなえてくれる。……どう？」

　爽二は一瞬黙だまり、それからどこかつらそうな顔になってうつむく。

「結構です。お金をもらって恋人としてふるまうのが、援えん助じよ交際ですから」

　彼の吐はき捨てるような言い方が、私の心をズキリと激しく痛ませる。

　……彼は……こうやって割り切り、ほかの男の誘いにも、こうしてうなずいたんだろうか？

「私の要求をすべて、と言ったんだよ。もしも縛しばったり鞭むちで打ったりする趣しゆ味みが私にあったらどうするつもりだ？」

　彼は驚いたように顔を上げて私を見つめ、怯えたように眉まゆを顰ひそめる。

「そんなにハンサムで、そんなに上品に見えるのに……そういう趣味があるんですか？」

「もしそうだと言ったら？」

　嗜し虐ぎやく的な気持ちになりながら言ってやると、彼は小さく息をのみ……それからそれを悲痛なため息にして吐き出す。

「制服とテニスのユニフォームを着た時、見える範はん囲いには痕あとをつけないと約束してください」

　彼の声が微かすかに震ふるえていることに気づく。それから、彼はそのくらいの覚悟で私と契約を結ぼうとしているんだ、と思う。

　私は、彼を必要以上に怖こわがらせてしまったことを後こう悔かいする。

「たとえば、の話だ。私にそういう趣味はない。……怖がらなくていい」

　言ってやると、彼は一いつ瞬しゆん目を見開き、それから怒いかった野生動物のような凶きよう暴ぼうな目で、私を睨み上げてくる。

「僕は、お金のために身体からだを売るんだ。ＳＭ趣味の男だろうが怖くなんかない。ただ……」

　彼の瞳ひとみの中に、私に札束を投げつけた時と同じ、激しい光がよぎる。

「……僕が売るのは身体だけ。心まで売り渡すわけじゃありませんから」

　吐き捨てるように言われたその言葉が、私の胸に突き刺さる。

　……私は彼の身体を好きにする権利を手に入れた。

　……だが、誇ほこり高い彼にこんなことをした私は、きっと一生憎にくまれ続けるだろう。

　思ったら、心が血を流しているかのように痛んだ。

　私は立ち上がり、教頭室にある金庫に向かって歩く。

　鍵かぎを開け、中にびっしりと入れてある札束の中から、百万円の束を一つ取り出す。

　金庫を閉めてデスクに戻もどり、学園名のない白い封ふう筒とうを選んでそれを入れる。

　少し警けい戒かいするような顔になって見ている彼に、

「別に学園の金を使い込んでいるわけではない。残業が多くて銀行に行く時間がないので給料をここに放ほうり込んであるだけだ。プライベートな金だよ。性格が悪い学園長が、面おも白しろがって現金でよこすんだ」

　真堂は、おまえも少し金を使った方がいい、とおせっかいを言って現金で給料をよこす。

　現金が手元にあれば、堅かた物ぶつ以外の何者でもない私が楽しみでも見つけるだろうという魂こん胆たんなのだろうが……遊びになど興味のない私の給料は、金庫にむなしくたまっていくばかりだ。

「……給料……？」

　金庫の中に詰つまっていた札束が目に入ったのか、爽二は呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「……教師って……そんなに儲もうかる商売なんですか？」

　彼の言葉に、私は肩かたをすくめてみせる。

「普ふ通つうの公立の学校の教師は、金が儲かるような商売ではない。しかし名門私立なら話が別、そしてこの学園は桁けた違ちがい、しかも私は教頭だ」

　私は言って、彼に封筒を差し出す。

「だから、私の懐ふところを気にしてくれる必要はない。容よう赦しやなく、金を搾しぼり取ってくれて構わない。……数えて」

　彼は一瞬怒おこったように目を光らせ、それからどこか苦しげに眉を顰めて封筒を受け取る。

「ワガママばっかり言われて、遠えん慮りよなく搾り取られて、一文無しになっても知りませんよ」

　札を数えながら言われた彼の言葉に、私はなぜか不思議な気持ちを覚えるのを感じる。

　彼は、自制心が強く、強気な言葉に反してとても思し慮りよ深い。

　その彼が、かたくなな態度を捨て、いつかワガママを言ってくれるようになったら、どんなに嬉うれしいだろう？

　私は、怒った顔で札を数えている彼を見下ろしながら、心から思ってしまう。

　札を数えることなど似合わない、白く、繊せん細さいな指先。

　伏ふせられた、長い長い睫まつ毛げ。

　艶つやのある茶色の髪かみが、すぐ目の前にある。

　彼の身体からは、蜂はち蜜みつを垂らしたレモンに似た、抱だきしめたくなるような甘い香かおりがした。

　……君になら、すべてを捧ささげても構わない。

　……君の気まぐれで、どんなにひどいことを言われてもいい。

　私は彼を見つめたまま思う。

　……私はもう、君以外は愛せない。

　……しかし君はきっと、一生私のことなど愛さない。

　その確信は、針のように私の心に突つき刺ささっている。

　彼の体温を感じるだけで、その針はチリリと鋭するどい痛みを私の心に伝えてくる。

　……ああ……なんてつらい片思いなんだろう……。

　札を数え終わった彼は、ふいに顔を上げ、私の視線に気づいて身体を震わせる。

「……なっ……」

　彼の睫毛が動どう揺ようしたように瞬まばたき、彼は小さく一歩後ずさる。

「一方的に見つめられるの、嫌きらいだって言いましたよね？　やめてください」

「それなら君も見つめ返せばいい。それが恋こい人びとだろう？」

　私が言うと、彼は怒ったようにカアッと頰ほおを染める。

「そんなこと……！」

「金曜日の夜、デートをしよう。部活動が終わったらここに来なさい。……いいね？」

　彼の言葉を遮さえぎって言うと、彼はまるで怒いかり狂くるった動物のような顔をしてうなずいた。

　……ああ、君の心が手に入ったら、どんなに嬉しいだろう……？







　　速川爽二







　金曜日の夜。部活の後。

　僕は、教頭室のドアの前に立っている。

　着き替がえた後、教室で時間をつぶしてから来た。当直の先生くらいしか残ってないような時間だから、廊ろう下かはもう電気が消されてる。

　だけど、彼がちゃんと待っていることを証明するように、教頭室の重厚なドアの下からは、オレンジ色の光が漏もれている。

　今朝、陽汰には、部活の親しん睦ぼく会があるから遅おそくなる、先に寝ねていて、って言ってきた。

　陽汰は、誰だれかに襲おそわれたりしないようにお酒は飲むんじゃないぞ、おまえは可愛かわいいんだからな、と言った後、にっこり笑って、楽しんでおいで、って言ってくれた。

　……噓うそついてごめん、陽汰。

　僕は心の中で思い、震える手を上げてノックをした。

　ドアの向こうで、誰かが近づいてくる足音がする。

　……ああ、彼は……。

　僕はドアの前で硬こう直ちよくしたまま思う。

　……今夜、この部屋で、僕に何をする気なんだろう？

　覚かく悟ごを決めたとはいえ、緊きん張ちようのあまり気が遠くなりそうだ。

　ドアが静かに開く。

「……あ……」

　部屋に引きずり込まれる、と思って思わず後ずさる僕を、花房は、平静な顔で見下ろした。

「ここではゆっくりできない。……私の家に行こう」

　その口調はごく冷静だったけど、彼の言葉に、僕はギクリと震えてしまう。

　……ってことは、今夜、もう、彼は……？

　思ったらなぜか、身体からだの奥が、ズキリと甘く痛んだ。

　彼は部屋の電気を消し、教頭室のドアと鍵を閉めた。

　彼に肩を抱かれて歩きながら、僕は鼓こ動どうがどんどん速くなるのを感じていた。

　……ああ、僕、どうなっちゃうんだろう……？

　教員用の駐ちゆう車しや場にあった彼の車は、美しいダークブルーのジャガーＸＬ‐Ⅱだった。

　少し昔のジャガーを復刻させたようなイメージの、いかにもジャガーらしい、官能的で、洗練されたライン。

　その柔やわらかな曲線は……セクシーですらある。

　スマートな車体、薄うすいノーズは、僕が前から雑誌で見てすごく憧あこがれていた型。

「……あぁ……」

　滑なめらかなボディーに、街灯の明かりが反射して、すごく美しい。

「……やっぱりジャガーっていいですね……」

　僕は手を伸のばし、その車体をそっと手のひらで撫なでる。

「この車が好き？」

「ええ、これって新しいＸＬ‐Ⅱでしょう？　これってめちゃくちゃラインが綺き麗れいで……」

　思わずうっとりと言って彼を見上げてしまい、彼の視線に気づいてハッと口をつぐむ。

　僕を見ていた彼の視線は……なんだか胸が痛くなるほど優やさしく見えたんだ。

　……そんな優しい目をするのは、反則だ。

　慌あわてて彼から目をそらしながら、思う。

　……僕と彼は、ただお金で繫がれているだけの、偽にせ物ものの恋人。

　……だから、優しい感情なんか二人の間に生じるわけがないんだ。

　……どうせ僕は、彼がお金で買った、ただの欲望のはけ口。

　僕は学生鞄かばんを抱きしめて、なぜか湧わき上がる胸の痛みに耐たえる。

　……彼に本物の恋人ができたら、僕はあっさりと捨てられるんだから。

「べ……別に珍めずらしくないですけど！　前の男が乗ってたのもこれと同じジャガーだったし！」

　思わず言ってしまった僕に、彼はなんとなく複雑な顔をする。

「なるほどね。可愛い顔をしたと思ったら、前の男との思い出に浸ひたっていたというわけか」

　彼が近い側のドア……運転席側……のキーのロックを最初に解除したのを見て、なんだか不思議なほど悲しくなる。

　映画でしかちゃんと観みたことがないけど、車でデートをする時、男の人は、最初に、女の子のために助手席のドアを開けてあげるものだと思ってた。

　うちの父さんだって、いつも先に助手席のドアを開いて、母さんを乗せてあげてたし。

　大人になってお金持ちになったら、車を買って、陽汰を乗せてあげる、その時には陽汰のために助手席のドアを最初に開けてあげるんだ、って思ってて。

　……先に自分が乗り込もうとするのは、僕が女の子じゃないから？

　……僕が恋人じゃなくて、ただ、金で買われた愛人だから？

　僕はなんだかたまらなくなって車を回り込み、車の左側に立つ。

　わざと高飛車な様子で彼を見上げる。

「ドアを開けてくれます？　前の男はいつだって僕のためにドアを開けてくれたんです」

　言うと、彼はその真意のつかめない目で僕を見つめ、それから車を回り込んできて、ドアを開けてくれる。

「どうぞ、お姫ひめ様？」

　恭うやうやしく言って、ドアを押さえる。

　彼の唇くちびるの端はしにまたあのからかうような笑えみが浮うかんだのを見て、頭に血が上りそうになる。

　何か言い返そうと思うけど、いちいち怒おこるのは子供っぽいじゃないか、と思い直す。

　わざとお礼を言わず、彼に一いち瞥べつもくれないままで、助手席に乗り込もうとして……。

「……あ……」

　車の中を見て、思わずそのまま硬直する。

「日本に輸入されたジャガーのＸＬ‐Ⅱは、左ハンドル仕様だけだよ」

　背後から聞こえた彼の声に、僕はカアッと赤くなる。

「もう忘れてしまった？　前の男も同じ車だったんだろう？」

「……う……」

「左ハンドルの車の助手席は……車の右側だろう？」

　……父さんの車は、もちろん国産の、『速川酒店』って名前の入ったバンだったし。

　……それに、男の恋こい人びとなんか、本当はいたこともない。

「ちょ……ちょっと間ま違ちがっただけだろ？　いちいちバカにするなよ！」

　僕は叫さけんで、ズンズンと歩いて車を回り込む。

「さっさと助手席のドアを開けろ！」

　彼は車を回り込んできて、恭しくドアを開けてくれる。

「最初から、こうしてあげようとしていたのに」

　彼の言葉に、僕は少し驚おどろいて彼を見上げる。

「え？」

　彼は、なんだか不思議なほど真面まじ目めな顔をして言った。

「君は私の恋人だろう？」

　彼の言葉に僕は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし、それから思わずカアッと赤くなる。

　……だから、そんな顔をするのは、反則だ……。

「違う！　ただの金で買われた愛人だ！」

　僕は叫んで、助手席に滑すべり込む。

「何が恋人だよ！　僕はそうは思ってないからな！　どうせあなたも……」

　叫んでいた僕の声が、外側から閉められたドアの音で遮さえぎられる。

　……さっきまで恋人みたいに扱あつかわれないことが悲しかったけど……こんなふうに急に優しくされるのも、なんだかすごくつらい。

　……これってすごく矛む盾じゆんしてる。

　笑顔で相手を騙だまして、その間に心の中で計算して、それで相手より有利に立つのが僕のやり方だったはず。

　……なのに、どうしてこんなふうに感情的になっちゃうんだろう……？

　運転席側のドアから、彼が滑り込んでくる。

　ドアが閉められ、密室に彼と二人きりになってしまったことに気づく。

　彼は慣れた手つきでエンジンをかけ、熟練した滑らかな動作で発車させる。

　鼻び孔こうを微かすかにくすぐっているのは、もうすっかり憶おぼえてしまった彼のコロンの香かおり。

　最初に届くのは思わず警けい戒かい心を解いてしまいそうな、少し甘めのオレンジみたいな柑かん橘きつ類るい。

　その甘みに、深みを与あたえる、爽さわやかな針葉樹。

　そしてさらにその奥深く、慎しん重ちように隠かくされた部分に香る、男っぽくて獰どう猛もうなムスク。

　密室で感じる彼のコロンの香りは、なんだかすごくセクシーに思えて……なぜか鼓動が速くなってしまう。

　彼は一言も話さずに、滑らかに車を走らせている。

　防音のしっかりした車内には、低い走行音が響ひびいてるだけで、ほかにはなんの音もない。

　速い鼓動の音が聞こえてしまいそうなほど静かで、僕は妙みように緊きん張ちようしてしまう。

　……どうして、何も言わないんだろう？

　……いつもみたいに何かからかうようなことでも言ってくれればいいのに……。

　……この沈ちん黙もく、めちゃくちゃ居い心ごこ地ちが悪い……。

　どちらかといえば寡か黙もくなイメージの彼が沈黙していることは珍しくはないのかもしれない。

　だけど、こんな密室で黙だまったままでいられるのは……。

　車は、学校の近くの超ちよう高級住宅地の、美しい並木道を抜ぬけている。

　昔のフランスにあったものを模したようなクラシカルな街灯が、二人を照らす。

　横目で盗ぬすみ見ると、ロマンティックなオレンジ色の光が、彼の横顔を浮かび上がらせ、また暗くら闇やみに沈しずませている。

　改めて見ると、彼は本当に美しい顔をしている。

　長い睫まつ毛げ、欧おう米べいの血が混じっているのかと思うほど高い鼻び梁りよう、そして男っぽいのになんだか不思議とセクシーに見えるその唇。

　車は住宅地を抜けて、高速の入り口に向かう。

　どうやらＥＴＣを装備しているらしく、車は停まらないままで料金所を抜け、そのまま首都高速に乗る。

　近づいてくるのは、煌きらめく新宿の夜景。

　美しい光を放つオペラシティー、パークビル、そして西新宿のビル群。

　綺き麗れいな夜景の中を走りながら、でも黙ったままでいるのは……まるで相手の誘ゆう惑わくの言葉を待つ恋人たちみたいだ。

　……居心地が悪い……。

　僕はいっこうに収まらない速い鼓こ動どうを持て余しながら思う。

　……なんで黙ったままなんだよ……。

　しかもこの車はオートマティックではなくて、マニュアル車で。

　二人の座席の間には、高級そうな革かわのヘッドのあるギアがある。

　彼の男っぽい右手がハンドルを離はなれるたびに、僕の身体からだは、触ふれられるのではないかと恐おそれるように、勝手に緊張にすくむ。

　そしてギアチェンジをするためだったことが解わかると、力が抜ける。

　この美しい車、この芳かぐわしいコロン、この煌めく夜景、そしてこの不自然な沈黙。

　なんだか、肩かたを抱だかれる方が自然みたいなシチュエーションで。

　……な、何か話さなきゃ……。

「え、ええと……ゴホン！」

　慌あわてて声を出し、出した声がかすれていたことに気づいて咳せき払ばらいをする。

「どこに行くんですか？　あなたの家って……」

「……港区、台場」

　彼は低い声で短く言って、そのまままた沈黙する。

　……う……黙るなよ……。

　僕は困ってしまいながら思う。

　改めて考えると、僕はいつでもいろいろな人に囲まれていた。

　両親は明るい人たちだったし、陽汰だって楽しいことをたくさん話してくれる。

　家を出れば、友達やら、先せん輩ぱいやら、ファンを自じ称しようする近所の学校の女の子たちや……ともかくいろいろな人たちが僕を取り囲み、僕を褒ほめ、僕の興味を引こうとして我先に自分の話題の多さをアピールした。

　僕は気の利きいたことなんか何も言わず、いつもにこにこしているだけでよかった。

　こんな時だけど、僕は改めて、自分がすごく話し下手だったことに気づく。

　……何を話していいのか、全然解らない。

　僕は何かさしさわりのない話題がないかと頭の中を検けん索さくし……何もないことに気づく。

　……みんなにちやほやされていい気になっていたけれど、僕ってめちゃくちゃ話題の少ないつまらないやつかもしれない。

　……その証しよう拠こに、相手に黙られただけで、どうしていいのか解らなくなる。

　……せめて、音楽でもかかっていれば……。

「あの……」

「……ん？」

「車の中でどんなＣＤ聴きいてるんですか？　ええと……あなたのイメージだと、ジャズ？」

　なんでもいいからＣＤをかけさせようとして言うけど、彼は前を向いたまま、

「車の中でＣＤは聴かない。ちなみにラジオは嫌きらいだ」

「……う……っ」

　……それじゃあ、どうすればいいんだよ……？

　車は新宿を抜け、千せん駄だヶが谷や方面に向かっているところ。

　台場までは……渋じゆう滞たいがなくてスムーズに行けてもあと四十分はかかるはず。

　……そんな長時間、この沈黙のままだなんて、耐たえられないよ……！

　思った時、彼がふいに手を伸のばした。

　どうせギアチェンジだ、と油断していた僕の手が、いきなりあたたかなものに包まれる。

「……え……っ？」

　彼の手が、まるで愛いとおしい恋こい人びとにするように、僕の手をキュッと優やさしく握にぎる。

「ドキドキしすぎて沈黙に耐えられないんだね？　純情な子だ」

「……な……っ」

「音楽よりも、君の呼吸を聴いていたい。だから、音楽はかけないよ」

　驚おどろいている僕の手を持ち上げ、前を向いたまま、指先に唇くちびるをつける。

「……あ……っ」

　見た目よりも柔やわらかい彼の唇の感かん触しよくは、なんだかすごくセクシーだった。

　僕の身体が、ヒクリと震ふるえてしまう。　>>>♥

「な……何、口説き文句みたいなこと言ってるんだよ……っ？」

　言うと、彼は前を向いたままでフッと笑い、僕の手を空中に解放する。

「君が色っぽい顔をして黙ってしまったので、口説かなくては失礼かと思って」

　彼のふざけた言葉に、また頭に血が上る。

「色っぽい顔なんかしてない！　人が気を遣つかって話題を振ふってやれば……」

「ＣＤはないが、ＭＤならここに入っているよ」

　彼は二人の座席の間にあるグローブボックスを叩たたいて言う。

「好きなものをかければいい。ドキドキしすぎて沈黙に耐えられないのなら」

「ドキドキしすぎてじゃない！　あなたと二人じゃ退たい屈くつなだけだ！」

　僕は叫さけび、グローブボックスを開いて中を見る。

　中には、綺麗に整せい頓とんされたＭＤがたくさん入っていた。

　……こんなにたくさんあるじゃないか……！

　僕はあきれた気持ちで思う。

　……最初から何かかけろよ……！

　アイドルか落語のＭＤでもあったらバカにしてやろうと思ってＭＤを検分するけど、どれもきちんとプリントされた英語のタイトルだ。

　僕の知識を総動員した限りでは……ほぼ全部がジャズみたい。

「……見た目のとおりじゃないか、つまらない」

　トランプみたいに手の中でＭＤを広げて思わず呟つぶやくと、彼は小さく笑う。

「何をがっかりしている？　アイドルか落語のＭＤでも探した？」

　図星を指されて、僕は赤くなる。

　……なんてやつだ……！

　彼は手を伸ばして、ＭＤを持っている僕の手をまたキュッと握る。

「……あっ……」

「手を握っただけで震えるんだな。たくさんの男を手玉に取ってきたにしては、純情だ」

　彼の声が不思議に優しくて、僕はカアッと赤くなる。

「……なっ……震えてなんか……っ！」

「どれでもいい。……これにしよう」

　彼は僕の言葉を無視して言い、僕の手の中のＭＤを一枚スッと引き抜ぬく。

　彼がそれをカーステレオに入れ……車の中には静かな女性ボーカルが流れ出す。

　……ああ、どうしよう……？

　僕はますます緊きん張ちようしてしまいながら思う。

　流れているジャズは、熱い恋こいを切々と歌ったジャズで……なんだかめちゃくちゃロマンティックな雰ふん囲い気きの曲。

　……ますます、居い心ごこ地ちが悪くなってきた……。




　　　　＊




　彼の住んでいるマンションは、下から見上げただけで呆ぼう然ぜんとしてしまうような……ものすごくリッチな建物だった。

　場所は、港区台場。観光スポットから少し離はなれた、有明テニスの森の近くだった。

　ニュースで見たことがある、できたばかりのデザイナーズマンションだ。

　エントランスの前には、美しい緑の葉を茂しげらせた並木道がライトアップされている。

　その向こう、海に面したデッキからは、美しいレインボーブリッジが一望にできる。

　……ものすごい……。

　僕は、彼に肩を抱かれてエスコートされながら、呆然としてしまう。

　……お金持ちの暮らしって……こんなふうなんだ……。

　エントランスロビーは真っ白な大理石が張られた、お洒落しやれな場所だった。

　海が見える窓まど際ぎわには、二人掛がけのソファがいくつも並んでいる。

　見上げると、張り出した天てん井じようはガラス張りで……星が煌きらめいているのが見える。

　僕は彼に肩を抱かれたまま歩き……そしてエレベーターの手前にホテルみたいなフロントがあって、お仕着せを着た老ろう齢れいのフロントマンがいることに気づいて……身をすくませる。

　……男の肩を抱だいているのを見られたら、やばいんじゃないの？

　思うけど、彼はそのままフロントに近づいていく。

「お帰りなさいませ、花房様」

　フロントマンが丁てい寧ねいな口調で言う。花房はいかにも教育者って感じの爽さわやかな笑えみを浮うかべてみせて、僕を前に出す。

「彼は、うちの学校の生徒なんです。……速川爽二くん。たまに遊びに来てくれると思うので、彼が来たら通してやっていただけますか？」

　その言葉に、僕は驚いてしまう。

　フロントマンは僕ににっこりと笑いかけて、

「田中と申します。よろしくお願いいたします、速川様」

　……愛人なのに、こんなふうに紹しよう介かいしていいの……？

　……それとも、しょっちゅうエッチをしに来るようにって意味……？

　僕はただただ呆然とするばかりだ。

「田中さん。……先ほど電話しておいたことは、手配しておいていただけましたか？」

「もちろんです。ウエアは上のフロントに用意してございますので」

「どうもありがとう」

　花房は言って、混乱している僕の背中を押して、エレベーターに乗り込む。

「私の部屋に行く時には、専用のエレベーターに乗ってくれ。あの一番奥の一台だ」

　彼はひときわ重厚な一台を指さしてから、手前の普ふ通つうのエレベーターのボタンを押す。

　エレベーターが到とう着ちやくし、僕らが乗り込むと、滑なめらかに上じよう昇しようし始める。

「……ってことは、あなたの部屋に行くんじゃないんだね？」

　僕はなんだか妙みようにホッとしてしまいながら言う。

　だって、このまま部屋に連れ込まれてエッチになだれ込まれてしまったら、緊張のあまりどんな失態をさらしてしまうか、想像もつかなかったし……。

「部屋には後で連れていく。まずは別の場所に行こう」

　彼が言った時、ポン、という軽い音がして、エレベーターの扉とびらが開いた。

　僕は開いた扉の向こうを見て……。

「……う、わあ……」

　ふわり、とあたたかな水の香かおりがする。

　ほとんど真っ暗に近い場所に、美しくライトアップされた大きなプールがあった。

　プールの向こう、正面は壁かべ全面がガラス張りになっていて、そこから東京タワー側の夜景が一望にできた。

「……何、これ……」

　向こうに広がるのは星空、見下ろせる煌めく夜景。

　ライトアップされたプールは、まるで暗い空に浮かんだアクアマリンみたいに見える。

「花房様」

　フロントにいたスタッフらしい人が、タオルと水着を持って近づいてくる。

「お二人分です。十二時まで貸し切りになっておりますので」

「どうもありがとう。……二人きりで練習をしたいので外してくれないか？」

「何かありましたら、フロントのボタンでお知らせください。……ごゆっくり」

　スタッフがにっこり笑って去ってしまうのを、僕は呆然と見送る。

「……十二時まで貸し切り？」

「……そうだよ」

　彼が囁ささやいて、ふいに僕の身体からだを後ろから抱きしめる。

「……あ……っ」

　驚おどろいて思わず逃にげようとする僕の耳に、彼が後ろから口を近づける。

「……君は、夜景が好きなようだ」

「……んっ」

　低い声で囁かれて、身体がヒクンと震ふるえてしまう。

「……ここなら、少しはリラックスできるだろう？」

　……そんな声で囁かれたら、リラックスどころじゃなくて……！

　思わず息をのむ僕に、彼がタオルと水着を一人分差し出す。

「教頭自ら水泳の特訓だ。……水着に着き替がえなさい、速川くん」

　鹿しか爪つめらしい口調はいかにも教育者らしかったけれど、僕を見つめる目はすごく獰どう猛もうで……鼓こ動どうが、なぜか速くなってしまう。

　……ああ、どうしてこんなにドキドキするんだろう、僕……？




　　　　＊




　更こう衣い室で見た彼の裸はだかは、思わず見とれるほど美しかった。

　男らしい骨格がしっかりと解わかる、逞たくましい肩かた。

　しなやかな筋肉を浮き上がらせた背中。

　少しのゆるみもなく引き締しまったウエスト。

　腰こしの位置が高くて、うっとりするほど長い脚あし。

　フロントの人が出してくれたレンタルの水着は、スタイリッシュな黒。

　いかにもいつも泳いでいそうなギュッと上がった彼のお尻しりを見て、なぜか頰ほおが熱くなった。

　……ああ、なんで赤くなってるんだ、僕？

　僕が目をそらそうとした時、水着を着終えた彼がふいに僕を振ふり向いた。

「脱ぬいだ服は、適当なロッカーに入れて……」

　彼は言い、それからふいに言葉を途と切ぎれさせる。

　彼の視線が、一いつ瞬しゆんだけ、僕の身体の上を走る。

　まるで熱い炎ほのおにさらされたかのように、肌はだがカアッと熱くなる。

「……あ……」

　彼は僕の顔に視線を戻もどし……それからセクシーに目をすがめてみせた。

　仕立てのいいダークスーツをいつも一分の隙すきもなく着こなして、ほかの生徒の前ではあんなに品行方正な教頭先生を完かん璧ぺきに演じているくせに……そんな目をした彼は、まるで肉食の獣けものみたいに獰猛に見えて……。

　僕は、その視線を受け止めることができずに、思わず更衣室の床ゆかの上を後ずさる。

　女の子じゃあるまいし、水着一枚になって上半身をさらすことになんの抵てい抗こうもなかった。

　なのに、彼の視線を感じたら、自分がとてつもなくいやらしい格好で彼を挑ちよう発はつしてしまったような気がした。

　彼の視線だけで、乳首の先がキュッと痛んで硬かたさを持ち、脚の間まで……。

　……ああ、どうしよう……？

　……反応してることを、彼に気づかれてしまう……！

　僕は持っている服を必死で胸に押しつけ、無理やりに笑ってみせる。

「ええと……適当なロッカーを使っていいんだよね……？」

　言って素す早ばやく方向転てん換かんをし、服を空いているロッカーの中に押し込み……自分の身体をさりげなく見下ろして、そのままの格好で硬こう直ちよくする。

「……あ……」

　僕のむき出しの乳首は、赤く染まってキュッと尖とがってしまっている。

　そして薄うすい水着の下、僕の脚の間は、一見して形が解るほどに膨ふくらんでしまっていた。

　しかも、屹きつ立りつは、まだ足りない、とでもいうように、ズキズキと甘く痛んでいる。

　……ああ、なんで……？

　……なんで、男と二人きりなのに、こんなふうに……？

　僕は混乱のあまり泣きそうになる。

　……僕のバカ！　どうしちゃったんだよ……？

　……振り向いたら、興奮してることがバレバレだ……。

「どうした？　着替えが終わったのなら……」

　彼が後ろから僕の肩に手をかける。

「……あぁ……や……っ」

　その体温にまでなぜか感じてしまって、僕は小さく声を上げてしまう。

「爽二？」

　不思議そうに言われて、僕は恥はずかしさのあまり自分で自分の身体を抱だきしめる。

「さ、先に行っててくれよ！　僕はあとから……あっ」

「どうして身体を隠かくす？　まさか、誰だれかにキスマークをつけられている、なんてことはないだろうね？」

　彼の声が、急に厳しくなる。

「ち、違ちがうっ！」

「それなら見せてごらん？」

　彼が言って、容よう赦しやなく、僕の身体をクルンと方向転換させる。

　彼の視線が、僕の身体を滑すべり降おりるのを感じる。

　視線が当たったところから身体がジワリと熱を帯び、僕は恥ずかしさに泣きそうになる。

「……や、だ……っ！」

　身をよじらせようとする僕の肩を、彼の大きな手ががっしりと固定した。

「……爽二……もしかして、もう、待っていてくれている？」

「だって！」

　僕は彼の手から逃げようと暴れながら叫さけぶ。

「あなたが身体を見るからっ！　だからこんなふうに……っ！」

「とても嬉うれしいよ」

　彼はいきなり身を屈かがめ、僕の膝ひざの裏と脇わきの下に腕うでを差し込んだ。

「私の視線だけで、感じてくれたんだね？」

「えっ？」

　驚いている間に、ふわりと身体が浮うく。

　僕は、お姫ひめ様みたいに、彼の逞しい腕に抱き上げられていたんだ。

「うわ、待って、そんな……」

「待てない」

　彼は言って身を屈め、僕の唇くちびるにそっとキスをする。

「もう、一瞬も、待てないよ」

　彼はそのまま僕を抱き上げて、プールに運び……。
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「……あぁっ……やめ……！」

　僕の声が、高い天てん井じようにこだましてしまう。

「……ダメ……だよ……！」

　僕は、あたたかなプールの中で、後ろから彼に抱きしめられている。

　着ていた水着はいつのまにか水底に消え、僕は彼の責めるような愛あい撫ぶに我を忘れている。

　彼の大きな手が、水の中で僕の反り返った屹立を包み込み、そして擦こすり上げる。

　屹立の先せん端たんからは、先走りの蜜みつがトロトロと溢あふれ出している。

　……ああ、どうしよう……？

　……こんな綺き麗れいなプールで、こんなに水を汚よごしてしまって……。

　思った時、彼の指が僕の屹立を容赦なく擦り上げた。

「……あっ……イク……！」

　僕の唇から、信じられないような言葉が溢れてしまう。

　身体からだがヒクリと震ふるえ、裸の背中が、彼の胸に押しつけられる。

　彼の手が前に回り、濡ぬれて尖った乳首をつまみ上げる。

　その瞬間、僕の身体に信じられないような快感が走った。　>>>♥

「……んくっ……くう、ん……っ！」

　屹立が震え、僕は彼の手の中に、ドクン、と蜜を放ってしまう。

　彼の指が、最後の仕上げをするように僕の屹立の先端に強く蜜を塗ぬり込める。

「……あぁ……っ」

　屹立がまた震えて、残っていた蜜をドクン、と吐はき出した。

　……だけど……まだ……。

　まだ奥に燃え残っている熱が、身体の中を荒あれ狂くるっている。

　……ああ、もう、どうにかなりそうだ……。

　放出したばかりの屹立が、何かを求めて、またヒクリと震える。

「……おねが……ああ……っ」

「お願い？　何をお願いしているんだ？」

　囁ささやいてきた彼の声はなんだかすごく悩なやましげで、鼓こ膜まくから甘い痺しびれがまた広がる。

「……くそ……っ、イジワル野や郎ろう……っ」

　僕は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って言うけれど、かすれてしまって迫はく力りよくなんか全然ない。

　また硬さを増してきた屹立を彼の手に預けたまま、身体を震わせるしかできない。

　……ああ、信じられない……！

　僕は混乱してしまいながら思う。

　……どうして、こんなに気持ちよくなっちゃうんだろう……？







　　花房敬吾







　更こう衣い室で彼の半はん裸らの姿を見ただけで、私の理性は揺ゆらぎそうだった。

　服を着ている時にはほっそりと見えるが、いかにも運動神経が優すぐれていそうな彼の身体は、しなやかな筋肉に覆おおわれていた。

　女性のものとは違う、きっちりと張った肩かた。

　引き締しまった細いウエスト。

　両手で包み込めそうな小さな尻しり。

　少女のそれのようにほっそりと先細りだが、筋肉の陰かげをうっすらと浮き上がらせた手脚。

　ビスクドールのようなミルク色の肌はだをした、平らな胸。

　その先にある、初うい々ういしい珊さん瑚ご色の胸の飾かざり。

　そして、彼が私の視線だけで反応してくれたのを見て……理性が一気に吹ふき飛んだ。

　さっきまで珊瑚色だった胸の飾りが、みるみる赤く染まって先端を尖らせた。

　水着の下、彼の若い欲望が、まるで愛撫を待つかのように存在を主張していた。

　私は我を忘れて彼を抱き上げ、プールに運び……水の中で彼を愛撫した。

　彼は私の愛撫に敏びん感かんに反応して身体を震わせ、美しい首をそらせてとてつもなく色っぽく喘あえぎ……そして私の手の中に熱い欲望をたまらなげに放った。

「……あぁ……」

　ソファの肘ひじ掛かけにぐったりと身体を預けた彼が、目を閉じてため息をつく。

　とても感じやすいらしい彼の甘い声は、広いプールの天井に絶え間なく響ひびいていた。

　そのせいか、彼の声は色っぽくかすれている。

　プールから、私の部屋まで、専用エレベーターを使って誰にも会わずに来ることができる。

　そのために、彼はその身体にバスローブを羽織っただけ。

　濡れた水着は更衣室の籠かごに放ほうり込んできてしまったので……それ以外、何も身につけていないはずだ。

　長い睫まつ毛げと、目の下に微かすかに現れた陰。

　いつもの警けい戒かいを忘れたように、彼はソファの前で部屋用のスリッパを脱ぬぎ捨てた。

　そして、まるで気だるげな猫ねこのように、ソファに足を載のせ、だらりとした横座りになってソファの肘掛けに身体を預けている。

　開いてしまったバスローブの胸むな元もとから、滑なめらかな胸が覗のぞいている。

　無防備に腿ももの半ばまでまくれ上がった、バスローブの裾すそ。

　まるで少女のそれのようにほっそりとした美しい脚あしが、そこから露あらわになっている。

　その奥にあるのは、さっきまで私の指に翻ほん弄ろうされていた、隠かくされた欲望。

　彼の屹きつ立りつの震えを思い出しそうになり……私は慌あわてて彼の脚から目をそらす。

「のどが渇かわいた？　何か飲む？」

　言うと、彼は子供のように素す直なおにうなずいた。

「はい。……キッチンにあるあれ、ワインセラーですよね？　ワイン飲みたいな」

　彼の言葉に、私の心がズキリと痛む。

「どうして解わかる？　窓のないタイプだから冷蔵庫のようにしか見えないだろうに。恋こい人びとに、ワイン好きの男でもいた？」

　彼は何かを言おうとして口を開き、ふいに何かを考えるような顔で黙だまる。それから、

「過去、僕にどんな恋人がいようと、あなたには関係ないですよね？」

　彼の美しい顔に浮かんだ不ふ遜そんな笑みが、私の理性を一気に蒸発させてしまう。

　私は彼の隣となりに座り、逃にげようとする彼を捕つかまえる。

　そのままソファに押おし倒たおし、華きや奢しやな両肩を押さえつけて上から彼の顔を覗き込む。

「もちろん関係ない。だが、あまり生意気なことばかり言うと、ひどい目に遭あうよ？」

「……あ……」

　彼は怯おびえたように息をのむが、必死に気力を振ふり絞しぼったように、私を睨にらみ上げてくる。

「ひどい目ってなんですか？　僕はセックスをしに来てるんだ。覚かく悟ごは……あっ！」

　私は身体を屈かがめ、ゆっくりと彼の首筋に顔を埋うずめる。

　舌先で首筋を舐なめ上げただけで、彼は身体を震わせて声を上げてしまう。

　顔を下ろし、鎖さ骨こつの上を吸い上げるだけで、喘いでかぶりを振ってしまう。

　鼻先で襟えり元もとをかきわけ、その乳首の先にキスをするだけで……。

「……やっ……ああーっ……っ！」

　まるで達してしまったかのような切なげな声を上げて、腰こしをヒクリと跳はね上げてしまう。

　……ああ……なんて感じやすい子なんだろう。

　……もしも本気で感じさせ、性器を埋うめ込んでやったら、どうなってしまうんだろう？

　本気で乱れる彼を抱だきしめ、思うさま揺すり上げたら……という考えが脳のう裏りをよぎり、一いつ瞬しゆん、気が遠くなりそうになる。……しかし。

「明後日あさつての練習試合、君も出るんだろう？　影えい響きようが出るといけないので、今夜はここまでだ」

「え？」

　私は理性を振り絞って彼の上から身を起こし、彼を上から見下ろしてやる。

「のどが渇いたのなら、葡萄ぶどうジュースをあげよう。……飲んだら家まで送るよ」

　彼の顔に、驚おどろきと、安あん堵どと、苛いら立だちの混ざったような、不思議な表情がよぎった。

　……ああ、このまま抱いてしまえたら、どんなにいいか……。
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「おはようございます、教頭先生！　爽二くんが出る練習試合、もうすぐ始まります！」

　部屋に飛び込んでくるなり言ったのは、テニス部のマネージャー、二年生の村雨誠くん。

　日曜日、教頭室。

　爽二がテニス部に入部したと知った私は、マネージャーの村雨くんに、何かあった場合は情報を流してくれるように頼たのんであった。

　彼はもともと校内の事情通だったし、爽二の異常なほどの人気に、何か事件が起こらないかと心配してくれていた。

　教頭先生に情報を流すなんて、僕ってちょっとスパイっぽいです、と言いながらも楽しげに爽二の様子を逐ちく一いち報告してくれている。

　今日が、他校とのテニス部の練習試合だと聞いて、私は朝からここに待機していた。

　陽汰も応おう援えんに来るだろうと思ったのか、真堂も用事があるふりをして学園に出勤し、朝からここにたむろしていた。

「あ！　学園長先生もいらしていたんですね！　おはようございます！」

　少し不思議そうな顔をして言う村雨くんに、真堂は爽さわやかに笑ってみせる。

「教頭先生と一いつ緒しよに、私も見学させてもらっていいかな？　テニス部の活かつ躍やくには、私も期待しているんだ」

　……噓うそをつけ。

　私は、真堂を横目で見ながら思う。

　……陽汰が応援に来るだろうと思って、彼の顔が見たくて来たくせに。

「わあ！　ありがとうございます！　教頭先生と学園長先生のお二人が応援に来てくださるなんて！　部員も張り切りますよ！」

　無む邪じや気きに手を叩たたいて喜んでいる村雨くんに、真堂はさりげない口調で、

「教頭先生から爽二くんのお兄さんの陽汰くんも応援に来ると聞いた。彼はもう来たかな？」

　……やはりそれが目当てか。

「陽汰さんですか？　応援に来るって、爽二くんから聞いてますが、まだいらしてはいないみたいですけど……？」

　不ふ審しんそうに言う村雨くんに、真堂は、いかにも教育者という笑えみを浮うかべてみせる。

「実は速川兄弟のご両親とは、昔からの知り合いなんだ。爽二くんとはあまり面識がなかったが、兄の陽汰くんとは顔見知りでね」

「なるほど！　だから、学園長先生も教頭先生も、あの二人のことが心配なんですね？」

　村雨くんは、一人で納なつ得とくしたようにポンと手を打つ。

　それから、いかにも世話好きのマネージャーらしい顔で声をひそめる。

「ええと、このことは今までどおり秘密にしておいた方がいいですよね？　爽二くんが、教頭先生や学園長先生に贔屓ひいきにされてるなんて噂うわさが立ったら大変ですし……」

　私と真堂の顔を見比べながら言う。私はうなずいてみせて、

「そうしてもらえると助かるよ。……ところで、今日の試合の相手は、渋谷第三高校だと聞いたが？」

　私が言うと、村雨くんは心配そうな顔になってうなずく。

「そうなんです～。この試合が申し込まれたのは何カ月も前だし、その頃ころは爽二くんみたいなものすごい美少年が入部するなんて予想してなかったから、試合を受けたんですが……」

「渋谷第三高校といえば、柄がらの悪い生徒が多いので有名だ」

　真堂が眉まゆを顰ひそめながら言う。

「校長も、金かね儲もうけのことにばかり興味のある、いけすかない男だしな」

　他校の校長の悪口を生徒の前で言うな、と言う意味を込こめて睨むが、真堂は知らない顔で目をそらす。

　……まあ、あの高校の校長は、私も大だい嫌きらいなのだが。

「問題が起こらないように気をつけてくれ。何かあったら、すぐに私の携けい帯たいに連れん絡らくをくれ」

　真堂は言い、デスクのメモに素す早ばやく走り書きをして、彼に渡わたす。

　村雨くんはそれをジャージのポケットに入れ、しっかりとうなずく。

「解りました！　何かあったらすぐに！　……あ、僕、陽汰さんを席まで案内してくれって爽二くんに頼まれているんです！　お先に行ってます！」

　彼は言って、身軽に踵きびすを返して部屋を駆かけ出していく。

「私が携帯の電話番号を預けようと思っていたのですが？」

　私が横目で睨むと、真堂はそっぽを向いて肩かたをすくめる。

「陽汰に何かあった時、おまえに先に駆けつけられては困ってしまう」

「どういうことです？」

「問題がないことを祈いのるが……陽汰の白馬の騎き士しはいつでも私だということだ」

　彼の言葉に、私は深いため息をつく。

　……まったく。何もないことを祈るばかりだ。




　　　　＊




　全国大会に何度も出場しているテニス部は、晴雨兼けん用ようの、観客席もある本格的なコートを与あたえられている。

　すり鉢ばち型に設置された客席は、すでに満席だ。

　そして、周りのフェンスにもたくさんの生徒たちが張り付いて、コートを見守っている。

「部長の桜岡のファン、副部長の白井のファン……しかし、この感じだと、爽二くんのファンが大部分だろうな」

　コートに向かいながら、真堂が言う。

　部長と副部長にもファンは多かったが、彼らのファンは下級生か、ほかの学校から紛まぎれ込んできた女生徒ばかりのはず。

　しかし、客席を埋めている生徒のほとんどは二、三年生、しかもガタイのいい男子生徒。

　……爽二のファン、ね……。

　私は、生徒たちに挨あい拶さつを返しながらも、心がちりりと痛むのを感じていた。

　……きっと人気があるだろうと思ってはいたが……入学早々これほどとは……。

　観客席への階段を上りながら、コートを見下ろす。

　コートの両側のベンチには、両校のテニス部員たちがすでに並んでいた。

　……そして。

　コートの隅すみに、すらりとした人ひと影かげが真まっ直すぐに立っている。

　学校名の刺し繡しゆうが施ほどこされた、真っ白いジャージ。

　真っ白いシューズと、新しいらしいテニスラケット。

　明るい日曜日の日差しに煌きらめく、うす茶ちや色の髪かみ。

　形のいい顎あごを持つ、とても美しい顔。

　そして長い睫まつ毛げの下の、強い光を宿した、グリーンがかったうす茶色の瞳ひとみ。

　……爽二……。

　コートで見る彼は、一昨日おとといの夜、私の腕うでの中で喘あえいだのとは、まるで別人のようだった。

　彼が生まれたばかりの無む垢くな天使のように見えるのは、真っ白なジャージのせいだけでないだろう。

　彼の周りには、まるで後光のように、美しい金色のオーラが煌めいている。

　優ゆう秀しゆうな生徒たちを山ほど見てきた私でも見とれてしまうような、そのカリスマ性。

　それを証しよう拠こに、客席に集まっている生徒たちはうっとりと爽二を見つめたまま、目が離はなせなくなってしまっている。

「がんばれ、爽二ーっ！」

　歓かん声せいに沸わいている客席に、ひときわ大きく、透すき通った声が響ひびいた。

　隣となりにいた真堂がヒクリと反応して身を震ふるわせているのが見える。

　……陽汰くんの声、か……？

　爽二もその声に気づいたらしく、客席の方を真っ直ぐに見上げる。

　爽二の視線を追うと、入学式で見かけた、あの美しい顔をした青年がいるのが解わかった。

「お兄ちゃん！　来てくれたんだ？」

　歓声に負けないくらいの声で、爽二が叫さけぶ。陽汰も声を張り上げて、

「おう！　がんばれよ、爽二！」

「うん。お兄ちゃんのためにもがんばるよ！」

　爽二は言って、思わず見とれてしまうような笑みを、彼に送る。

　その煌めくような笑みに、私の心がチクリと痛む。

　……ああ、私にも、あんな顔で笑ってくれる日がくるといいのに……。

「……爽二、負けるなよっ！」

　陽汰くんの声に応こたえて、爽二が手を振ふる。それから、ベンチのところに歩いていく。

　そしてベンチの端はしにラケットを置き、白いジャージの上下をゆっくりと脱ぬぎ捨てる。

　真っ白なポロシャツの胸には、水色で『Ｓ』の刺繡。

　ほっそりとした腕と、しなやかな上半身。

　真っ白な短パンの裾すそから伸のびているのは……一昨日の夜、私が思わず目を奪うばわれてしまった、美しい肌はだを持つ細い脚あし。

　周りの生徒たちが、爽二くんの生脚だ、と言い合っているのが聞こえて、私は思わず眉を顰める。

　できることなら、ほかの男に肌を見せるんじゃない、と叫びたいところだ。

　爽二はジャージを畳たたんでベンチに置き、ラケットを持ち上げる。

　私は思わず早足になり、観客席の上の通路に足を踏ふみ出す。

　私と真堂の姿を認めたのか、観客席の生徒たちの間からまた新しい歓声が上がった。

　先せん輩ぱいと話していた爽二が、それに気づいたかのように、ふいに目を上げる。

　彼のうす茶色の瞳が、真っ直ぐに私を見つめる。

　彼の瞳の奥に、二人きりの時にしか見せない、生意気な光がキラリと煌めく。

　がんばりなさい、という意味を込めてうなずいてやると、彼はいきなりカアッと頰ほおを染めて顔を背そむける。

　さっきまで平然としていたくせに、ふいに肌をさらしていることが恥はずかしくなったかのように、自分で自分の身体からだを抱だきしめる。

　それから、私の存在を無視しようとするかのようににこやかな顔になって、隣に座っている部長の桜岡に話しかける。

　その時、コートの反対側にいた他校の選手が、声を張り上げて言った。

「ねえねえ、君……速川爽二くん、だっけ？」

　爽二は顔を上げ、にこやかな表情を浮うかべたままで、

「はい。そうですが？」

「あそこにいるのって、君のお兄ちゃんだよねぇ？」

　髪を金きん髪ぱつに染めたいかにもガラの悪そうなその生徒は、ラケットを上げて陽汰くんを示す。

　隣にいる真堂が、憮ぶ然ぜんとした顔をするのが解る。

　爽二は視線でラケットの先を追い、その先が陽汰くんを示していることを確かく認にんする。

　彼のにこやかな顔が、ヒク、と引きつるのが解った。

「そうです」

　彼は朗ほがらかに言ってみせるが……その声は怒いかりを含ふくんでいる。

「賭かけがしたいんだよね。もちろんお金じゃなくて……この試合におれが勝ったら、君のお兄ちゃんをくれない？」

　金髪の生徒が言った言葉に、会場中が騒そう然ぜんとしてしまう。

　審しん判ぱんの教師が、怒おこった顔で金髪の生徒に近づいていく。

「君、高校生が、テニスの試合で賭けなどと……！」

「すみません、先生。賭けっていうのは言葉の綾あやですよ。ええと……おれたち、彼のお兄さんとちょっと言い争いをして気まずくなってて。だけどお兄さんとぜひ友達になりたいし……」

　金髪の生徒はいかにも世よ渡わたり上手そうないやらしい笑みを浮かべて言う。

　……私情をさし挟はさんではいけないとはいえ、気に入らないタイプの生徒だ。

　隣をうかがい見ると、真堂も顔を引きつらせているのが見える。

「だから、おれたちが試合に勝ったら、仲直りの仲裁をして欲しいなって」

「仲直りの……仲裁？」

　呆ぼう然ぜんとする審判に業ごうを煮にやしたのか、テニス部の部長の桜岡が、爽二くんをかばうようにしてベンチから立ち上がる。

「どちらにしろ、失礼じゃないですか？　コートの上でそんなことを持ち出すのは」

「断られちゃったら、悲しみのあまり、清祥のテニス部員は腰こし抜ぬけだって噂うわさを立てちゃうかもしれないなぁ」

「なんだと？」

　テニス部の部員たちが、今にも殴なぐりかかっていきそうにベンチから腰を浮かす。

「僕ではダメですか？」

　騒然としたコートの上に、涼すずしい声が響いた。

　視線を移すと、それを言ったのは、爽二だった。

「あなたたちの友達になるのは、僕ではダメですか？」

　彼の笑みは純じゆん粋すいそうに見えたが……彼の目の中には、燃え上がる怒りの炎ほのおが見えた。

　陽汰が、慌あわてたように観客席のイスから立ち上がる。

「爽二！　やめろよ！　おまえが負けたら……」

「お兄ちゃん」

　爽二は言って、怒りの炎を燃え上がらせたままの目で、陽汰を見上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕が負けるわけがない」

　きっぱりと宣言した爽二の顔には、見とれるような凜り々りしい表情が浮かんでいた。

「お兄ちゃんは許さないぞ！　そんな賭けをするなんて……！」

　陽汰くんの言葉を、爽二が手を上げて遮さえぎる。

「ここから先は、歴史のある清祥学園テニス部の威い信しんに関係してくることだから」

　爽二の言葉に、ざわめいていた客席が、ふいに静まる。

「僕は負けません」

　爽二が、その美しい顔に、不敵な笑みを浮かべる。

「清祥学園に挑ちよう戦せんしたあなたたちは、後こう悔かいすることになりますよ」

　彼の周りに、見る人すべてを魅み了りようするような金色のオーラが燃え上がった。

　客席が、恐おそろしいほどの歓声に包まれる。

　爽二、爽二、というコールに包まれた爽二は、まるで凜々しい戦いの女神のように見えた。

　……そして。

　テニスをしている時の爽二は、恐ろしいほどに美しかった。

　ラケットが、スパーン、という小気味いい音を立て、ボールがまるで弾だん丸がんのように速く、真まっ直すぐに飛ぶ。

　彼のほっそりと見える身体が、計算されて鍛きたえられた美しい筋肉で形作られていることを示すように、爽二は強く打ち、羽根のように軽やかに走り、そして息一つ乱さない。

　相手チームの金髪の生徒は、そのがっしりした肩かたを喘あえがせ、すでに息も絶え絶えだ。

　金髪の生徒が必死で返してきた球は、力無く弧こを描えがく。ボールを追う爽二の目の中に、野生の猫ねこのような光が煌きらめき……。

　スパン！

　まるで自分との力の差を見せつけるような、容よう赦しやないスマッシュ。

　ボールは相手の身体すれすれのところを飛び、ラインギリギリのところで地面に落ちる。

　愛する陽汰を汚けがす人間は許さない、とでもいうように、爽二の目には怒りの炎が燃え上がったままだ。

　……ああ、これがきっと、本当の彼なんだ。

　私は彼に呆然と見とれながら思う。

　……不敵で、生意気で、とても強い。

　私は、彼の名を呼び続けるコールの渦うずに巻き込まれながら、呆然と爽二に見とれた。

　……ああ、戦っている君は、なんて美しいんだろう……。

　……その君が、私の腕うでの中でだけは……。

　隣となりに立っていた真堂が、呆然とした声で言う。

「いずれにせよ、彼は……」

「……ただ者ではありませんね」

　私は、彼のつぶやきを引きついで言い、驚おどろいたように振ふり返った彼に向かってチラリと笑ってみせる。

「そのことを考えていらっしゃいましたね？　違ちがいますか？」

「すべてを口にしなくても察してもらえるのは、普ふ段だんは楽だが、時にはうっとうしいな」

「私だって、察したくて察しているわけではありません。たまたま当たってしまうだけで。あなたの思考が、よほど単純なのでは？」

「一いつ瞬しゆんで同じことが思い浮かぶ、おまえも同レベルだと思うが？」

　真堂の言葉に、私はひょい、と肩をすくめてみせる。

「今のところは、そういうことにしておいてさしあげましょうか」

　言った時、コートで、爽二が最後のとどめのスマッシュを決めた。

　観客席を埋うめ尽つくしていた生徒たちが、一いつ斉せいに立ち上がる。

　爽二がラケットを上げ、陽汰くんに向かって手を振る。

　……勝ったな。

　私は、コートの上の爽二に向かって、心の中で話しかける。

　……おめでとう、爽二。

　爽二の顔には、まるでお姫ひめ様を守りきったナイトのような、満足げな表情。

　……君の勝負が、兄とはいえほかの男のためだったことが、少しだけ妬やけるけれど。







　　速川爽二







　……なんでこんなに嫌いやな予感がするんだろう……？

　僕は思いながら、競技場の地下を足早に歩いていた。

　……陽汰に、何かなければいいけど……。

　マネージャーの村雨さんが、しばらく前に陽汰を迎むかえに行ったのが見えた。

　陽汰は村雨さんと一いつ緒しよに姿を消し、今は陽汰の友達の隆たかしさんだけがベンチに座っている。

　村雨さんは、副部長の試合が終わりそうな頃ころに部室にお兄さんをご招待しておくね、って言ってくれた。だから、いなくなったのは不思議じゃないんだけど……。

　副部長同士の試合は、不思議なほど長くダラダラと続いている。

　実力が伯はく仲ちゆうしているのもあるんだと思うけど……相手チームの副部長が、わざと相手が打ち返せる場所にボールを送っているように見えて仕方がない。

　しかも下手なわけではない証しよう拠こに、スマッシュをされてもしつこく拾って……だから二人のラリーは延々と続いてしまっている。

　こちらのチームの副部長、白井さんは、さすが名門の部員の上に立つ立場の人だけはあって、技術も、体力も、ほかの部員の上をいっている。

　だけど、さすがの彼もそろそろ苦しそうな顔になってきている。

　だから、もしかして相手を疲つかれさせて最後にとどめを刺さす作戦なのかな、とも思ったけれど、それにしては、相手はまったくスマッシュを決めようとしない。

　まるで、試合を引き延ばすのが目的ででもあるかのように……球のスピードを調整している。白井さんがとどめのスマッシュは打てず、だけどいちおう返せるくらいのギリギリの場所にボールを送る。

　あまりにも不自然な試合運びと、そして、相手チームの応おう援えんをしているべき部長と、あの金きん髪ぱつの野や郎ろう（僕に賭かけをしかけてきたサイアクの奴やつらだ）がしばらく前に席を立ったまま帰ってこないことが……僕の不安をかき立てている。

　相手チームの副部長は、あの部長に、試合を引き延ばせ、って命令されたんじゃ……？

　そしてあの二人は、試合中で生徒たちが動けないその間に、何かを……？

　思った時、客席の一番後ろ、すり鉢ばち型のスタジアムの一番上のところに、慌ただしい動きがあった。

　学園長が携けい帯たい電話を受け、それから、陽汰の連れの隆さんのところまで駆かけ下りたんだ。

　いつも冷静な彼が、必死の顔をしていることに、僕は驚いてしまった。

　本当なら新入生の僕は、試合をそっちのけでベンチをはずせる立場じゃなかった。

　だけど、陽汰だけじゃなくて、マネージャーの村雨さん、そして何よりも相手チームのあの二人がずっと帰ってこなくて。

　どうしても嫌な予感が消えない僕は、桜さくら岡おか部長に、副部長のドリンクを取ってきます、なんて噓うそをついて（あとで部室に寄ればいいから噓じゃないか）、ベンチを立った。

　そして……。

「渋谷第三高等学校一年、高たか田だ行ゆき雄お。同じく三年、テニス部部長、高田通みち雄お。父親は都議会議員の高田政まさ雄お……ですね」

　部室のドアの向こうから、花房の声が聞こえたのに気づいて、僕は廊ろう下かで立ちすくむ。

　……何？

「高田議員の息むす子こたちが傷害罪で前科持ちになったら、大おお騒さわぎだろうな」

　続いて聞こえてきたのは、真堂学園長の声。

「君が警察に訴うつたえるのなら、手続きを手伝わせてもらうよ」

　さっきの金髪と、相手チームの部長らしき声が、怯おびえた声で、

「それだけは勘かん弁べんしてくださいっ！」

「オヤジにコロされますっ！」

「……どうする？」

　真堂学園長の言葉に、陽汰が答えるのが聞こえた。

「……訴えなくていい。こいつらの顔を見るのは今日で最後にしたいし」

　……どうして陽汰まで？　……いったい、中で、何が……？

「ただ、次になんかあったら、本気で訴えてやる。弟に何かした時もだ。覚えとけよ」

　陽汰がすごく怖こわい声で言うのが聞こえた。相手チームの二人の声が、

「に、二度としないからっ！」

「頼たのむ、親に言うのだけはっ！」

「……もういいよ」

　陽汰の声を合図にしたように、相手チームの二人が、廊下に走り出てくる。そして僕の顔を見て、うわっ、と声を上げ、転げるように廊下を走り去った。

　彼らに続いて部屋から出てきたのは、花房だった。

　彼はそこに立ちつくしている僕を見て、少し驚いたように眉まゆを上げる。

「何があったの？　あの二人、いきなり逃にげていったけど……」

　花房は少し考え、それからため息をついて、後ろ手にドアを閉める。

「賭けをしたことと、陽汰くんを不ふ愉ゆ快かいにさせたことで、二人を叱しつ責せきしていたんだ」

「待って、だけど……陽汰は……？」

「学園長が、彼に話があるそうだ。彼は学園長が送っていくだろうから心配しなくていい」

　何か言おうとしたけど、強い力で肩かたを抱だかれて、なぜか抵てい抗こうできなくなった。

「試合が終わったら、教員用の駐ちゆう車しや場においで。送っていく」

　まるで連行されるようにその場から離はなれさせられて……僕の心に何かの疑問が湧わく。

　陽汰と真堂学園長が知り合いなのは知ってる。

　彼のおかげで特別な奨しよう学がく金がもらえたことには感謝してる。

　……だけど。

　携帯電話に出た時の、真堂学園長の顔が忘れられない。

　まるで、大切な恋こい人びとの危機を感じ取ったかのような、あの必死の形相。

　……まさか……？




　　　　＊




　花房に送られてアパートに帰った僕は、呆ぼう然ぜんと座り込んで陽汰を待っていた。

　……何かが変だ……。

　……何がこんなにひっかかるんだろう……？

　玄げん関かんの鍵かぎを開ける音がし、僕は慌あわてて立ち上がる。

「お帰り、お兄ちゃん」

　言うと、陽汰はギクリとした顔で僕を見る。

　その怯えたような顔が、僕の不安をますますかき立てる。

「いったいどうしたの、学園長先生に呼び出されるなんて。……もしかして、賭けをしたことでお兄ちゃんまで怒おこられちゃった？」

　僕が言うと、陽汰は顔を引きつらせたままで、

「ああ……ちょっとだけ、ね」

「それならいいんだけど……全然帰ってこないから心配したよ」

　言うと、陽汰はなぜか微かすかに頰ほおを染める。

　……どうしてこんな反応をするの？

「……いや、ほら、オレ、いちおうＰＴＡだし。学校のこととか、いろいろ教わってたんだ。それよりおまえは？　あの花房さんっていう教頭先生に……」

「……怒られちゃった。賭けなんかしちゃいけないって、ね」

　僕が言って舌を出してみせると、陽汰は安心したような顔になる。

「……そうか……」

　だけど、陽汰の顔には僕に対する罪悪感が漂ただよっていた。

　……陽汰は、僕に何か噓をついている……。

　……まさか……？







　　花房敬吾







『陽汰を部屋に送り届けてきた。怯えていたようだが、なんとか落ち着いたよ』

　電話の向こうで、真堂が言う。

　爽二をアパートに送り届けたのは一時間ほど前。私は自分のマンションの部屋にいた。

　心に渦うず巻まく一つの予感。耐たえきれずに窓の外を見つめていた時、この電話がかかってきた。

「……ともかく、陽汰くんが無事でよかったです。あの時は、彼を襲おそおうとした不良生徒を、あなたがいきなり殺してしまうのではないかと本気で思いましたが」

　言うと、電話の向こうで真堂はしばらく黙だまる。

　陽汰を送った帰り道、リムジンの中からかけているらしい。車の静かなエンジン音だけが、電話の向こうから聞こえてくる。

　しばらくして、真堂が不思議なほど静かな声で言う。

『……部屋に飛び込み、ジーンズを下ろされていた陽汰を見た時、目の前が白くなった』

　そして、深いため息をつく。

『……おまえがいて止めてくれなかったら、私は、陽汰を襲おうとしたあの生徒たちを、本気で殺してしまったかもしれない』

　静かな声の奥に含ふくまれる、心臓が血を流しているかのようなつらそうな響ひびき。

『彼を傷つけようとする人間は、誰であろうと許せない。彼を想おもうだけで、愛いとおしくて愛おしくておかしくなりそうになる。私は……』

　真堂は言葉を切り、胸が痛くなるような真しん摯しな声で言う。

『……速川陽汰という少年を……本気で愛してしまったようなんだ』

「そう……ですか」

　答える私の声が、知らずにかすれてしまう。

　あの時。テニス部の部室のドアの向こうから、助けを求める陽汰の声が聞こえた。

『オレを自分のものにしたいなら、助けに来たらどうなんだよーっ！』

　その悲痛な叫びは、確かに真堂に向けられた言葉だった。

　ジーンズを下ろされ、怯えきった顔をした陽汰は、飛び込んできた真堂の姿を認めて、泣きそうに目を潤うるませ、本心から救われた顔をした。

　その時、私は確信した。

　この二人はまだ気持ちを確かめ合っていないだけ。本当は愛し合っているのだ、と。

『もしも心が通じ合うことがあれば……陽汰を生しよう涯がいの伴はん侶りよとして、私の籍せきに入れたい』

　真堂は真摯な声で言い、ふいに我に返ったように悲しげに笑う。

『夢のような話だな。陽汰が、金で彼の身体からだを買った、私のような男を愛してくれるとは……とても思えない』

「きっかけなど、重要ではないはずです」

　私は、自分に言い聞かせるように言う。

「肝かん心じんなのは、二人が運命で結ばれているかどうかだと思います」

『運命……か……』

　真堂は言い、それから少しだけ明るい声になる。

『仏ぶつ頂ちよう面づらのわりにはおまえはたまにロマンティックなことを言う。……そろそろ切るよ。少しだけ心を開いてくれた陽汰から、今夜こそおやすみなさいの電話が入るかもしれない』

「いつかそうなることをお祈りしていますよ。……では」

　私は言って、電話を切る。

　心の中に渦巻いていたある予感が、一つの形を作ろうとしている。

　……陽汰は、きっともうすぐ真堂と結ばれるだろう。

　……そうしたら、爽二はもう、生きるための金を稼かせぐ必要がなくなる。

　私の心がズキリと激しく痛む。

　……そうなれば、爽二はきっと……。

　私は目を閉じ、心に焼き付いている爽二の姿を思い出す。

　私にだけ見せてくれる、小生意気な本ほん性しよう。

　テニスコートの上に立った時の、美しい獣けもののような姿。

　そして、私の愛あい撫ぶに甘い吐と息いきを漏もらした、あの蕩とろけるほど柔やわらかな唇くちびる。

　……愛している。君を失いたくない……。

　……しかし……。

　私はゆっくりと目を開き、窓ガラスに映っている自分の顔を見つめる。

　金を必要としなくなった彼は、きっと、喜んで私との恋れん愛あい契けい約やくを破は棄きするだろう。

　そして、金のために身体を売った過去など忘れ、輝かがやかしい道を歩いて行くはずだ。

「……彼を、この鎖くさりから解放してやらなくてはいけない……」

　私は、自分に言い聞かせるために呟つぶやく。

「……それが、彼にとっての幸せなのだから……」

　陽汰と真堂が結ばれるまでには、きっと長いことはかからないはず。

　その時、爽二は私の腕うでの中から消え、そして二度と戻もどってこない。

　……ああ、解わかっている。

　私は額を冷たいガラスに額を押しつけ、胸の痛みに喘あえぐ。

　……なのに……どうしてこんなに苦しいのだろう？







　　速川爽二







　次の日。

　学校に行く陽汰を送り出した後で、僕は覚かく悟ごを決めて、陽汰の机の引き出しを開けた。

　そして、そこでとんでもないものを見つけてしまった。

　そして夕方、花房に電話をかけ、学園長の住所を聞き出し……。

　豪ごう奢しやなしつらいの廊ろう下か。柱の陰かげに立ち止まった僕の耳に、水音が聞こえてくる。

「……愛してる、陽汰」

　屋内プールの天てん井じように響いたのは、真堂学園長の、いつもの彼とは別人のような声。

　キスをする音、水音、そしてまた囁ささやき。

「……愛してるんだ……」

　その言葉に応こたえて、陽汰の甘いため息が聞こえて……僕はギクリと身体を震ふるわせる。

　思わず柱の陰から出ると……屋内プールの水の中に、真堂学園長と、そして彼の腕に抱だかれた陽汰がいるのが見えた。

　そして僕は、あることに気づいて自分の目を疑う。

　彼の腕の中の陽汰は……一糸まとわぬ裸はだかだった。

　僕の脳のう裏りに、お金をもらって花房に抱かれた時の自分の様子がよぎる。

　……これは、あんなことをした僕への罰ばつなんだろうか……？

　僕は、呆ぼう然ぜんと思う。

　……陽汰が、ほかの男の腕の中で、こんな……。

「……オレ……」

　陽汰はいつもの彼とは別人のように甘い声で言い、学園長を見上げる。

「……ああ……オレ……」

「……陽汰……」

　真堂学園長が、囁いて、陽汰にゆっくりと顔を近づける。

　陽汰は、キスを待つようにしてその睫まつ毛げを閉じようとし……。

「……お兄ちゃん！」

　僕はもうたまらなくなって、プールへのドアを開き、プールサイドへ走り出る。

　陽汰を守るように抱きしめた学園長が、眉まゆを顰ひそめる。

「爽二くん。どうしてここに？」

「執しつ事じさんに、お兄ちゃんに急用があるって言ったんです。そうしたら、プールにいらっしゃいますって……だから……来たんだけど……」

　僕は、彼の腕に抱かれている陽汰を、信じられない気持ちで見下ろす。

「急用……って？」

　陽汰が、かすれた声で言う。

　ポケットから、小さく畳たたんだ一枚の紙切れを取り出す。

　僕は、これを見つけた時の衝しよう撃げきを思い出して、眉を寄せながら、

「ごめん、お兄ちゃん。様子が変だから、お兄ちゃんの引き出しの中、見せてもらった。それで……これを見つけた」

　僕はその紙を広げて、陽汰の方にかざしてみせる。

「……あぁっ！」

　陽汰が、絶望的な声を上げる。

　僕が持っていたのは、真堂学園長と陽汰が交かわした契約書。

　詳しよう細さいは違ちがうけど、僕と花房が口で交わした、あの愛人契約とそれはほぼ同じ内容だった。

「爽二くん。きちんと話がしたい。その前にタオルを一枚取ってくれないか？」

　真堂学園長が、意外なほど落ち着いた声で言って、デッキチェアの上に置かれたタオルを指さす。

「……取りはしましたが、あなたの命令を聞いたのではありません。兄のためです」

　僕がタオルを渡わたしながら言うと、学園長は表情を消した顔でうなずく。

「どちらにせよ、礼を言うよ」

　彼はタオルを水に沈しずめ、裸の陽汰の腰こしに巻き付ける。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　学園長が囁いた言葉に、陽汰が憔しよう悴すいしきったような顔でうなずいた。

　……ああ、どうして、こんなことに……。




　　　　＊




「……契約をすることになった経緯いきさつは解りました」

　服を着た二人と僕は、リビングのソファに座っている。

「それが、僕をあの学校に行かせるためだったことも。だけど……」

　僕はつらい気持ちで言って、陽汰を振ふり返る。

「……お兄ちゃん。どうしてこんなこと？」

「……噓うそついて……ごめん、爽二……」

　陽汰の声は苦しげにかすれていて……僕の心を壊こわれそうなほど痛ませる。

「……おまえを……どうしてもあの学校に行かせたかったんだ……」

「どうして？」

　僕は我が慢まんができなくなり、隣となりに座っている陽汰の二の腕を両手で摑つかむ。

「僕はあの学校に行かなくてもいい、そう言ったはずなのに！　なのにどうしてだよ？」

「……あっ……」

「お兄ちゃんは、綺き麗れいで、明るくて、優やさしくて、ずっと僕の憧あこがれだった！」

　僕は陽汰の身体からだを揺ゆすり、そしてたまらなくなってその身体を抱きしめる。

「お兄ちゃんが好きだ！　お兄ちゃんに格好いいと思ってもらえそうなことならなんでもしてきた！　あの学園に行きたいと言ったのも、将来たくさんお金を稼かせいで、お兄ちゃんに何不自由ない生活をさせたかったからだ！　なのに……！」

　僕の目から、涙なみだがこぼれ落ち、抱きしめている陽汰の首筋を濡ぬらす。

　……ああ、父さんや母さんのお葬そう式しきでも泣かなかったのに……。

　……でも、陽汰が……。

「そんなくだらないことのために、こんな綺麗な身体を男に差し出すなんて！」

「……くだらない、こと……」

　陽汰は呆然と言い、それからふいに我に返ったように、

「……くだらないことなんかじゃない……」

　言って僕の身体を押しやり、顔を覗のぞき込んでくる。

「おまえをあの学園に行かせるのは、父さんや母さんの夢でもあったんだぞ」

「……だけど……」

「それに、なにもかも失いそうだったオレには、それが最後の希望だった」

「……お兄ちゃん……」

「父さんと母さんが亡なくなって、家も店もなくして。しかもオレもおまえも学校にすら行けなくなりそうだった。心の奥では、悲しくて、つらくて、怖こわかった。だけど……」

　陽汰は言って、僕の目を真っ直ぐに覗き込んでくる。

「おまえがあの清祥学園に行くんだと思ったら、誇ほこらしくて、嬉うれしかった。一番つらい時期をなんとか乗り越こえることができたのは、そのおかげなんだ」

「……あ……」

　僕の心が、ズキリと痛んだ。

「そして、おまえがあの学園で堂々としているのを見た時……すごくよかったと思った。オレは何もかも失った。ガキで、非力だ。でも、弟を高校に行かせることだけはできたんだって」

「……お兄ちゃん……」

　僕は弱い気持ちを振り払はらうためにかぶりを振って、学園長を睨にらみ上げる。

「ずっと行きたかった学園の学園長があなたのような男だったなんて。……失望しました」

　僕は、精せい一いつ杯ぱいの強さで、彼を睨み付ける。

「僕は、あの学園を自主退学させていただきます。兄を犠ぎ牲せいにしてまで、学園に通うことなどできません」

　学園長は、顔色一つ変えないまま、冷静な声で、

「退学するのは君の自由だ。だが、お兄さんはすでに、私に身体のすべてを捧ささげてしまった」

　……え……？

「……すべて、を……？」

　僕は耳を疑う。

　……陽汰が、すべてを……？

「そうだよ。お兄さんは、痛みをこらえて君のためにヴァージンを失ったんだ。君が今さらどうしようが、もとには戻もどれない」

「……兄さんが好んで男に抱だかれるわけがない！　あなたが、兄さんを、無理やり……？」

「そうと思ってくれてもいい」

「……そんな……っ！」

　……信じられない……！

　……陽汰が、無理やりに男に抱かれたなんて！

「もしも君が自主退学したとしよう」

　学園長が言って、僕の目を真まっ直すぐに見つめてくる。

「私は、彼のような美しい青年のヴァージンを手に入れたことにとても満足している。しかも、今後一いつ切さい、金を払う必要がなくなる。……いいことずくめだが？」

「……くっ！」

　僕は悔くやしさのあまりまた泣きそうになり、拳こぶしを握にぎって必死で涙をこらえる。

「私にはどうでもいいことなのだが……少し気がとがめるな。学校を退学したら、君もすべてを失うことになるんだよ？　君たち兄弟は大損ということになる」

　……ああ、なんて男なんだ……！

「もう一つ。陽汰にも、そろそろ言おうかと思っていたことがある」

「……え？」

　陽汰が顔を向けると、学園長は彼を見つめて、

「好きな人ができた。だからもう、ここには来ないでくれないか？」

「……え……？」

「君の身体はとてもよかった。だから少し惜おしいが……契けい約やくを破は棄きさせてもらうよ」

　陽汰は、呆然とした顔で学園長を見つめている。

「契約書を読んでもらったのなら理解してくれていると思うが……私の都合で契約を破棄する場合、二人分の学費と、生活費は、今後三年間、継けい続ぞくして支し払はらわれる」

「なんだよ、それ、同情か？　あなたなんかの金で生きるなんて……！」

　僕が叫さけんだ言葉を、真堂が手を上げて遮さえぎった。

「陽汰への慰い謝しや料と思ってくれていい。あとは……口止め料かな？」

「……なんてやつだ……っ！」

　叫んだ僕に肩かたをすくめてみせてから、彼は部屋の隅すみの金庫に歩く。

　そして扉とびらを開け、中から契約書を持ってくる。

「契約は、今をもって無効とする。……破るよ？」

　言って、金庫から出した契約書を二つに裂さく。

「君の持っている分も破いてくれないか？」

　陽汰は呆然としたままでうなずいて、僕の手からもう一つの契約書を取る。

「この契約は、これでおしまいだ」

　なぜか悲痛な声で言って、その紙をまっぷたつに裂く。

「その代わり、三年間、二人分の学費と生活費を私が持つ。それに関する誓せい約やく書を、弁護士経由で送る。いざという時にはそれを駆く使ししてくれ。……それから」

　彼は、僕と陽汰の顔を見比べて、

「秘密を知られている君と学園で顔を合わせるのは気が進まないし、それに私にはもともと金を稼ぐ必要などない。……私は、今月いっぱいで学園長という地位からは退くことにする」

　驚おどろく僕たちに、彼はきっぱりと言う。

「私のあとは花房にでも継ついでもらおうと思う。ワインセラーに預かっているワインが必要な時には、彼に言いつけてくれればすぐに送る」

「……あ……」

「君とは二度と会わないことになると思う。楽しかったよ、陽汰」

　僕はその時、この真堂という男を心から憎にくんだ。

　そして、陽汰が助かってよかった、と心から安あん堵どした。

　……だけど……。

　あれから、陽汰は別人のように沈しずんでいる。

　最初は、あの男にもてあそばれたことがショックなのだと思ってた。

　だけど、陽汰は日に日にやつれていき、ある日、ふと僕を呼んだ。

「爽二。話したいことがあるんだ」

　陽汰は真しん剣けんな顔をして、畳たたみの上に座った。僕は彼の向かい側に座りながら、

「何？　お金のことなら、僕がアルバイトをして、あの男に全額返してやるから……」

「そうじゃない。……あのね」

　陽汰は少し迷い、それから呆然とした声で言った。

「契約を破棄したあの時、彼は噓うそをついたんだ」

「噓？　噓ならたくさんついてるだろ？　だってお兄ちゃんを騙だまして、ひどい目に……」

「そうじゃないんだ。僕は、彼と、最後までしたことはない」

「……え？」

「彼はおまえに、痛がるオレのヴァージンを無理やり奪うばったと言っただろ？　だけど、オレ、そんな乱暴なことをされたこと、一度もないんだよ」

　陽汰の真剣な顔は、噓をついているとは思えなかった。

「最初は、おまえを学校にやるためと、お金のために、彼に抱だかれた。だけど彼はオレをいつも労いたわってくれて、気持ちのいいことしかオレにしなかった。無む理り強じいされたことも、ひどいことをされたことも一度もない。そしてオレはいつの間にか、彼の腕うでに抱かれるのがすごく幸せに感じられるようになったんだ。オレ……」

　陽汰は言葉を切り、つらいため息をつく。

「……彼のことを……好きになってたみたいだ」

「……えっ？」

「……考えて、やっと解わかった。オレ、彼のことが忘れられない。彼を愛してるんだ」

　陽汰の目から、いきなり、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「だけど、彼にはもう連れん絡らくがつかない。どこにも行かないで、あなたを愛してしまった、そう言いたくても、もう遅おそいんだよね……」

　……学園長は、陽汰を契約から解放してやるために身をひいたんだ。

　僕は陽汰の泣き顔を見つめながら、やっと理解することができた。

　……僕は、愛し合う二人を、引き裂いてしまったのか……？




　　　　＊




　そこから先は必死だった。

　僕は花房にすぐに連絡を取り、そして姿を消した学園長の居場所を突つき止めた。

　そして花房と一いつ緒しよに、リムジンで陽汰を彼の許もとまで送り……。

　……そして。

「陽汰を生しよう涯がいの伴はん侶りよにしたい。陽汰が二十歳はたちになったら、籍せきを入れようと思っている」

　学園長の言葉に、僕は呆ぼう然ぜんとする。

「……伴侶……」

　……二人が結ばれてくれればいいとは思った。

　だけど、まさかこんなに急展開になってしまうとは、夢にも思わなかったんだ。

　振ふり向くと、陽汰はいつもの元気な彼とは別人のような心配そうな顔でうなずく。

「うん。彼と生きていきたいんだ。……爽二は賛成してくれる？」

「……え？」

「爽二に反対されたらすごく悲しい。でも……オレの気持ちはもう変わらないと思うんだ」

　陽汰の目の中には、強い光があった。

　……陽汰が……別の男のものになる……？

　僕は呆然としたままで少し考える。それから、学園長の後ろに立っている花房に目を移す。

　花房は黙だまったまま僕を見つめ、それから、お兄さんの幸せのためだよ、とでもいうように小さくうなずいてくれる。

「……お兄ちゃんには……」

　言った声が思わずかすれてしまう。

「……それが、幸せなんだよね……？」

　目を移すと、陽汰は一点の迷いもない決然とした目をして深くうなずいた。

「うん」

　……ああ……。

　僕は、彼の顔に見とれてしまいながら思う。

　……陽汰は、本気で学園長のことを愛してるんだ……。

「本当に……」

　僕は、学園長に目を移し、彼の顔を見つめながら言う。

「……陽汰を幸せにしてくれますか？」

「もちろんだ」

　学園長は、陽汰と同じ一点の迷いもない目をして深くうなずく。

「彼を必ず幸せにする」

「そう、ですか……」

　僕はため息混じりに呟つぶやいて、視線を落とす。

　陽汰がほかの男のものになるなんて、本当はめちゃくちゃに寂さびしい。

　なんだか、暗くら闇やみに一人きりで取り残されるような、孤こ独どくな気分だ。

　……だけど。

「……お……おめでとう……」

　僕は下を向いたままで、やっと言うことができる。

「……陽汰が幸せになるなら、反対なんかしない……その代わり……」

　僕は顔を上げて学園長を真まっ直すぐに見つめる。

「……陽汰を泣かせたら承知しませんから」

　学園長は、いつもクールに見えるその顔に優やさしい笑えみを浮うかべる。

「泣かせたりしないよ、こんなに愛しているんだから」

　言って、横に立っている陽汰を見つめる。

「……あっ」

　陽汰がその視線に気づいて、カアッと頰ほおを染めている。

「それから、爽二くん。もう一つ話があるんだ」

　学園長は、ふいに真面まじ目めな顔になって僕に言う。

「籍を入れるのは陽汰が二十歳になってからだし、男同士なので養子縁えん組ぐみという形になる。だが、もう陽汰は婚こん約やく者だし、そうなれば君も私の家族だ」

　……家族……。

「だから私がいろいろな資金を出すことを、同情だとか、施ほどこしだとか、思わないで欲しい。家族である陽汰や君のためにお金を出すのは、当然のことだと私は思うんだ」

「お金を……ですか？」

　僕はその言葉にドキリとする。

　僕が、花房の愛人になってお金をもらっていることは、もちろん二人には内ない緒しよだった。

　だけど、そんなことを始めたのは、他人である学園長から、同情されて施しを受けるのがいやだったから。

　だから、もしも陽汰と学園長が本当に愛し合っていて、その結果、学園長が家族になるのなら……援えん助じよを断る理由はなくなるということ。

　僕は、無表情に立っている花房を見つめながら思う。

　……僕は、あの男と愛人契けい約やくを結んでいる必要もなくなるんだ……。

「私は、愛する陽汰や、彼の弟である君が将来夢を叶かなえるためには、教育は必要だと思う。そのために資金を出す。だからそれを断らないで欲しい。……もう、家族になるんだから」

　学園長は僕に向かって、なんだかすごくあたたかい顔で微ほほ笑えんでくれる。

「優ゆう秀しゆうな君ならきっと、立派な大人になっていつかとんでもない高給取りになるだろう。その姿を見せてもらえれば、出資のしがいがあったと思えるだろうな」

「もちろんです。僕はとても優秀ですから。お借りしたお金は出しゆつ世せ払ばらいでお返しします」

「楽しみにしているよ」

　学園長は楽しそうに笑ってうなずいてくれる。

「お兄ちゃん」

　僕は、すごく安心した顔をしている陽汰を見つめながら言う。

「幸せになるんだよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、爽二。彼は……」

　陽汰が、なんだかものすごく色っぽく頰を染めながら言う。

「……すごく優しくしてくれるから」

　その幸せそうな声だけで、彼が本当に学園長を愛しているんだって解る。

　……ずっと、陽汰を守らなくちゃって思ってきたけど……。

　僕は、陽汰の顔を見つめながら、思っていた。

　……もう、僕が守る必要はなくなっちゃったんだな……。

　僕はなんだかたまらなくなって陽汰の身体からだを抱き寄せる。

「ねえ、お兄ちゃん」

　至近距きよ離りから見つめながら言うと、陽汰はいつもと変わらない笑え顔がおを見せてくれる。

「ん？」

　学園長のことを話す時の色っぽい彼とは全然違ちがう、その優しい顔がちょっとだけ切ない。

「一つ、告白してもいい？」

「なんだよ、改まって。いいぞ、お兄ちゃんになんでも言ってみ……」

　僕は陽汰の後頭部を手で支え、彼の唇くちびるにキスをする。

「……う……っ」

　後ろから聞こえた学園長の驚おどろきの呻うめき。

「爽二くん、何を……」

　いつもクールなハンサムの彼に似合わないその動どう揺ようが、ちょっといい気味って感じ。

「……んう……っ？」

　陽汰は驚いたように硬こう直ちよくし、逃にげるのも忘れている。

　ファーストキスを捧ささげてからずっと、もう一度キスしたいって思ってた陽汰の唇。

　想像していたようなドキドキは全然なくて、なんだかすごく優しい感かん触しよくだった。　>>>♥

　……この先どんなにがんばっても、陽汰の恋こい人びとにはなれなかったんだな、きっと。

　僕はチュッと音を立てて陽汰の唇を解放してあげる。

「僕の告白は、これ。本当はずっと、お兄ちゃんにキスしたかったんだ」

「ええっ？　なんでオレに？」

「だって、お兄ちゃんのことが好きだったんだもん。気がつかなかった？」

「へ？」

　陽汰が、驚いた顔で目をまん丸にしている。僕は苦く笑しようしてしまいながら学園長を振ふり返る。

「こんなふうにちょっとドンカンなところはあるけど、本当に可愛かわいい人なんです。兄をよろしくお願いします」

　驚いた顔をしていた学園長が、ふいにすごく真面目な顔になる。

「陽汰のことは私に任せてくれていい。必ず幸せにするから」

　言って歩いてきて、陽汰の肩かたを抱き寄せる。

　陽汰は彼の腕うでの中で、色っぽく頰を染めている。

　僕は、学園長の真しん摯しな口調に、なんだかすごく安心していた。

　……陽汰は、もう大丈夫だ。

　……きっとこの人が守ってくれる。

「教頭先生」

　僕は花房の方を振り向いて、

「ここにいるとお邪じや魔まみたいです。そろそろ失礼しませんか？」

「そうだね」

　花房は、感情の見えない声で言って、二人に会え釈しやくすると、僕と並んで学園長室を出る。

　後ろ手にドアを閉めた僕は、思わず深いため息をついてしまう。

「……寂しい？」

　花房の声は、なんだか労いたわるように優しくて……僕の心をギュッと痛ませる。

「寂しくなんかありません。安心したのと……なんだか脱だつ力りよくしてしまって」

　僕はうつむいたまま笑い、廊ろう下かを歩きだす。

　それから覚かく悟ごを決めて振り向き、彼の顔を見上げる。

「お聞きの通り僕には家族ができて……だからあなたの愛人でいる必要がなくなりました」

　言うと、彼はなぜかどこかが痛むかのように眉まゆを寄せる。

「今日限りで、契約をうち切らせてください」

「君は……それを望むんだね？」

　彼の唇から漏もれた声がすごくつらそうにかすれていて、心がなぜかズキリと疼うずく。

「もちろんです」

　僕は早すぎるタイミングで答え、鞄の中から封筒を出す。

　いつ彼に飽あきられて契約を解消されてしまってもいいように、僕は鞄かばんの中に、彼からもらったお金の入った封筒を持ち歩いていた。

　……まさか、自分から解消するとは思わなかったけどね……。

　僕はお金のために、嫌いやなのを我が慢まんして身体を売ったはずだった。

　だから彼の愛人をやめ、普ふ通つうの高校生に戻もどれるのは、喜ぶべきことのはずだ。

　……なのに、どうして心がこんなふうに痛いんだろう？

「契約を結んだ日から日割りで計算して……残りの分をお返しします。あ、端は数すうは四捨五入させていただきます」

　僕は暗算をし、封ふう筒とうから出したお札と財布から出した小こ銭ぜにを数えて、彼に、ぴったりの金額を差し出す。

「ちょうど小銭があってよかった。これできっちりのはずで……」

「……爽二」

　彼の声が僕の言葉を遮さえぎり、僕はギクリとして彼を見上げる。

「私は、初めて会った時から、君を愛していた」

　彼の言葉に、心臓が、ズキリと跳はね上がる。

「君の恋人になれて幸せだった」

　真まっ直すぐ見つめてくる漆しつ黒こくの瞳ひとみは怖こわいほど真しん剣けんで……心臓が壊こわれそうなほど鼓こ動どうが速くなる。

「たとえ君が金のためだけに私につきあってくれていたのだとしても……私は、君といられて幸せだった」

「……そ……そんな……」

　彼は僕の差し出したお金を受け取らないままでそっと手を伸のばし……僕の頰ほおにその滑なめらかな指先を触ふれさせる。

「君はこれで普通の高校生に戻れる。普通の恋こいをして、自分の道を歩き始める。君はとても優秀だ。きっと明るい未来が待っているだろう」

　彼は指先で僕の頰をそっと撫なで、それからふいにつらそうな顔になって手を下ろす。

「さようなら、爽二。これからは速川くんと呼ぶよ」

「……敬吾」

　思わず言ってしまうと、彼は切ない顔になって微笑む。

「教頭先生、だろう？」

　なんだか聞いている僕の方が胸が痛くなるような声。

　僕の心が、ズキリと疼いた。

　彼は僕の手からお金をそっと取り、無造作にポケットに入れる。

「さようなら、速川くん。気をつけて帰るんだよ」

「……は、はい。さようなら、教頭先生」

　僕の言葉に、彼は、恋人ではなく教師の顔で微ほほ笑えんで、踵きびすを返す。

　……ああ、どうしてこんなに心が痛いんだろう……？







　　花房敬吾







「お聞きの通り僕には家族ができて……だからあなたの愛人でいる必要がなくなりました」

　ずっと恐おそれていた言葉が、彼の唇から漏れる。

「今日限りで、契けい約やくをうち切らせてください」

　……ああ、覚悟はできていたはずじゃないか。

　私は自分に言い聞かせる。

　……彼は、私を愛してはいない。

　……金のために仕方なく私の言うことをきいていただけだ。

　……だが……。

　私の脳のう裏りに、二人きりの時の彼の様子が蘇よみがえる。

　抱だきしめただけで身体からだを熱くし、キスに喘あえぎ、私の愛あい撫ぶに全身で甘く応こたえた。

　……あれは、全部演技だったのか……？

　……少しだけでも、私に希望はないのだろうか？

「君は……」

　私の唇くちびるから漏れた声は、心の中を表すように暗く、かすれていた。

「……それを望むんだね？」

「もちろんです」

　彼は早口で答え、鞄の中から一通の封筒を出した。

「契約を結んだ日から日割りで計算して……残りの分をお返しします。あ、端数は四捨五入させていただきます」

　……彼は、金のために、そして兄のために、プライドを捨て、私に身体を差し出した。

　……彼が誰だれかの愛人になることなど考えず、普通の高校生として生きるのなら、私はそれを喜んでやるべきだ。

　……なのに……どうしてこんなに苦しいのだろう……？

　私は、彼の出した封筒が、不自然に膨ふくれていることに気づく。

　そして彼が、そこから札束を出したことに青ざめる。

　……彼は、私が渡わたした金を手付かずで持ち歩いていたんだ。

　……金が必要でなくなる時が来たら、一いつ瞬しゆんでも早く契約を解除できるように、か……？

　……彼は……私のことなど少しも愛していなかった……ということか……。

　いつも冷静だったはずの私の心の中に、信じられないほど激しい悲しみが湧わき上がる。

　……こんなに大きな悲しみが、私の中にもあったなんて……。

　私は呆ぼう然ぜんと思う。

　……この悲しみの深さの分だけ、私は彼を愛してしまっていたんだ……。

　手を伸ばせば触れられる位置にある……彼の艶つややかな髪かみ。

　今でもその頰のサラリとした感かん触しよくを思い出せる……その美しい顔。

　さっきまでは私だけのものだったはずの……そのしなやかな身体。

　ほかの人の前ではあんなに可愛かわいらしいくせに、私の前でだけ本ほん性しようを現してしまうところ。

　……ああ……すべてが、信じられないほど愛いとおしい。

　彼は私の思いも知らず、財布から小銭を出し、素す早ばやく数えて、私に差し出す。

「ちょうど小銭があってよかった。これできっちりのはずで……」

「……爽二」

　爽二はその細い肩かたを怯おびえたように震ふるわせて、私を見上げる。

「なんですか？」

「私は、初めて会った時から、君を愛していた」

　私の唇から、本当の気持ちが漏れてしまう。

「……なっ」

　彼は、驚おどろいたようにその目を見開く。

　……私は、彼をあきらめなくてはいけない。

　……彼は私との時間を、人生の汚お点てんとして、一瞬でも早く忘れるべきなんだ。

　私は自分に言い聞かせる。

　……彼を逃にがしてやらなくてはいけない。

　……どんなに愛していたとしても、だ。

「君の恋こい人びとになれて幸せだった」

　私は、彼の目を見つめながら言う。

「たとえ君が金のためだけに私につきあってくれていたのだとしても……私は、君といられて幸せだった」

「……そ……そんな……」

　私は我が慢まんできずに手を伸ばし、爽二の滑らかな頰に指先で触さわる。

「君はこれで普ふ通つうの高校生に戻もどれる。普通の恋をして、自分の道を歩き始める。君はとても優ゆう秀しゆうだ。きっと明るい未来が待っているだろう」

　指先で彼の頰をそっと撫で、その感触を胸に焼き付ける。

　……これが最後だ。

　……もう、彼に触れることは二度とない。

　私は思いながら、まだ触れていたいと求めている手を意志の力で下ろす。

「さようなら、爽二。これからは速川くんと呼ぶよ」

「……敬吾」

　彼が言った言葉が、別れを決意した私の心を切なく痛ませる。

「教頭先生、だろう？」

　私は言って、彼の手から金を受け取る。

　そしてポケットに入れながら、

「さようなら、速川くん。気をつけて帰るんだよ」

「……は、はい。さようなら、教頭先生」

　彼の言った、さようなら、という言葉が、私の心に深く突つき刺ささる。

　……さよなら、恋人だった爽二。

　私は、恋人ではなく、教師の顔で微笑む。

　そして、激しい気持ちを意志の力で無理やりに抑おさえつけて踵を返す。

　……ああ、どうしてこんなに心が痛いんだろう……？







　　速川爽二







　陽汰は、あれから、どんどん綺き麗れいになっている。

　着信音が鳴るたびに、陽汰は飛びつくようにして携けい帯たい電話を鞄かばんから出す。

　液えき晶しよう画面を確かく認にんし、相手が秀隆さん（陽汰の婚こん約やく者だから、いちおう名前で呼ぶことにした。校内では学園長先生だけど）だと解わかると、陽汰は携帯電話を見つめたままで、カアッと頰ほおを赤くする。

　それからまるで恋こいする乙おと女めみたいに、わざと呼び出し音を数え……それから通話スイッチをやっとオンにするんだ。

　話す言葉は乱暴だけど、彼からの電話をずっと待っていた証しよう拠こに、その声は甘く、そしてその目は熱っぽく潤うるんでいる。

　そんな顔をする時の陽汰は……思わず見とれてしまうほど、色っぽい。

　僕は、陽汰の幸せを喜ぶ気持ちと、大事な陽汰を奪うばった秀隆さんへのちょっとの嫉しつ妬とと……そして、不思議なほど空くう虚きよな気持ちにさいなまれることになる。

　ずっと好きだった陽汰が人のものになってしまったことはもちろん寂さびしいけれど……なぜか僕の心にあるのは、それだけではない、何か複雑な空虚さで。

　陽汰は台所の床ゆかに座り込み、声をひそめて電話をしている。

「……うん、うん、だーかーら！　そういうことばっかり言うなってば……っ！」

　もちろん話の詳くわしい内容は聞こえないけれど、陽汰の染まった頰と、照れたように速い瞬まばたきから、秀隆さんが甘々の愛の言葉を囁ささやいているのがバレバレだ。

「お兄ちゃん？」

　僕が呼ぶと、陽汰は驚いたように肩を震わせて顔を上げる。

「ちょっと待って。……ごめん！　風ふ呂ろ屋が閉まっちゃうかな？　すぐ切るから……！」

　慌あわてたように言う陽汰に、ラケットを持ち上げてみせる。

「二丁目のお風呂屋さんなら十一時まで開いてるよ。……アパートの裏の公園で素す振ぶりと壁かべ打うちしてくる。ゆっくり話してていいからね」

「気を遣つかって出て行かなくてもいいんだぞ！　べ、別にエッチなことばっかり言われてたわけじゃないし……あうっ！」

　陽汰は言って、墓穴を掘ほったことに気づいたのか一人で赤くなる。

　……甘々な愛の言葉どころか、エッチなことまで言われてたのか。

　僕はあきれるのを通り越こして、思わず笑ってしまう。

　……秀隆さん、学校ではクールなハンサムで通してるけど、陽汰と二人だと本当の甘々ダーリンなんだろうな。

「気を遣ってなんかいないよ、素振りはいつものことでしょ？　……一時間で戻るね」

　財さい布ふをポケットに突っ込み、ラケットとボールを一つ持って立ち上がる。

「気をつけるんだぞ、爽二！　あっ、上着を着ていかないと……」

「大だい丈じよう夫ぶだよお兄ちゃん、素振りだけだし」

　僕は陽汰のそばを通りながら、携帯の向こうにいる秀隆さんに向かって、

「お兄ちゃんは純情なんですから、加減してくださいね！」

　言って、真っ赤になっている陽汰の脇わきをすり抜ぬけて、玄げん関かんから外に出る。

　狭せまい廊ろう下かを歩き、金属製の階段を駆かけ下りる。

「……さむ……」

　春とはいえ、夜はまだ冷える。

　着替える間もなく、制服のスラックスとカッターシャツで出てきてしまった僕は、ぶるっと身を震わせる。

　……陽汰の言ったとおりに上着を持ってくればよかった。

　今までの陽汰だったら、僕が上着を着ずに外に出たら、上着を持って追いかけてきたはず。

　……前は、本当に過保護なんだから、とか思ったけど……。

　見上げると、僕と陽汰の部屋の窓からはオレンジ色のあたたかな光。

　陽汰は今いま頃ごろ、秀隆さんと甘い言葉を囁き合ってるだろう。

　……過保護なお兄ちゃんがいなくなったのも、ちょっとだけ、寂しいかな？

　思いながら、アパートの裏手にある公園に入る。

　僕らが引っ越したアパートは、家賃が安いだけあって古くてボロいけれど……裏手に大きな公園があって、立地はすごくいい。

　街灯がきちんとついていて明るいから危険じゃないし、夜に打っても近所迷めい惑わくにならないような隅すみの方に、壁打ちができる高い塀へいもある。

　僕は塀の前に立ち、素振りの練習を開始する。

　学校の部活動では先せん輩ぱいの練習が優先だから、新入生がコートに入れる時間は限られている。

　しかも同級生はまだまだ下手で（僕を慕したってくれてるいい子たちばっかりだから、居い心ごこ地ちはいいんだけど）、対戦になってもなかなか思い切り打つことができない。

　見たところ、僕と実力が伯はく仲ちゆうしているのは桜岡部長と白井副部長くらいな感じ。だけどあの清祥高校のエリートテニス部の中で、新入生が部長たちと対戦する機会なんて本当に稀まれだ。

　……せめて壁打ちでもできなきゃ、腕うでがなまっちゃうよな。

　いつものように腕立て伏ふせ百回、フォアハンド五百回、バックハンド五百回のメニューをこなし、それから壁打ちに入る。

　……だけど……。

　僕は、自分のラケットが立てる、スパーン、という音を聞きながら思う。

　……どうしてだろう？　ボールに切れがない。

　思ったとたん、コントロールが狂くるい、壁に当たったテニスボールはあらぬ方向に飛んでいって草むらに消える。

　僕はため息をつき、草むらに入り込んだテニスボールを捜さがし始める。

　……それに、最近、なんだかすべてがうまくいかないんだ。

　予習は完かん璧ぺきなはずなのに、授業に身が入らない。

　完璧にできるはずの簡単な小テストで、凡ぼんミスを繰くり返す。

　今日の部活中では、球拾いをしながらボーッとしてしまっていて、練習中の先輩のラケットが顔ギリギリのところをかすめて驚おどろいた。

　穏おだやかな桜岡部長に、ボーッとしているとけがをしてしまうよ、と叱しかられてしまったし。

　……こんなこと、初めてだ。

　僕はなかなか見つからないボールを捜して植木の間の中を歩きながら、ため息をつく。

　……この僕が、どうしてこんなふうになるんだろう？

　僕の調子がおかしくなったのは、陽汰と秀隆さんが婚約発表（？）をした日。

　そして……花房の契けい約やく恋こい人びとをやめた、あの日からだ。

　僕は自分の意志で、花房に契約破は棄きを申し出た。

　なのに、彼から、契約破棄を承しよう諾だくされた時、なぜか不思議なほどに心が痛んだ。

　……どうしてこんなふうに心が痛むんだろう？

　そしてその心の痛みは、なぜだかどんどん強くなる。

　僕は公園の暗がりに立ちすくみ、カッターシャツの胸の部分を摑つかんで、心の痛みに耐たえる。

　……どうして、こんなにつらいんだろう？

　契約恋人でなくなってから、僕と彼は、教頭と一生徒という関係に完全に戻もどった。

　校内で彼を見かけるだけで、僕の心は壊こわれそうなほど痛む。

　彼に挨あい拶さつをする時、僕は、優等生らしい笑えみを浮うかべるために、必死で気力を振り絞しぼる。

　でなかったら、契約恋人同士だったあの時みたいに、本ほん性しようを現して睨にらんだり、悪態をついたりしてしまいそうだったから。

　僕が必死で浮かべた笑み、震ふるえる挨拶に、彼は一点の曇くもりもない笑みで応こたえる。

　それは、完璧な教育者、という感じのいかにも優やさしげな笑みで……契約恋人だった時の笑みとは別人のそれみたいだ。

　その表情に、心の中に嵐あらしみたいなものが荒あれ狂うのを感じる。

　……どうして、別れ際ぎわに、『愛してる』なんて言ったんだよ？

　僕は問いただしたくなるのを必死でこらえて彼から目をそらし、彼の脇を通り抜ける。

　すれ違ちがう時、ふわりと鼻び孔こうに届くのは、抱だかれていたあの時と同じ、芳かぐわしいコロン。

　その香かおりがするだけで、僕は踵きびすを返して、彼の大きな背中に抱きついてしまいたくなる。

　……どうしてそんなことを思うんだろう……？

　……彼の愛あい撫ぶがあんまり上手だったから、もしかして癖くせになっちゃったとか？

　僕はうつむき、つらい気持ちで自分を笑わらう。

　……援えん助じよ交際がぴったりの、とんだ淫いん乱らんだ、僕は。

　思ったら、なぜか涙なみだが溢あふれそうになるんだけど……。

「爽二くん！」

　どこかから聞こえた聞き覚えのある声に、僕は驚いて顔を上げる。

　植木の向こう側、街灯の下に立っていたのは……。

「桜岡部長？」

　立っていたのは、清祥学園テニス部の部長、桜岡幸次さんだった。

　きちんと整えた髪かみと、凜り々りしく着こなした制服。学園の人気者なのがうなずけるハンサムな顔と、いかにも育ちの良さそうな物もの腰ごし。

　小さくて古いアパートが並ぶ寂さびれた住宅地の中、壊れかけた子供の遊具が並ぶ公園の景色からは、彼の姿はなんだかすごく浮いて見えた。

　しかも、彼は、お坊ぼつちゃんが多い清祥学園でも指折りの資産家の息むす子こ。国内にいくつも大病院を経営する家の長男で、家はたしか田園調布にある豪ごう邸てい、と聞いた気がする。

「こんばんは。ええと……？」

「……部活の時に、叱ってしまったのが気になって……」

　彼の言葉に、僕は少し驚いてしまう。

「いえ、ボーッとしていたのは僕の過失ですから。謝っていただく必要はありません。それよりどうして、こんなところに……？」

「……ええと……ごめん、部長としての職権乱用だったことは解わかってる。部員名めい簿ぼで、君の住所を調べてしまったんだ。アパートを探していたら、君が練習しているのを見つけて……」

　いかにも頼たよりになる部長、といった感じのいつも明るい彼の声が、なぜか沈しずんでいる。

「家まで押しかけて来てしまったりして……迷めい惑わく……だったかな？」

　僕はちょっと自じ嘲ちよう的に笑いながら、公園のすぐそばにある僕らのアパートを指さす。

「いいえ、別に。……あ、あれが僕と兄が住んでいるアパートです。すごくみすぼらしいから清祥学園の誰だれかに見られたら、驚かれてしまうかもしれませんが」

　言うと、彼は勢いよくかぶりを振ふる。

「まさか！　君がお兄さんと二人きりで住んでいるお城なんだろう？　みすぼらしいなんて、思わないよ！」

　彼は僕を真まっ直すぐに見つめて、

「ご両親を亡なくしたんだって、噂うわさに聞いた。だから入学式にお兄さんが来ていたんだって」

「それは本当です。隠かくすつもりはないんですけど」

　言うと、彼はなんだかすごくつらそうな顔になる。

「君はとても強いんだな。そんなところもすごく素す敵てきだと思うよ」

　……人気があるだけじゃなくて……きっと裏表のない、いい人なんだろうな。

　僕は、彼の顔を見上げながら思う。

　彼は言葉を探すように視線を落とし……それからふと気がついたように手を上げる。

　彼の大きな手の中には、僕が捜していた、汚よごれたテニスボールがあった。

「君のボールだろう？　外の道路まで飛んできたよ」

　言って、僕のテニスボールを差し出してくれる。それから複雑な笑みを浮かべて、

「君には珍めずらしい、ノーコントロールだね」

「なんだか調子が出なくて。……ありがとうございます」

　僕は言いながら、彼からテニスボールを受け取ろうと手を差し出す。

　桜岡部長はボールを差し出し……だけどふいにつらそうな顔になって、僕に渡わたす前にボールを離はなしてしまう。

　拾わなきゃ、と思ってボールを追った僕の手を、桜岡部長の手が強く摑まえた。

　顔を上げた僕の身体からだが、いきなり引き寄せられ……気がついたら、僕は桜岡部長の胸の中に抱き込まれていた。

　落ちたボールが僕の足に当たり、どこかにまた転がっていく。

「君が好きなんだ。初めて見た時から」

「え？　あ……っ」

　モテそうな見かけの割には人を抱ほう擁ようすることに慣れていないらしい彼は、その腕うでで痛いほど僕の身体を締しめ上げてくる。

「……ぶ、桜岡部長……苦し……っ」

　咳せき込む僕を見て、桜岡部長はやっと力を入れすぎたことに気づき、慌あわてて手を離す。

「ご、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「……だ……大丈夫で……コホコホ……っ」

　まだ咳き込んでいる僕の背中を、彼が慌ててさすってくれる。

「ごめん、俺、必死で……大丈夫か、爽二くん……っ！」

　やっと咳が収まり、顔を上げると、彼の必死な顔がすぐそばにあった。

「ごめん、苦しかっただろう？　ごめんね」

　言ってくれる顔が、まるで失敗を謝る少年みたいに見えて、それがあまりにも微ほほ笑えましくて……僕は思わず吹ふき出してしまう。

「もう謝らないでください。……あ、笑ったのは、あなたの告白をバカにしたからではありません。必死になったあなたが、なんだか可愛かわいくて……あ、すみません」

　僕の言葉に彼は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし、それから苦く笑しようする。

「新入生に言われるのは複雑だが……いまの可愛いというのは、親愛の情を込こめた、褒ほめ言葉ととっていい？」

「そうですね。……まあ、そのような意味で」

　彼の手が、今度は痛くないように、と気き遣づかうようにそっと僕の二の腕を摑つかむ。

　見つめてくるのは、いかにも清潔そうな、整った顔。

「……最初は友達の延長からで構わないんだ」

「桜岡部長？」

「俺と、つきあってくれないか？」

　彼は言って、それから、いかにも高校生らしい緊きん張ちようした顔で僕を見つめる。

　彼の視線はいかにも汚けがれがなく、真っ直ぐに見えた。

　なんだか僕は、女性よりも頼りになる男とつきあう方が、合っているような気がしている。

　桜岡部長はとてもハンサムで、テニスが強くて、お金持ちで、しかも大病院の御おん曹ぞう司し。

　大学を卒業したら大病院の医師になってお金を稼かせぎたいと希望している僕にとっては、病院をいくつも経営している家の子息の彼は……とんでもなく得な相手だ。

　彼に恋れん愛あい感情はないけれど、彼はすごくハンサムで、清潔感溢れる、頼りになる先せん輩ぱいで……僕の中には、彼に対する嫌けん悪お感はまったくない。

　……教師や生徒たちから信しん頼らいされている彼と親しくすれば、学園生活はきっと楽になり、さまざまな恩おん恵けいも受けられるはずだ。

　……部長である彼に気に入られれば、すぐにテニス部のレギュラーになれるかもしれない。

　……しかも、将来、病院にコネができるかもしれない。

　僕は、いつものように、頭の中で計算をする。

　僕の返事を待つ彼は、非の打ち所のない、理想的な恋こい人びとに見える。

　……友達からでいいって言ってくれてるし、いつかは好きになるかもしれないし。

　……うなずいてしまうんだ、爽二。

　……そして、学園生活をやりやすいものにすればいいじゃないか。

　だけどなぜか、僕は、どうしてもうなずくことができない。

　……どうして……？

　思った時、ふいに、僕の脳のう裏りに、僕を抱だいた時の花房の瞳ひとみがよぎった。

　切なさと、燃え上がりそうな欲望を宿らせた、漆しつ黒こくの瞳。

『愛している』と囁ささやく、低く、甘い声。

　強ごう引いんにさらいこみ、僕を別の世界まで連れて行ってしまう、その逞たくましい腕。

　……あ……。

　僕の心が、ズキン、と激しく痛んだ。

　身体が、ふいにカアッと熱くなってくる。

　……どうして、こんな時に、花房のことなんか思い出しちゃったんだろう……？

　……しかも、どうしてこんなに身体が……。

「爽二くん」

　沈ちん黙もくに耐たえられなくなったのか、桜岡部長が僕の二の腕をキュッと握にぎりしめる。

「お願いだ、返事を」

「……あ……」

　……うなずけ、爽二！

　……花房のことなんか、綺き麗れいさっぱり忘れてしまうんだ！

　……だけど……。

「先輩……ごめんなさい……」

　僕の唇くちびるから漏もれたのは、思っていることとはうらはらの言葉だった。

「……僕……好きな人がいるんです……」

　まるで心の奥底から溢あふれるようなその言葉は、勝手に僕の唇から滑すべり出る。

「その人の恋人になれることは、この先一生ないと思います。でも……愛しているんです」

　……僕が言ってしまっている、愛している男っていうのは……？

　僕の脳裏によぎるのは……花房の苦しげなほどにセクシーな表情を浮うかべた顔。

　思っただけで、心がズキリと切なく痛む。

　……いつのまにか、愛してしまっていた……？

　……なのに、自分の気持ちに気づかずに、意地ばかり張って、そして彼に別れを告げてしまった……？

　もしも別れを告げなければ、いくら偽いつわりの関係でも、僕は彼の恋人でいることができた。

　彼が僕を気楽に抱ける愛人としか思っていないとしても……少なくとも、彼の腕だけは、僕のものだったはずだ。

　……なのに、僕は自分から彼に別れを告げてしまった。

　……もしかして……。

　僕の心に、ある考えがよぎる。

　……彼は、綺麗でお金に困っている、次の契けい約やく恋人をもう見つけてしまったかもしれない。

　……そうしたら、もう二度と、彼は……。

　目の前の桜岡部長の顔が、いきなり、ふわりと滲にじんだ。

「……え？」

　驚おどろいて瞬まばたきをした拍ひよう子しに、頰ほおを熱いものが滑り落ちた。

　……何……？

　僕は手を上げて、自分の頰を触さわってみる。

　……僕……泣いてる……？

　……この僕が、泣いてしまうなんて……。

　花房がほかの誰だれかを抱くところを想像するだけで、心が壊こわれそうになり、涙なみだがとめどなく溢れてしまう。

　……僕、いったい……？

「爽二くん」

　桜岡部長はすごく心配そうな顔で僕の顔を覗のぞき込んでくる。

「もしかして、俺に告白されたのが嫌いやで泣いてる？」

「すみません。そうじゃなくて、僕は、好きな人のことを思って泣いてるみたいです……」

　僕が言うと、桜岡部長はなんだかすごくつらそうな顔をする。

「どうして泣くほど……もしかして、告白もしてないの？」

　……そういえば、彼に好きだと言ったことなんか一度もない。

　僕は泣きながら、コクンとうなずく。

「……そうか……」

　桜岡部長はため息混じりに言って、それからいきなり顔を上げる。

「そうしたら、今から告白しに行こう！」

「はっ？」

　言って、僕の手首をいきなり握る。

「公園の向こう側に、うちのリムジンを待たせてある。好きな人の家まで、それで送る」

「待ってください、それは……」

　僕の手首を摑んだ桜岡部長は、なんだかつらそうな顔で、

「君がそんなふうじゃ、あきらめきれなくて苦しむ男が、学園中に溢れてしまう。ここ数日、君が隙すきを見せていたことで、学園内はただでさえ大おお騒さわぎなのに」

「えっ？」

「沈しずんだ顔でため息なんかついて、きっと失しつ恋れんしたんだってもっぱらの噂うわさで。君はすでに学園のカリスマだからとても告白なんかできる雰ふん囲い気きじゃないんだけど……今ならチャンスだって言ってる男どもがたくさんいて。まあ、それで焦あせって慌あわてて告白しに来てしまった、俺も俺なんだけど……」

　桜岡部長は言って、ポリポリと頭をかく。

「僕……沈んでました？」

　僕は、彼の口から出た言葉に、不思議なほどショックを受けていた。

「普ふ段だんどおりに、振ふる舞まっていたつもりなんですけど」

「いや……見るからに落ち込んでたよ」

　……僕は、どんなに悲しい時だって、完かん璧ぺきにそれを隠かくせていたはず。

　……なのに……。

　桜岡部長はなんだか本気で心配そうな顔になって、

「好きな人への告白、状じよう況きよう的にどうしても無理なの？　それとも、ただ恥はずかしくてできてないだけ？」

「それは……」

　僕は自分の心を検証する。

　絶対に彼の恋人になれないって思ったのは……？

「ずっと、好きだって言ってもらえていたんです。だけど、僕にはどうしても信じられなくて。だから、差し伸のべられた手を自分から振り払はらってしまったんです。きっともう嫌きらわれました。その人にはもう新しい恋人がいるかもしれない」

　僕の声が震ふるえて、また涙が溢れてしまう。

「……僕は……怖こわいんです」

　僕の唇から、震える小さな声で本音が漏れた。

「……その人が新しい恋人の肩かたを抱いているところを見るのも怖いし、本当は好きじゃなかったって言われるのも怖いし……だから……」

「爽二！　なんだよ、それっ！」

　後ろから聞こえた声に、僕は慌てて振り向く。

　公園の立木のところに立っていたのは、僕の上着を持って仁に王おう立だちになった……陽汰。

「……お兄ちゃん……！」

　僕は慌てて手を上げて、頰を伝っている涙を手の甲こうで拭ぬぐう。

　……ああ、なんてことだ。

　……ずっと守ってあげたいと思っていた大好きな陽汰に、また泣いているところを見せてしまうなんて……！

「涙を拭ふくな！　お兄ちゃんは聞いちゃったんだぞ！」

「えっ？」

「おまえ、オレのことにばっかりかまけて、自分は告白すらちゃんとしてなかったんだな？」

「あ……でも、自分の気持ちよく解わからなかったし、あの人はきっと僕のことなんか……」

　口ごもる僕に向かって、陽汰は怒おこった顔でズカズカと歩いてくる。

「なんで？　あの人は見るからに爽二に本気だった！　だからいつかはきっとうまくいくって思ってたのに！」

「えっ？」

　……いつかは……うまくいく……？

「あの人は、気がつくと爽二のことばっかり見てるし、爽二は、あの人の前だとオレにすら見せないような顔で甘えたワガママを言うし！　ちょっと嫉しつ妬としてたんだからな！」

「ええっ！　別に甘えてなんか……」

「甘えてたよ！　だけどここんとこ沈んでて、だから喧けん嘩かでもしたのかって……なのに、まだ告白すらしてないなんて！」

　陽汰は、僕の手にいきなり上着を押しつけ、そして手を上げて公園の外を真まっ直すぐ指さす。

「行って来い！　みんな、傷つくのを覚かく悟ごで告白するんだからな！　それにそんな弱気はおまえにふさわしくない！」

「……お兄ちゃん……」

「オレの爽二は、綺き麗れいで、可愛かわいくて、だけどすごく強いんだ！　振られることなんかにビビる子じゃないぞ！……テニス部の桜岡部長さんですよね？　爽二がお世話になってます！」

　陽汰に振り向かれて、呆ぼう然ぜんとしていた桜岡部長が慌てて、

「あ、はい。お兄さんの陽汰さんですよね？　いえ、こちらこそお世話になっています」

　二人は今の状況に似つかわしくない挨あい拶さつをする。陽汰が、僕の背中をグイグイ押して、

「爽二を、車に乗せて送ってやってください！　それから、その人の家の前に来たら、怖がってごねても、容よう赦しやなく外に放ほうり出しちゃってください！」

「お……お兄ちゃん……？」

「解りました。爽二くんはお預かりします！……行こう、爽二くん！」

　部長は僕の手首を握にぎり、いきなり走り出す。

「お兄ちゃん！」

　振り向いて言う僕に、陽汰はにっこり笑って手を振ってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、爽二！　おまえみたいないい子が幸せにならないなんて、噓うそだ！」

　……ああ……。

　部長に手を引かれて走りだしながら、僕はまた涙を零こぼしてしまう。

　……僕は、陽汰みたいに綺麗じゃない。

　……いつも強がって、自分の弱さを隠すために鎧よろいを被かぶってた卑ひ怯きよう者だ。

　……だけど……。

　僕の心の中にある、さまざまな激しい感情は、まだ複雑に絡からみ合ったままだ。

　だけどその上に、希望という名前の、煌きらめく宝石みたいなものが一つ生まれている。

　……僕にも、幸せになることが、できるんだろうか……？

　……花房と、契けい約やくじゃなくて心で結ばれることができたら、どんなに幸せだろう……？







　　花房敬吾







　唇くちびるから漏もれるのは、つらいため息ばかり。

　心にあるのは、彼のことばかりだ。

　私はグラスに注つごうとワインボトルを傾かたむけ……そしてそれがもう空であることに気づく。

　無類のワイン好きである真堂の影えい響きようで、私の部屋にも冷蔵庫型のワインセラーがある。

　五十本は入る大型のもので、ぎっしりと気に入ったワインが詰つまっている。

　ヴィンテージばかりではなく、フランスや、イタリアや……国外で、自分の足で歩いて集めた、私にとっては大切なコレクションだ。

　……なのに。

　私は瓶びんを置き、窓まど際ぎわのソファから立ち上がる。

　……少しも美味おいしく感じないのは、どうしてなのだろう？

　口移しで少しならともかく、未成年の彼にワインをたくさん飲ませることはできない。しかし彼が二十歳はたちになったらお祝いに二人でワインを開けて……と、勝手に思い描えがいていた。

　……私は、なんてバカなんだろう……。

　……彼がその頃ころまで一いつ緒しよにいてくれる保証など、どこにもなかったのに……。

　思いながらキッチンに入り、ワインセラーのドアを開く。

　彼に別れを告げられてから、ほとんどのワインを飲み尽つくした。

　学校帰りに酒屋に寄り、ウォッカやジンを買ってきたりもしている。

　……もう、教育者として失格だ。

　……あの清祥学園の教頭が、アルコール依い存ぞん症しよう寸前だなんて。

　残っているワインの中から一本を選んで、私はソファに戻もどる。

　ボトルのエチケットには、金色の城のマーク。

『シャトー・デュクリュ・ボーカイユ　サン・ジュリアン』

　彼が二十歳になる年に、ちょうど飲み頃になるはずのものの中から厳選して買った。

　きりりとした針葉樹の香かおりの中に、フルーツケーキやヴァニラの優やさしいブーケが混ざるこのワインは、彼が二十歳になった年、美しい彼と同じくらい魅み力りよく的に育っているはずだった。

　……だが……。

　私はソムリエナイフを取り上げ、コルクカバーにナイフの先を食い込ませる。

　……もう、待つのは無む駄だなんだ……。

　思いながらコルクカバーを切ろうとして……。

　ピンポーン！

　キッチンの隅すみに設置された、インターフォンが、いきなり鳴った。

　私は顔を上げ、思わず時計を見る。

　時計の針は、深夜十二時を指している。

　過去につきあった女性たちにも、この部屋の住所を教えたことなどない。うるさい親しん戚せきたちにも電話番号しか教えていない。

　この部屋に気楽に訪おとずれることができるのは真堂くらいだが、図ずう々ずうしい彼にも最低限の節度があり、深夜に訪問してくることはまずない。

　……とすると……？

　私は一いつ瞬しゆん、爽二の顔を思い浮うかべてしまい……あまりの心の痛みに耐たえきれず、深いため息をつく。

　……彼が、こんなところに来るわけがないじゃないか……。

　……彼は、金のために私の愛あい撫ぶを受けただけ。

　……このマンション、そして私の部屋は、彼にとって忘れてしまいたい場所のはず。

　私は心の痛みに耐えながらソムリエナイフをローテーブルに置く。キッチンまで歩き、インターフォンの受話器を取る。

「はい、花房ですが」

　思わず不ふ機き嫌げんな声が出る。

　……きっと、恋こい人びとの陽汰くんのことで頭がいっぱいの真堂が、のろけにでも来たのだろう。

　私の予想に反して、返ってきたのは……沈ちん黙もくと、微かすかに聞こえる呼吸の音。

　全力疾しつ走そうをしてきたかのように速い呼吸。

　そして、小さく咳せきをする音。

「……え？」

　私に愛撫された時も、彼は呼吸を速くし、甘い喘あえぎに混ぜて、たまにむせるように小さな咳をした。

　大丈夫か、と聞くと、平気だ、と答えて、私にすがりついてきた。

　その様子がとても色っぽくて、私は思わず我を忘れ……。

「……爽二……？」

　言った声が、思わずかすれてしまう。

「……爽二、だろう……？」

　願いを込こめて言うと、相手はしばらく沈黙を続け、それから極度に緊きん張ちようしたような声で、

「話が……」

　言って、声がかすれていることに気づいたのか、小さく咳せき払ばらいをする。

「……話が、あるんです。行ってもいいですか？」

「もちろんだ、すぐに鍵かぎを開けるから……」

「あっ、でも、もしどなたか来ているのだったら……」

　怯おびえたように言う彼に、私は、

「来ているわけがないだろう？　私は、君に振ふられたばかりなんだよ？」

「……あ……」

　彼は小さく声を上げ、それから、

「そ……それなら、お邪じや魔ましても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「もちろんだよ」

　私は言って、エントランスのオートロックの解除ボタンを押す。

「今、エントランスを開けた。そのまま入り、フロントの前を抜ぬけて、一番奥にあるペントハウス専用のエレベーターに乗りなさい。君は私のゲストとして登録されている。不ふ審しん者として呼び止められることなどない」

「そ……そう……それなら、今から行きます……」

　爽二は言って、インターフォンを切る。私は受話器を持ったまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　彼が恋人としてここを訪ねてくれたとしたら、天にも昇のぼるほど嬉うれしいだろう。……しかし。

　……彼は、私にいったい何を話し来たというのだろう？

　……彼にさらに冷たい言葉でとどめを刺されたら……私は、きっと……。




　　　　＊




　私は玄げん関かんのドアに寄りかかり、廊ろう下かを近づいてくる小さな足音を聞いていた。

　足音はドアの前で止まり、そして何かを考えてでもいるかのように、ノックすることをためらっている。

　……爽二……。

　ドアの向こうに感じる彼の存在が、狂くるいそうなほど愛いとおしい。

　……今すぐにドアを開けて、抱だきしめてしまいたい……。

　思うが、私は目を閉じたままで耐える。

　……彼を怖こわがらせてしまってはいけない。

　……強がってはいるが、とても繊せん細さいで、とても傷つきやすい子なんだ。

　彼が踵きびすを返す音がしないように、と願いながら、永遠とも思える時間、私は待つ。

　コンコン。

　ドアに響ひびいたのは、小さなノックだった。

「……あの……爽二ですけど……」

　私は止めていた呼吸を安あん堵どのため息にして吐はき出し、それから扉とびらを開く。

　そこに立っていたのは、制服姿の爽二だった。

　彼は私を見ないまま、ドアの前に立って目を伏ふせている。

　華きや奢しやな身体からだ。艶つやのある髪かみと、長い睫まつ毛げ、小さな美しい顔は……私の恋人だった時ともちろん寸すん分ぶん違たがわない。

　私は思わず抱きしめてしまいそうになるのを、必死でこらえる。

　……彼はもう、私のものではない。

　私は拳こぶしを握にぎりしめて、その衝しよう動どうを抑おさえる。

　……絶対に、彼に触ふれてはいけない。

　私は小さくため息をついて目を伏せ……そして、彼が手になぜかテニスのラケットを握りしめていることに気づく。

　……いったい、何があったのだろう……？

「どうぞ、入って」

　私が言うと、爽二は目を伏せたままで小さくお辞じ儀ぎをし、それから私の脇わきをすり抜けて玄関に入る。

「ラケットを、預かろうか？」

　私が言って身体の向きを変えた時、私の二の腕うでと、彼の二の腕がふと触れ合った。

「……あっ！」

　彼は小さく声を上げ、身体を震ふるわせて後ずさる。

　私を見上げてきた目は……さっきまで泣いていたかのように、赤く潤うるんでいた。

　子供のように赤くなった頰ほお、震えている唇くちびる。

　目を潤ませ、怯えたような顔で見上げてくる彼は……儚はかなく、とてもか弱げに見えて、私の心を強く痛ませる。

　……ああ、私のものでなくてもいい。

　……彼を守ることだけでもできたら、どんなに幸せだろう。

「だ……大丈夫ですから……」

　爽二は言って、まるでお守りででもあるかのようにラケットを抱きしめて、廊下に上がる。

　……腕が触れただけで震えてしまうほど、私は嫌きらわれているのだろうか？

　心が、ズキリと痛んだ。

　……彼は、いったい、私にどんなことを話しに来たのだろう？

　窓まど際ぎわのソファに彼を案内し、そこに座らせる。

　ローテーブルの上から、ワインの瓶びんとソムリエナイフ、グラスを片づける。

　鍋なべでミルクをあたため、寒そうに頰を赤くした彼のためにホットミルクを作る。

　自分にはコーヒーをいれ、マグカップを二つ、ローテーブルに運ぶ。

　私がキッチンで作業をしている間、爽二は黙だまったまま、呆然と窓の外を見つめていた。

「……どうぞ」

　言ってローテーブルにカップを置く。彼は自分の前に置かれたカップを覗のぞき、

「……ホットミルク……」

　爽二が小さな声で呟つぶやく。

「苦手？」

　言うと、彼はかぶりを振り、目を伏せたままで小さく呟く。

「ううん。ずっとホットミルクが飲みたかった。どうして解わかったんだろうって思って……」

　私は、ソファの角を挟はさんで隣となりに座り、彼を警けい戒かいさせないように、カップを手に持って深く背もたれに寄りかかる。

「それならよかった。お子様じゃないんだから、と怒おこられるかと思ったよ」

　彼は両手で包み込むようにしてカップを持ち上げ、フウ、と湯気に息を吹ふきかける。

　ゆっくりとミルクを飲み、小さな声で、

「……美味おいしい……」

　そんなふうにした彼は、胸が痛くなるほどか弱げに見えて……私はまた心の痛みに耐たえなくてはならない。

「……僕……」

　彼は、カップに唇を触れさせたままで呟く。

「……あなたのこと、愛してる……」

　……え……？

　私は、聞き違ちがいではないかと思わず身を起こす。

　カップが揺ゆれ、私の指に、熱いコーヒーの滴しずくがかかった。

「……あ、つ……」

　思わず言ってしまった言葉に、爽二が驚おどろいたように顔を上げる。

「零こぼしたの？」

　言いながら自分のカップをローテーブルに置き、私の手の中のカップを素す早ばやく取り上げる。

「いや、かかったのは少しだし、別にたいしたことは……」

「ダメだよ。赤くなってる。……来て」

　彼は私の手首を握り、そのまま立ち上がる。思わず立ち上がった私を引っ張って早足で部屋を横切り、キッチンに入る。

　勢いよく水を出し、私の手首を握ったまま、その流れの中に、私の指を入れさせる。

「爽二、大丈夫だよ」

「ダメだよ。痛くなくなるまで、冷やさなきゃ、あとで痛くなる」

「解った。きちんと冷やすから。それよりもさっきの話を……」

　彼は迸ほとばしる水を見つめたまま、平板な声で言う。

「言ったとおりだよ。僕はあなたを愛してる。やっと気づいたんだよ」

　その言葉が、私の心に浸しみてくる。

「爽二、それは……」

「待って」

　彼は私の言葉を遮さえぎり、そしてふと目を上げて私の顔を下から見上げる。

「何も言わないで。僕の話を、先に聞いてくれますか？」

　私がうなずくと、爽二は私の手首を押さえたまま、また目を伏せる。

「あの……みんな、僕に、勉強ができてすごいとか、テニスの才能があるとかいうけど……本当はそうじゃないんです」

「どうして？　勉強も、テニスも、君の成績は申し分ないと思うが？」

　私が言うと、彼は苦しげな顔でかぶりを振ふる。

「僕、毎朝四時に起きて猛もう勉べん強きようしてるんです。勉強なんかしてないよって顔で陽汰やみんなを騙だまして、でも本当は死ぬ気で勉強して、やっとのことであの成績を維い持じできてるんです。普ふ段だん全然勉強してないのに成績が維持できてる陽汰がもし同じだけ勉強したら、きっともっと余よ裕ゆうで完かん璧ぺきな成績がとれると思います。……本当は、僕は、頭なんか全然よくないんです」

　爽二は、静かな声で告白を続ける。

「テニスだって、学校の帰りに駅から家まで遠回りしてランニングして、家の裏の公園で毎晩素す振ぶりと壁かべ打うちを倒たおれそうになるまでやって、それでやっとあの成績なんです。本当に運動神経が発達してる陽汰だったら、あれだけやったらあっという間に全国で優勝できる。……本当は、僕は、テニスなんか全然得意じゃないんです」

　彼の声は、とてもつらそうにかすれていた。

　私は空いている方の手で水道のコックをひねり、迸る水の音を止める。

「もう痛くないから」

　心配そうな顔で見上げてくる彼に言い、タオルで、自分の手と彼の手を包んで拭ふく。

　そして、彼の右手をそっと握る。

「手のひらを見せてごらん」

「……あ……」

　私は気づいていた。彼はいつも右手をさりげなく握ったままにして、他人には見せないようにするのが癖くせになっている。

「……ダメ、です。あなたに失望される」

　私は、彼の滑なめらかな甲こうをそっと撫なでてやる。

「私が、君に、失望などするわけがないだろう？」

「……あ……」

「指を開いて。私にすべてを見せてごらん」

　私の声に操あやつられるように、彼の指が一本ずつゆっくりと開く。

　前に見たことのある彼の左手の手のひらは、まるで赤ん坊ぼうのそれのようにピンク色で滑らかだった。

　しかし、いつもラケットを握にぎっている彼の右手のひらは、まるで別人のそれのようだった。

　もともと皮ひ膚ふが薄うすいようだから、練習をしているうちにマメができ、それがつぶれて、でもまたマメができてしまうのだろう。

　彼の手のひらは、マメの痕あとだらけで、皮膚は硬かたくなっていて……。

　苦しげな顔をしているところを見ると、彼は誰だれにもこの手をまじまじと見せたことがないのだろう。

　私は、指先で、彼の手のひらの、硬い皮膚やマメの痕をそっとたどる。爽二はかすれた声で、

「……触さわらないで……すごく汚きたないから……」

「どうして？」

　私は彼の手を持ち上げ、そっと彼の手のひらに唇くちびるをつける。

「……あ……ダメ……っ」

「熟練した、テニスプレイヤーの手だ。……とても美しいよ」

「……え……？」

　私の言葉に、彼はすごく驚いた顔をする。

「僕……この手を誰かに見られたら、汚い手だと眉まゆを顰ひそめられるか、傷だらけで可哀かわい想そうにと同情されるか、こんなになるまで練習しなくてもいいのにと言われるか、そう思ってた」

　小さく呟く彼に、私は微ほほ笑えみかけてやる。

「こんな美しい手を持てるのは、本気で何かに打ち込めた人だけだ。君はこの手を誇ほこらしく思っていい」

「誇らしく？」

「そうだ。そして君がどう思っていようが、私は君をとても魅み力りよく的だと思う。……愛している、爽二。君がまとった鎧よろいも、マメだらけの手も、その柔やわらかで傷つきやすい内面も」

「……敬吾……」

　彼の唇から漏もれた、私の名前に、胸が熱くなる。

「……契けい約やくなどではなく、心で結ばれた恋こい人びとになれたらどんなに幸せだろう、ずっとそう思っていた」

「……あ……」

　爽二は私を見つめたまま、その美しい目を潤うるませる。

「……僕、あなたにひどいことばっかりしたのに。怒おこってお金を投げつけたり、強がって遊んでるフリをしたり……」

　私はその時の彼の一挙手一投足を思い出し、そしてとても愛いとおしく感じることを確かく認にんする。

「最初に会った瞬しゆん間かんに、恋こいに落おちた。嚙かみつかれたり、冷たい態度をとられたりして、なんて生意気なんだろうと思ったのに……そのままどんどん好きになるばかりだったんだ」

「……敬吾……」

「……愛している。もう、私には、君しか愛せない」

　私は彼の手をしっかりと握りしめて告白する。

「もう金など払はらわない。契約など結ばない。その代わり、私のすべてを君に捧ささげる」

「……あ……」

「……私の、恋人になってくれないか？」

　囁ささやくと、彼の美しい目に、ジワリと涙なみだが盛り上がった。

「……僕もきっと、会った瞬間に、あなたに恋に落ちたんだ」

　彼の滑らかな頰ほおを、涙が煌きらめきながら伝った。

「……愛しているんだ、敬吾……」







　　速川爽二







「これからは、自分のことだけを考え、うんとワガママを言ってくれて構わない」

　彼の優やさしい言葉に、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、愛している人に甘やかされるのは、こんなに幸せな感覚だったんだ……。

　僕はまた泣いてしまいそうなのを我が慢まんするために、わざとツンと顎あごを上げてみせる。

「それなら思いっきりワガママを言うけど？」

「……どうぞ」

　いかにも憎にくたらしいことを言おうとするのに……彼の微笑みに、意地もなにもかも蕩とろけてしまいそうな自分が情けない。

「は……初めての……コホンコホン！」

　僕は声がかすれていることに気づいて、慌あわてて咳せき払ばらいをする。

「慌てなくていい。なんでも言ってごらん？」

　……ああ、こんな優しい声、反則だ……。

　僕は真っ赤になってしまいながら、早口で言う。

「……初めてのエッチは、夜景が綺き麗れいな場所がいいな」

　それから、一人でますます赤くなる。

　……ああ、僕、なんてことを言っちゃったんだろう……？

　……これじゃ、まるで早くエッチがしたいみたいな……。

「解わかった。……少しだけ待っていて」

　彼は言って……なぜかポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

　少し離はなれた場所に行き、誰かと何かを話している様子。

　……ああ、なんで誰かと電話なんか始めてるんだよ……？

　僕は彼の後ろ姿を睨にらみながら思う。

　……せっかく勇気を出して告白したのに……！

　僕は怒って踵きびすを返す。

　……もういい！　帰ってやる……！

　……初めてのエッチにもちこめるまで、半年はかかると思っとけ！

　門に向かってズンズンと歩き始めると、後ろから追ってくる足音。

　そして僕の身体からだがふいにふわりと抱だき上げられる。

「なっ、なんだよっ！　もう帰るんだから……！」

「……逃にがさないよ、お姫ひめ様」

　彼が僕の顔を見つめて囁く。

「今夜、すべてを捧げてくれるんだろう？」

「違ちがうっ！　そういう意味で言ったんじゃなくて、半年後くらいに……んん……」

　僕の唇が、彼の唇でそっとふさがれる。

　短いけど熱いキスの後、彼がものすごくセクシーな顔で微笑む。

「覚かく悟ごしなさい。今すぐ、夜景の綺麗な場所にさらっていくよ」




　　　　＊




「……愛してるよ、爽二。……君は？」

　隣となりに座った彼が、甘い声で囁く。

　それだけで、身体が熱くて蕩けてしまいそうになる。……でも。

「……知らないよ。いきなりこんなとこまで連れてきて……んん……」

　意地っ張りの囁きが、彼のキスで優しく遮さえぎられる。

　彼が僕を連れてきたのは、調布にある飛行場だった。

　彼がさっき電話をしていたのは、どうやらここにだったらしい。

　飛行場に到とう着ちやくしたら、すでに離り陸りく準備のできているセスナが待機していた。

　セスナといっても、十人くらいは乗れそうなもので、運転席と乗客の席はドアで仕切られている。

　セスナの内装は、まるで映画で観みたＶＩＰ用の特別機みたいに改造されていた。

　向かい合って設置されているのは、高そうな革のソファ。落ち着いた間接照明が客室内を照らしていて、壁かべ際ぎわには艶つやのあるバーカウンターまである。

　こんな豪ごう華かな遊覧飛行機があるなんて、と呟つぶやく僕に、仕事に疲つかれるとたまに乗りに来る、私の持ち物だよ、と彼は平然と答え……僕は彼の桁けた外はずれのリッチさに改めて度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　……そして。

　窓の外には、見み渡わたす限かぎり広がる東京の夜景。

　キラキラと煌めく街の明かり、小さな蠟ろう燭そくみたいな東京タワー。

　本当に、生まれて初めて見る極ごく上じようの夜景だった。……けど。

「……あっ……」

　窓の外の夜景をゆっくり堪たん能のうする暇ひまもなく、飛行機が安定すると同時に、彼は僕の身体をソファの上に押し倒たおした。

「……やだ、こんなとこで恥はずかしいから……っ」

「二人のほかには誰だれもいないよ」

「……だけど、夜景を見なきゃ……っ」

「イケナイ子だ。恋こい人びとよりも夜景が大事？」

「……だって、せっかくだし……あ、んん……」

　反論を遮さえぎるようにのしかかられ、深いキスをされて、身体が甘く痺しびれる。

「……んん……」

　彼の手が、僕の制服の上着を脱ぬがせ、ネクタイを解いてしまう。

「……あ、待って、こんなところで……」

「初めて一つになる場所に、夜景の綺麗な場所を指定したのは、君だよ？」

　セクシーな声で囁きながら、彼がカッターシャツのボタンを外していく。

「……ちょ、ちょっと待って……あっ！」

　彼の手が、肌はだを撫なでるようにしてカッターシャツの中に滑すべり込んでくる。

　よく手入れされた、サラサラと滑なめらかな彼の手のひらが、僕の肌の上を滑る。

「……んん……うわ……っ」

　乳首の上を手のひらがかすめて……僕は思わず身体を震ふるわせてしまう。

「ん？　キスだけで感じていた？」

「……ち、ちが……っ」

「本当？　もう尖とがり始めているよ？」

　彼がイジワルな声で囁ささやいて、硬かたくなり始めている乳首の上を指先でそっとくすぐる。

「……ダメ……や……だ……んんっ」

　感かん触しよくを確かめるようにキュッと摘つまみ上げられて、身体に甘い電流が走る。

「……んう……あぁ……っ」

　彼の手が、僕のカッターシャツをそっとはだける。

　そして身を屈かがめ……僕の乳首の上をそっと舐なめ上げる。

「……うあ……っ……ダメ……あぁ……っ」

　そこから走った快感に、背中が思わず反り返ってしまう。

　濡ぬれた舌で、乳首の先せん端たんを丹たん念ねんに愛あい撫ぶされる。

　セスナのエンジン音の中に、ピチャ、ピチャ、という濡れた音が混ざる。

　それは、なんだか、すごく淫みだらな感じで……。

「……あっ……あぁ……っ」

　甘い電流が身体を走り、僕の腰こしが知らずに揺ゆれてしまう。

　制服のスラックスの下、脚あしの間の部分が熱い。

　いつのまにか硬くなっていた屹きつ立りつが、彼の舌の動きに合わせて、ヒク、ヒク、と震える。

「……く……んん……あぁっ！」

「いい声だ。もしかして……」

　僕の腰を支えている彼の両手。右手だけがそっと滑って、前に回ってくる。

「……あっ、ダメだよ……っ」

「ここを、もう硬くしている？」

　スラックスの布地越ごし、硬さを確かめるようにキュッと屹立を握にぎられて、僕は声も出せずにのけぞってしまう。

「……くう……っ」

「学園ではあんなに優等生の君が、乳首の先をほんの少し舐められただけで……」

　彼の低くて甘い声が、耳元で囁く。

「……ここを、こんなに硬くしてしまうなんてね」

　囁きながら、楽しむようにゆっくりと手を動かされて、僕の腰にジワジワと射精感が湧わき上がってくる。

「……言わないでっ……あ……ダメ……っ」

　布地越しの愛撫だけで、僕の屹立はどんどん膨ふくらみ、下着とスラックスをきつく押し上げてしまってる。

「……痛……から……もう……っ」

「痛い？　ああ、こんなに大きくしてしまっては、きついだろうな」

　彼が愛撫を続けながら、ものすごくイジワルな声で囁く。

「イキたい？」

「……あっ……っ」

　その言葉だけで、僕の屹立がヒクンと反応して蜜みつを漏もらしてしまう。

「……あう……」

　恥ずかしさに真っ赤になる僕に、彼が口を近づける。

「それとも、もうやめる？」

「……そんな……ここまできて我が慢まんできるわけっ……あっ」

　僕の言葉が終わらないうちに、彼の手が容よう赦しやない愛撫を再開する。

「……あっ……ああっ……」

　布地ごとしっかりと握られ、下着の中に先走りの蜜が溢あふれてしまう。

「……ダメっ……お願い……汚よごれる……から……っ」

　このままじゃ下着を汚す、と思いながらも、恥ずかしすぎて、脱がせて、と言えない。

　……ああ、どうしよう、このままじゃ……！

「……あっ……あぁー……っ」

　ヌルヌルの下着が、先端を擦こすっている。

　そのいやらしい感触と、彼の手の動きに、めちゃくちゃに感じてしまう。

「……くうっ……離はなし……もう……っ！」

「もう、何？」

「……イク……っ……あっ……！」

　僕の腰が、ビクン、と跳はね上がった。

「……う……くう……っ！」

　下着の下で反り返った屹立が、ドクン、と快楽の白い蜜を吐はき出してしまう。

「……あぁ……あぁ……っ」

　残りを搾しぼり取るようにさらに扱しごかれて、残りの蜜がまた、トク、と溢れる。

　身体からだの奥から痺れるような快感が湧き上がり、腰がヒクヒクと揺れてしまう。

　下着と制服のスラックスをヌルヌルに汚してしまった感触が……すごくいけない感じ。

　だけど……気絶しそうなほど気持ちがよくて……。

「……あ……あ……」

　呼吸を乱す僕を、彼がそっと引き寄せる。

「気持ちがよかった？」

　彼の言葉に、僕は我を忘れてうなずいてしまう。

「だが、ここから先は、気持ちがいいだけではないよ」

　彼の声が、ふいに心配するように低くなる。

「無む理り強じいはしたくない。……どうしたい？」

　僕は息を切らしながらゆっくりと目を開き、僕を抱だきしめている彼の目を覗のぞき込む。

　美しい漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に、抑おさえ込んでいる炎ほのおのようなものが燃えている。

「……あなたは……どうしたい……？」

　言った声は、妙みように色っぽくかすれてしまっていた。

　彼は一いつ瞬しゆんつらそうに眉まゆを顰ひそめ、それから苦いオトナの顔で微び笑しようする。

「言わせるのか？　イケナイ子だな」

「……言ってくれなきゃ……解わからない……」

　囁くと、彼は僕の額にこつんと額をつける。

　そして、甘いため息混じりの囁きで、

「このまま抱きたい。君を蕩とろけさせ、濡れた蕾つぼみを深く貫つらぬきたい」

「……あ……」

「めちゃくちゃに揺すって、君の中に放ち……私だけのものにしたいよ」

　彼の声はすごく甘かったけれど、その中には必死で押し殺したような獰どう猛もうさがあった。

「……愛しているよ、爽二……」

　囁いた声の語ご尾びが、熱い欲望に、微かすかにかすれている。

　……ああ……こんなにハンサムで、オトナな彼が……。

　僕の心が、愛いとおしさにジワリと熱くなる。

　……僕に、こんなに発情してくれているんだ……。

「……僕も愛してるんだ、敬吾……」

　僕は彼にそっとキスをして囁く。

「……あなたのしたいようにして欲し……あっ」

　僕の言葉が終わらないうちに、彼の手が僕のスラックスのベルトを外してしまう。

　前立てのボタンを外し、ファスナーを下ろす。

　そして濡れた下着とスラックスを一気に脚から引き抜ぬいてしまう。

「……あっ！」

　たっぷりと濡れてしまっている屹立が、プルンと震えて、冷たい空気の中に露あらわになる。

「……や……」

　思わずシャツの裾すそで隠かくそうとする僕の手を、彼の大きな手がそっと外させる。

「私のしたいようにするよ。……いいね？」

　彼の瞳が、まるで肉食獣じゆうのそれみたいに獰猛に光り、僕はほんの少しの恐おそれと、それを凌りよう駕がする圧あつ倒とう的な欲望に、身体を震ふるわせる。

「……あ……」

「……いいね？」

　もう一度聞かれて、僕はもう我を忘れてうなずいてしまう。

「……いい……よ……」

　まだボタン一つ外していない彼と、しどけない格好の自分。

　その対比が、すごく恥はずかしい。

「……ずるい……僕だけ……こんな格好……」

　上半身は、解かれたネクタイと、ボタンが途と中ちゆうまで外されたカッターシャツ。

　下半身は、シャツの裾でかろうじて屹立が隠れているだけの裸はだか。

　むき出しの脚に靴くつ下しただけが残っているところが、なんだかすごくいけない感じだ。

「いつもきっちりと制服を着ている君が……」

　彼は僕の身体を引き寄せ、僕のお腹なかにそっと唇くちびるをつける。

「……脱ぬぎかけだと、こんなに色っぽいなんてね」

「……あ……っ」

　肌はだに唇をつけたままで囁ささやかれ、身体に震えが走る。

　すぐ近くにある彼の体温に反応して、濡ぬれそぼった屹きつ立りつが、シャツの裾の下で、もう頭をもたげてきている。

　お腹にキスをしている彼の喉のど元もとに、薄うすい布地をまとった僕の屹立が突つきつけられている。

「……ああ、また？」

　彼の手が、僕の身体の上をそっと移動する。

「……なんてイケナイ子なんだろう」

　シャツの裾から中に滑すべり込み、濡れている僕の屹立をキュッと握にぎりしめる。

「……あああっ……！」

「さっき、こんなにヌルヌルになるほど出したのに……」

　彼の指が、放ったものの量を確かく認にんするように、僕の茎くきをそっと扱く。

「……うわ……っ……あ……っ」

　冷たい空気の中に、クチュ、クチュ、という音が淫みだらに響ひびく。

「……あっ……あっ……！」

「……もう、こんなに硬かたくしているんだね。しかも……」

　彼の指先が、僕の先せん端たんのスリットをゆっくりと辿たどる。

「……ああ、あう……っ」

「……また、こんなにトロトロになるまで漏もらしてしまって」

　僕の恥ずかしい屹立は、また先走りの蜜みつを垂らしていた。

　彼の指が、僕の屹立を伝う蜜をたっぷりとすくい上げる。

　そして、両手を僕の身体の下に入れ、双そう丘きゆうをキュッと押し分ける。

「……なっ……？」

　彼の濡らされた指先が僕の谷間を探さぐり、奥深い場所の蕾を探し出す。

「今夜、ここで……」

「……あっ……」

「……一つになるんだよ」

　ヌルヌルの指が、蕾の上を滑っている。

　指先で揉もみ込むように刺し激げきし、それからクチュと濡れた音を立てて押し入ってくる。

「……あっ、あう……っ」

「痛い？」

「……うん……だけど……」

　……痛いのに……それだけじゃない……。

　彼の指が内部を刺激するのに合わせて、僕の屹立が、ヒク、ヒク、と切なく跳はね上がる。

「……あ……あ……っ！」

　彼が身を屈かがめ、唇で、僕のカッターシャツの裾を押し分ける。

「……待って……何……ああっ！」

　たまらなげに反り返った屹立が、たっぷりと濡れたものに包まれる。

「……ああっ……あああーっ……！」

　巧たくみな舌で容よう赦しやなく愛あい撫ぶされ、促うながすように吸い上げられて、僕の身体からだがトロトロに蕩ける。

　突き入れられた指先が知らぬ間に増やされる。

　入り口を解ほぐし、押し広げ、クチュクチュと濡れた音を立てて内ない壁へきを刺激して……。

「……あぁ……ダメ……また……っ！」

　湧わき上がる射精感に、僕は身体を反り返らせて震えてしまう。

　僕の限界を感じ取ったのか、彼が唇から僕の屹立を解放する。

「……あっ……や……っ」

　そのまま指も引き抜かれ、快感のさなかに放ほうり出された僕の腰こしが、切なげに揺ゆれてしまう。

「……あっ……欲し……っ」

　思わず言ってしまった僕の身体を、彼は愛おしげに抱き寄せる。

「いい子だ。もうおねだりを憶おぼえたんだね？　……何が欲しいのか言ってごらん？」

「……あ……あなたが……」

「……ん？　きちんと言わないと解らない」

　ジラされて、僕の目から思わず涙なみだが溢あふれてしまう。

「……あなたが欲しいんだよ……っ！」

　僕はもうたまらなくなって、思い切り叫さけぶ。

「……もう我が慢まんできない……さっき言ったみたいにして欲し……あ……っ！」

　言葉が終わらないうちに、彼がソファの上に身を起こし、僕を抱き起こす。

「膝ひざ立だちで、私の腿ももの上を跨またいで」

「……待って、そんな……」

　真っ赤になる僕を膝の上に抱だき上げ、自分と向かい合わせにして膝立ちにさせる。

　ソファに座った彼の腿を跨いでいるから、脚あしが大きく開かれている。

「さっき言ったとおりのことをしてあげよう」

　彼が、僕を真まっ直すぐに見つめたまま、自分のスラックスのファスナーを開く。

　いつもの彼とは別人のような獰どう猛もうなその目に、僕の身体に甘い痺しびれが走ってしまう。

　……ああ、欲しい……。

　脚の間に彼の熱い体温を感じて、僕は欲望に目が眩くらみそうになる。

「おいで。ゆっくりと腰を落として」

「……あ……っ」

　たっぷりと濡らされ、蕩とろけた僕の蕾つぼみに、熔とけた鉄のように熱く、逞たくましいものが、下から押し当てられる。

　……ああ、彼も、こんなに……。

　僕は、蕾で感じる彼の屹立の硬さに、思わず鼓こ動どうを速くする。

　……僕に、欲情しているんだ……。

「……ああ……敬吾……」

「……おいで」

　甘い声で言われ、そっと腰を引き寄せられて、彼の屹立が蕾にクチュ、と押し入ってくる。

「……ああ……っ」

　思わず喘あえいだ隙すきにまた引き寄せられ、彼の先端がググッと内部に進入する。

「……あ……大き……怖こわいよ……っ」

　僕は彼の屹立の逞しさに怯おびえ、思わず身体をこわばらせる。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。息を吐はいて、力を抜ぬいてごらん」

　優やさしく囁かれて、僕は深く息を吐く。

　その瞬しゆん間かんにまた引き寄せられて、彼の屹立が僕の体内にさらに収まっていく。

　痛みはたしかにあったけど、たっぷりと解された僕の蕾は、そのまましっかりと奥深くまで彼を受け入れた。　>>>♥

「……ああ……敬吾……」

　内部で感じる彼の熱さが、とても愛いとおしい。

「……愛してるんだ……」

　囁くと、彼が僕の身体をキュッと抱きしめてくれる。

「……私も愛しているよ、爽二……」

　熱い声で囁いて、彼がゆっくりと抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あっ……あっ……あっ……」

　最初はその圧あつ迫ぱく感に戸と惑まどい、だけど僕の身体の奥に、だんだんと快感が育ってきて……。

「……あっ！」

　いきなり何か電流が身体に走り、僕は思わず息をのむ。

「……くう……っ！」

　身体にさざ波のように広がったのは、怖いほどの快感。

　シャツの下の屹きつ立りつが、ドクン、と先走りの蜜を溢れさせてしまう。

「感じた？」

　彼の問いに、僕は必死でうなずく。

「いい子だ。もう後ろで感じられるなんて」

　彼の手がシャツの下に滑すべり込み、僕の屹立をあやすように愛撫する。

「……あっ……あっ……あっ……！」

　下から突つき上げる彼の動きが、だんだん激しくなってくる。

「……ああ……あああぁ……っ！」

　クチュン、クチュン、という恥はずかしい濡ぬれた音が、セスナの機内に響ひびいている。

　内部の感じる場所を擦こすり上げられ、屹立を強く弱く愛撫されて……狂くるいそうなほどの快感が僕を襲おそう。

「……や……すご……アア……ッ！」

　僕の内壁が、彼の熱さを味わうようにして、キュン、キュン、と収縮している。

「……イケナイ子だ。最初から、そんなに上手になってしまって」

　言ってひときわ激しく突き上げられて、足先から震ふるえが走る。

　彼の逞しい腕うでと、芳かぐわしいコロンの香かおり。

　気密窓の向こう、眼下に広がる東京の夜景が、快楽の涙でジワリと滲にじむ。

「……イク……イクよ……っ！」

「……君がすごすぎて、私も限界だ」

　彼が僕を抱きしめて、セクシーな声で囁ささやく。

「……いいよ、一いつ緒しよにいこう」

　その声に理性が吹ふき飛び、目の前が真っ白になる。

「……あっ、ああっ……くう、ん……！」

　彼の手の中、反り返った屹立が、ドクン、ドクン、と白はく濁だくを激しく飛ばした。

「……あ……あああ……愛してる、敬吾……っ」

　激しい快楽の余よ韻いんに、僕の内壁が、彼の逞しい屹立を、震えながら締しめ付けた。

「……ああ。私も愛しているよ、爽二……」

　彼がとてつもなくセクシーな声で言って……僕の奥深い場所に、その欲望の証あかしを激しく撃うち込んでくれたんだ。







　　花房敬吾







　あれから、週末になると爽二はこの部屋を訪ねてくれるようになった。

　最初の頃ころ、陽汰が待っているから部屋に帰らなきゃ、と爽二は泊とまることを拒きよ否ひしていた。

　しかし、陽汰が真堂と週末を過ごしたがっているのを知ると……あきれたような、どこか照れたような顔をして、この部屋に泊まることを承しよう諾だくしてくれるようになった。

　テスト前、もしくはテニスの試合の前にだけはおあずけだが……ほとんどの場合、金曜日の夜から月曜日の早朝まで……私たちは熱ねつ烈れつに愛し合う恋こい人びとたちとして、時間を過ごす。

　……そして。

　今夜も、夜中までプールを貸しきりにしてしまった。

　つきあって一カ月になるというのに、まだ恥ずかしそうにする彼がとても可愛かわいらしくて……我を忘れて容よう赦しやなく抱いてしまった。

　最初は恥じらって抵てい抗こうしていた爽二だが、最後には、淫みだらに喘いで私を受け入れてくれた。

　愛の行こう為いの余韻に頰ほおを染めた爽二が、色っぽく足あし下もとをふらつかせて、キッチンに入る。

　だるくてきちんと着ることができなかったらしく、バスローブの襟えり元もとは開き気味で、裾すその合わせは乱れ、縛しばった紐ひもは今にもほどけてしまいそうな……とても罪な格好だ。

　強がって一人で歩ける、と抱かれることを拒否したが、プールの中であんなに感じ、あんなに放って……きっと今にも座り込みそうなはずだ。

「ねえ……これって、僕が告白しに来た夜、あなたが飲もうとしていたワインだよね？」

　爽二が甘くかすれてしまった声で言いながら、ぺたんと床ゆかに座り込む。

　子供のような格好、しかし乱れた裾から滑なめらかな腿ももが覗のぞいて……かなり色っぽい。

　爽二はその姿勢のままで手を伸のばして、ワインセラーの下段から一本のワインを取り出す。

「ああ……やっぱり、『シャトー・デュクリュ・ボーカイユ』だ。生産地はサン・ジュリアン村、ボルドーのワインだよね？」

「悪い子だ。ワインを飲んではいけないと言っただろう？」

「飲んでないだろ？　見てるだけ！」

　爽二は生意気な口調で言って、エチケットに金色の城の描えがかれたそのワインボトルをそっと持ち上げて光に透すかす。

「熟成が完かん璧ぺきになると、すごく美味おいしいワインだって聞いた。いつが飲み時なの？」

　彼の言葉が、私の嫉しつ妬と心をまた煽あおってしまう。

「それを言ったのは誰だれかなのか、聞いてもいいかな？」

　思わず言ってしまうと、彼は驚おどろいたように目を上げて、

「え？　ワインについて教えてくれたのは、父さんだよ。父さんはワインショップを経営してたから、テイスティングとか、ワインの貯蔵法に詳くわしかったんだ」

「じゃあ、君が最初にあった夜にテイスティングをしてみせたのは……？」

「父さんの真似まね、陽汰もよくやってるけど……？」

　その言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。

　……私は、彼のお父さんにずっと嫉妬していたのか……。

　私は思い、苦く笑しようする。

　……私の恋こいの病は、そうとう重傷だ。

　私が笑ったことを誤解したのか、彼が怒おこった猫ねこのような顔になって睨にらんでくる。

「なんだよ、子供のくせにそういうことして生意気、とか思ってる？」

「いや。君の身体からだがどんなにオトナかは、しっかりと確かめさせてもらっているし」

　立ち上がりながら言うと、爽二はカアッとその頰を染める。そして私が歩み寄ったのに気づいて、緊きん張ちようしたように慌あわてて真っ直ぐに座り直し、バスローブの裾を懸けん命めいに引き下ろす。

「直さなくてもいい。とても色っぽかったのに」

　彼は恥ずかしそうな顔で私を睨み上げ、しかし、私がワインセラーを開いて中からボトルを選び始めたのを見て、目を輝かがやかせる。

「あっ、飲ませてくれるの？」

「少しだけならね。ただしそのワインはまだおあずけだよ」

　私は言って、彼の手からボトルを取り上げる。それをワインセラーに戻もどしながら、

「あと四年待ちなさい。……代わりに、今夜はこれで」

　代わりに彼に一本のワインを渡わたしてやる。

「あっ、『モスカート・ドルチェ・フリザンテ』！」

　彼はボトルをチラリと見ただけで、その名前を言い当てる。

「マスカットみたいな香りがして、甘くて美味しいって聞いた。早く飲みたい」

　彼は言って、まるで猫のように、小さな舌で唇くちびるを舐なめ上げる。

　その姿はとても色っぽくて……私は彼の手からボトルを取り返し、セラーに戻す。

「甘口のスプマンテは飲む直前まで冷やしておかなくては。だからもう少しおあずけだ」

　そして驚いた顔をしている彼を抱き上げ、そのままソファに運んで横たえる。

　ゆっくりとのしかかると、彼が、私の意図に気づいたようにふわりと目を潤うるませる。

「……エッチ……これじゃ、いつになってもワインが飲めそうにないよ……」

　……ああ、私の美しい恋人は、意地っ張りで、生意気で、ワガママで……そして私の理性を蕩とろけさせるほどに色っぽい。
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　あとがき




　こんにちは、水上ルイです！

　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！

　これを今、本屋さんで立ち読みしているあなた！　本ほん棚だなの向こうから水上が見てますー！　危険なので、この本を持ってすぐさまレジの方向にゴー！（笑）

　今回のお話は、四月にルビー文庫さんから出していただいた『ロマンティックな恋愛契約』の続編にあたるお話です。独立したお話なので、この本だけ読んでも全然大だい丈じよう夫ぶ！　安心してお買い求めください！（笑・裏表になっているので、あっちも読むとなお楽しめるかも～・笑）

『ロマンティックな恋愛契約』は、真堂学園長と、速川兄弟の兄・陽汰が主役のお話でした。それが出た後、「弟の爽二の話は？」というお手紙やメールを、けっこういただきまして……。その時にはすでにこの『ドラマティックな恋愛契約』を執しつ筆ぴつしていた水上は、「やった！　頑がん張ばります！」という感じでした！　リクエストしてくださった皆みな様さま、どうもありがとうございました！　個人的にも書きたかった花房と爽二の話が書けてとても嬉うれしかったです。

　楽しみつつ書いたお話です。あなたにもお楽しみいただければ嬉しいのですが。

　リクエスト、ご感想などなど、首を長くしてお待ちしております！

　ところで水上、ついに仕事場を借りてしまいました。あまりにカンヅメが多いので、ホテル代もかさむし、日ひ頃ごろから頑張っておこうと反省して……（涙）。ソーホー向けのレンタルオフィスです。場所は新しん宿じゆく。ＴＡＲＯと一いつ緒しよに電車に乗って通勤し、夜には家に帰ってくる生活。通勤というものは会社勤めをしていた頃以来なので、けっこう新しん鮮せんで楽しい（あの頃はラッシュに巻き込まれていたのでそうも言っていられませんでしたが・涙）。オフィスはいちおう個室になってるんだけど……まあ、イメージとしては図書館の自習室みたいな感じ？　電話もテレビもインターネットもない（本当はビジネス用の高速インターネットの設備とかあるみたいなんだけどあえてつながない・泣）ので……やっぱり仕事がはかどります（当社比。もっと素す早ばやく書けるようにならないとやばいですね・涙）。同じようなオフィスが並んでいて、スーツ姿のお兄さんたちが入っていったりするのですが、周りのオフィスからは、よけいな物音一つしない！　みんな全然出てこない！　働く皆さんってすごい集中力ですね！　ついつい「コーヒーを買いに～」とかウロウロしてしまう、自分の集中力のなさを思い知っております（泣笑）。オフィスのあるビルの屋上から西新宿の高層ビルが見み渡わたせるので、休きゆう憩けいする時は屋上に出て風に吹ふかれてます。夜景はもちろんだけど、晴れた日の西新宿も綺き麗れい。いつか立派になって、夜景の見渡せるマンションの一室を仕事部屋にしてみたい！（このオフィスを借りているソーホーな人たちはみんなそういう野望を燃やしてる？　笑）二人用のオフィスもあるみたいで、スーツ姿のお兄さんが二人で入っていったりします。そして夜まで出てこない。何してるのかな？……萌もえ……（[image: ←]？笑）。

　そして夜景といえば。水上、面おも白しろがって、都内の超ちようリッチなマンション情報が載のっているメルマガを取り寄せているのですが……今回、花房が住んでいる場所のモデルになったマンションは実在してます（笑）。本文中では港区台場とありましたが、本物はもっと○ックサイトの近く。デザイン図しか見ていないのですが、専用ジムも夜景が綺麗なプールもあり、かな～りリッチな感じでした（勝手にモデルにして、しかもプールでアンナコトやコンナコトをさせたりして……本当にご購こう入にゆうになったリッチな皆様、スミマセン・泣笑）。イベントに行った時に、あの近辺でできたばかりのリッチなマンションを見かけたら、「ここか？」と密ひそかにほくそえもう（笑）。

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★『二〇〇三年度・水上の本を読んでくれてありがとうプレゼント』のお知らせ！

　二〇〇三年に発刊される水上の本のうち六冊のあとがきに、ある文字が書いてあります。発刊順に並べてつなげたものが応おう募ぼキーワード。キーワードを見つけて、『ありがとうプレゼント』に応募してね。抽ちゆう選せんで五名様にけっこうイイモノ当たります。今回の文字は『ジ』。応募のしかたは……官製はがきに、『あなたの〒・住所・氏名』、『一番好きな水上キャラ』を書いて、リーフ出版さん気付・水上ルイ宛あてに送ってください。抽選を公正にするために必ず官製はがきでよろしく！　応募の開始は六文字目が載っている本が発刊されてからなので、まだ早まらないように（笑）。詳しよう細さいなどは水上ルイ公式ＨＰをご参照ください。〆しめ切きりは二〇〇四年四月末日。この機会に水上のほかの本も探そう！（ＣＭ？）

★個人同人誌サークル『水上ルイ企き画かく室』

　同人誌サークルなどもやっております。今のところ、ジャンルはオリジナルＪｕｎｅのみ。『水上ルイ企画室』というサークル名です。二〇〇三年は、東京での五月ＳＣＣに無事に参加させていただきまして……あとは東京夏・冬コミ（受かってれば・汗）に参加予定です。夏・冬コミには、同人誌の新刊制作予定です！　スペースの当落はＨＰかイベントカタログでチェックよろしく！　水上はたいてい直参して（売り子ちゃんの邪じや魔まをして・汗）ますので遊びに来てね♪

★年間ペーパー会員様に、あまり情報満まん載さいではない情報ペーパー（泣笑）をお送りしてます。

　二〇〇三年度の会期は、二〇〇三年三月一日から、二〇〇四年二月末日。発行は六月末、九月末、次の年の二月末を予定してます。準備でいつにもまして忙いそがしくなりますので、イベントの合否やスペース番号は、イベントカタログか水上公式ＨＰでチェックをお願いいたします。同人誌通つう販はんは書店さん委い託たくだし、スペース通知はその時期には間に合わない、それではいったいどういうペーパーなのかというと……イベントレポートなどが載っているお遊びペーパーかな？（泣）「それでも欲しい」という方は、八十円切手三枚、様つき宛名シール三枚を編集部気付・水上宛のお手紙に同どう封ふうしてね。途と中ちゆう入会でも切手の返送ができません。お早めに！

★公式Ｗｅｂサイト『水上通信デジタル版』

　http://www1.odn.ne.jp/ruinet/menu.html　イベント参加や同人誌新刊などの最新情報はここで！　トップページはＷｅｂ対応の携けい帯たい電話からも見られますのでアクセスよろしく！

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈な月づき先生。たいへんお忙しい中、素敵なイラストをどうもありがとうございました！　セクシーな花房と、気が強そうだけど可愛かわいい爽二にうっとりでした！　お仕事をご一緒できて嬉しかったです！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。エネルギーが切れる～。……た……『狸たぬき日記』の続きを早く……（笑）。

　担当Ｉ澤さん、編集部の皆様。今回も本当にお世話になりました！　頑張りますので、これからもよろしくお願いいたします！

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。

　よろしければご感想などいただけると嬉しいです！

　またあなたにお会いできる日を、楽しみにしています！




　　二〇〇三年　七月


水上　ルイ　　
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